

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　４月７日（土）──

　時刻は７時近く。

　夕飯時の土曜とあって、都内のファミレスは繁はん盛じようしている。大おお勢ぜいの話し声がトイレ前の通路にまで響いていた。

　その喧けん噪そうが遠くなったように──悠ゆう斗とには感じられる。

　立ち塞ふさがるように、海え老び名な水み織おりがいた。

　この春２年生になったばかりの女子高生で、悠斗より７歳ほど年下だ。銀色の髪と、赤みがかった瞳が特とく徴ちよう的だが、そうでなくても人目を惹ひく美び貌ぼうの少女だった。

　彼女がスマホで写真を見せてくる。

　マンションの一室に入る乃のノの香かが写っていた。




「中学生のコスプレ売り子ちゃんを……連れこんでるんですか？　ユウトせんせ」




　何を考えているのかわからず、悠ゆう斗とは相手を凝視する。

　咎とがめるというより、楽しんでいる様子だ。冗談を言っている雰囲気でもないが。

　悠斗は少し考えてから返す。

「……よく家事をしてくれてるんだよ、乃のノの香かちゃん」

「まぁ、ただの売り子に、彩あや華かさんを紹介したりはしないですもんねー」

「頼まれれば、紹介するくらいはするんじゃない？　迷惑をかけないって思える人ならだけど」

　水み織おりが半はん睨にらみになる。

「ふぅーん……ちょっと意外かも。認めちゃうんだ」

「認める？」

「この写真じゃ、誰の部屋に入ったのかわからないじゃないですか？　変装してるし」

　最近、乃ノ香は部屋を訪ねてくるとき、太ふと縁ぶちメガネとニット帽を身につけていた。彼女だと断定するのは難しい。

「……言われてみれば」

　悠斗の部屋であるかどうかも、写真からではわからない。

「てっきり、しらを切るかなーって」

　全く考えなかったわけではないが……

　悠斗が思いつく言い訳なんて、何かしら対策を用意してあると考えるべきだ。はっきり言って、交渉事は苦手だし。

　なにより、嘘うそをつくのは嫌いだった。

「まぁ……表立って言うことではないけど、知り合いにまで隠そうとは思わないよ」

　水織が指先を唇に当てた。

「ふふ……そうですか、そうですか。あたしのこと、信用しちゃうんですかー」

「もちろん──と言いたいところだけど、君と会うのは２回目だから、まだわからないんだよ。僕が信用してるのは、姉さんだ」

　この少女を悠斗に引き合わせたのは、姉の京きよう橋ばし彩華だから。

　納得してもらえたようなので、これで話は終わりかと思いきや──

　さらに水織がぐいぐい来る。

「ユウトせんせ、乃ノ香とお付き合いしてたりはー？」

「いやいや……そういうんじゃないよ、妹みたいに思ってる。面倒を見てもらってるのは、僕のほうだけど」

「妹と恋仲になるって、珍しくないし」

「マンガならね」

「独り暮らしの部屋に招いておいて。それ本気で言ってます？」

　悠ゆう斗とは肩をすくめた。

「乃のノの香かちゃんは、まだ中学生だよ？」

「そういうの、ニュースでよく見るじゃないですか」

「ニュースになるくらい珍しいってことだよ。僕は普通の人だから、そんな非常識なことはしないって」

　ぐぐっ、と水み織おりが顔を近づけてくる。こんなに距離の近い子だっただろうか？

　上目遣いで見つめられた。

　見つめ返す。

　水織は本当に──隙すきのない美人だと思う。

「法律で禁止されてるから手を出してない……ってこと？　やっぱり、そういう目で見てるんだ？」

　改めて言われてみると、悠斗は自分の気持ちについて、まだ考えが足りていないことに気付く。

　乃ノ香について……

　自分はどう想おもっているのだろう？

　ふと、別の女性のことを思い出した。

　ナスの言葉を。




「もしも……この気持ちが……〝好き〟だったら……そのときは……ユウトさんが嫌でなければ……その……よろしくお願いします」




　そう言われたとき、悠斗は答えられなかった。

　──自分はどう想っているのか？

　残念ながら、今も自分自身についての理解はできていなかった。

　感情とは複雑なものだ。

「好きとか嫌いとか、よくわからないというか……」

「はい？」

「考えたこともなくて……あ、いや……考えたことはあるんだ。でも、結論が出てないんだよ」

「なにが、わからないんですか？」

「〝好き〟って、なんだろう？」

　何度も自問自答したが、結局は自分なりの答えは見つかっていなかった。

　水織がこともなげに言い放つ。

「そりゃあ……抱きたいって思ったら、好きでしょ」

「だッ!?」

　たじろぐ。

「ていうかー、男の人ってセックスのことしか考えてなくない？」

　もう少し慎みを──と言いたくなる悠ゆう斗とだったが、自分がそうしたことに奥手すぎるだけなのかもしれない。

「うーん……僕の知ってる男の人は、そうでもないというか……少なくとも、僕はあまり考えない」

「そんな言葉を信じろって？」

「嘘うそは言ってないよ」

「へーほーははーん？　それじゃあ、こ～ゆ～の見て、どう思うんですか？」

　水み織おりがキャミソールの端をつまんだ。ゆっくりと持ち上げる。下はミニスカートをはいているから大丈夫だが。

　小さなおへそが、露あらわになった。

　ものすごく細いくびれ。

　水織の背丈は大人の女性と比べても少し高いくらいだが、胴回りは子供と変わらない。

　痩やせていると、おへその窪くぼみが浅くなるのか、あるいは生せい来らいの形なのか。
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　クスクスと彼女が笑った。

「せんせ、見すぎー。触ってみたく……ないですか？」

「いや、手触りはべつにいいかな」

　水み織おりが不機嫌そうな顔をする。

「うそつき……じゃあ、どうして、そんな必死に見ちゃってるわけ？」




「イラストの参考になるから」




　絶句された。

　──絵を描く子になら、理解してもらえると思ったのに。

　嫌な顔しながらおへそを見せていた水織が、宇宙人でも見るような目つきに変わる。

「うわ……本気で言ってるっぽい」

「待ってくれ、そんな変なことは言ってないよ。人の身体からだって、ひとりひとりぜんぜん形が違うんだ。それは興味深いじゃないか。喩たとえるなら、旅で新しい街を訪れたら、街並を眺めるものだろう？　それと同じで……あ、でも、こんな場所でお腹なかを出すのはやめとこうね」

　もしも、事情を知らない人に見られたら、通報されかねない──と今更になって気付いた。

　悠ゆう斗との焦りを知ってか知らずか、水織はキャミソールをさらに持ち上げ、とうとう胸元までまくる。

「え？　本当に？　ここまで見えちゃっても？　触ってもいいよ？」

　ブラの下端がチラと見える。

　キャミソールに合わせたシンプルな黒色だった。

　この調子だと、上を脱いでしまいそう。

　いくら今は周りに他人がいないといっても、ここは満席に近いファミレスだ。いつ通路へ他の客が来るか。

　悠斗は顔をそむけた。

「もう見ないし、触らないよ」

　彼女が怪け訝げんな声をあげる。

「え？　え？　もしかして……ユウトせんせ……童貞？」

「あ、ぐ、うっ……そうだねえ、一度も恋人とかいたことないわけだし」

「うっそぉ、イケメンなのにー!?」

「いやいや……」

　女性からのお世せ辞じを真に受けていたら、社会的に死ぬ──とは、よく聞く話だった。

　悠ゆう斗とは〝君だって同じでしょ？〟と返そうとして、２つの理由で口をつぐむ。

　相手が言ったからといって、そのまま返すのは危険すぎる。女子高生に〝処女？〟なんて訊きくのは犯罪だろう。

　そういう罠わなかもしれない。

　第２に──質問への回答が〝否いな〟だった場合……どんな顔をして会話を続けたらいいのか？

　悠斗は危険な方向へと話が転がるのを避けた。

「……君が言ってるのは、性欲だと思う。それは恋愛感情とは違うんじゃないかな？」

　などと偉そうに語ってみたものの、どう違うのか？　本当に違うのか？　説明はできなかった。

　水み織おりが衣服を元に戻す。

「ユウトせんせって、ちょっと思ってたのと違ってたかなー。かな」

「失望させたかな？」

「そうねー。中学生のコスプレ売り子を連れこんじゃうヤバイ系な人かと思ってたけど、そうじゃないんだーって」

　信じてもらえたのは嬉うれしいが、それで失望させたというのは、どうなのか？　冗談を言っているのだろうか？

　マリィとは違った意味で、何を考えているのか不明な子だった。

　今さら、実感する。

　才能のあるイラストレーターほど、言動がおかしい。

　まだアマチュアではあるが、この海え老び名な水織も例外ではないようだった。

「……まぁ、信じてもらえたならいいけど」

「あたしが信じてるのは、彩あや華かさんだけどねー」

「なるほど」

　そこは、お互い様といったところか。

　水織がスマホを操作する。

「もう要らなーい」

　マンションの部屋を訪ねる乃のノの香かの写真が、削除された。

　もちろん、１枚とはかぎらないし、バックアップの手段なんて無数にあるけれど、今後は話題にしない──という意思表示だろう。

　水織はすぐ近くから見上げてきたまま、今度は値踏みするような視線を向けてきた。市場の魚になった気分だ。

「ま、まだ何か？」

「ユウトせんせって繊細そうな顔して、意外と図太いですよね。たとえ悪いことしてなくても、ああいう写真とか出されたら、動揺しない？」

「動揺したよ？　でも、ちゃんと話さないと仕方ないから」

「理性的～。そういうとき、懐かい柔じゆうしたり、威圧したりするじゃないですか？　男の人って〝コイツ敵ダ〟って思ったら、理屈が飛んで、やたら攻撃的になりますよねー。相手の事情なんて考えないで──自分を不安にさせたヤツは、敵！　敵は悪！　って短絡思考にまっしぐら」

「……君の男性観は、ちょっと歪ゆがんでるんじゃないかなぁ」

　残念ながら、そういう男性もいるとは思うけれど。

　過去に何かあったのか？

　ぴょん、と水み織おりが半歩ほど身体からだを離す。

　微笑ほほえみ──というには、あまりに目つきが鋭かったが。

「ユウトせんせーって、実はいい人なんじゃない？　もしかして」

「……どうも」

　本心を見せない人──という印象を持ったが、まだ会って２回目だ。しかも微妙な年頃の女の子なのだから、これが普通なのかもしれない。

　無理に心こころ内うちを探ろうとは思わなかった。語らないことを詮せん索さくするのは、品がない行為だろう。

「んふふ……その〝君には興味ない〟って態度が、せんせーの面おも白しろポイントだよねー」

「ええ!?　えっと……君のことは魅力的だと思ってるよ？」

「それは当然でしょ」

「お、おう」

　ものすごい自信だ。

　水織が背を向けて歩きだした。

　やっと席に戻れるな──と悠ゆう斗とは後を追いかける。

　ところが、急に彼女が振り向いたものだから、ぶつかりそうになった。

「あと、１つだけ！」

「おっと……な、なに？」

　立てた人差し指が、悠斗の口元に触れそうなほど近くまで寄り、彼女はにっこりと微笑んだ。

「ユウトせんせーを脅す気はないんだけど……あたしのお願い、聞いてもらえません？」

「…………僕にできることなら」




「付き合ってほしいの」




　なんて？

　今度は悠ゆう斗とが、宇宙人でも見るような顔をした。





　　　　†






　翌日、日曜──

　昼過ぎに、部屋のチャイムが鳴らされた。

「…………………………」

　しかし、悠斗は黙々と液タブに向かったまま、ひたすらペンを動かし続ける。

　微動だにしない。

「ちょっと、どうして出ないわけー!?」

　玄関のドアを開けるなり声を荒らげたのは、海え老び名な水み織おりだった。

「ん？　やあ」

「１時に行くって言ったでしょ」

「勝手に入って──って言わなかったっけ？」

「言われたから入ってきたけどー」

　水織が頬ほおをふくらませつつ、大きなボストンバッグと、小さな紙袋をコタツの上に置いた。赤黒チェック柄のスプリングコートを脱ぐと細い肩まで露あらわになる。今日は膝上丈のワンピースだった。

　悠斗は思い返す。

「そういえば、理由は教えてなかったね……僕は絵を描いてると、チャイムに気付かないんだ。そのせいで、友人らや編集さんに〝死んでるんじゃないか？〟って本気で心配されちゃったことがあってね」

　それ以来、部屋にいるときは鍵をかけないようにしている。

　しばらく乃のノの香かが来ていないせいで、すっかりゴミ屋敷に戻りつつある部屋を水織が眺めた。

「んもぉ～、このあたしが来るっていうのに、お茶の用意もしてないなんてー……って、キャー猫ちゃん！　猫ちゃん、猫ちゃーん!!」

　ゴミ山の間から、家庭内ノラ猫に戻りつつあるワコムが、チラッと顔を出していた。

　ささっ、とベッドの下に隠れてしまう。

「ちぇー」

　と彼女は唇を尖とがらせた。

　乃ノ香やナスが来たときは、初見でも甘えたのに……動物は危険を本能で察するのか。

　水織はネット上ではなかなかの有名人らしい。

「……君のファンなら、大歓迎だろうけど」

「家に行ったら、きっと涙を流して喜んじゃうわねー。でも身の危険があるからイヤ」

「たしかに」

　受け答えしつつ、悠ゆう斗とは視線を液タブへと戻した。

　さすがに申し訳なく思い、言葉を足す。

「……しばらく、すごく忙しくてね」

「そうらしいですねー。ちょっとだけ乃のノの香かに聞きましたよ」

　水み織おりが足元に転がってるコンビニ袋を部屋の隅に寄せ、どうにか立つ場所くらいは確保した。

「だから、君が満足するような歓迎はできそうにないっていうか……」

「ああ、お茶をどうこうってのは冗談ですよ？　でも、差し入れのコーヒーくらい受け取ってほしいかなー」

「え？　わ」

　店で買ってきたらしい。

　彼女は小さな紙袋から、紙コップを取りだした。

　差し出されたのを受け取る。

「ありがとう」

「変なものは入ってないですから」

「わざわざ言わなくても、そんなの疑ってないんだけど……」

「アイドルのイベントだと、食べ物の差し入れはＮＧなんですよ」

「へー。でも、僕はアイドルじゃないからね」

「今はね」

　妙なことを言う子だな──と思いつつ、悠斗は紙コップに口をつける。

　甘めのカフェオレだった。

　疲れた身体からだに、じんわりと沁しみる。

「ふぅ……」

「そんでー、ユウトせんせーに、あたしからのお願いの話なんですけどー」

「あ、うん……」

　聞き間違えでなければ、ファミレスで〝付き合って〟などと言われたようなのだが……言葉どおりの意味とは思えない。

　悠斗は紙コップを手にしたまま、じっと相手の言葉を待った。

　水織がスマホを取りだす。

「これ、付き合ってほしいんですよねー」

「なんだい？」

　動画が流れる。




　角のある赤毛の少女のイラストが表示された。

　そのキャラクターがひょこひょこ動く。

　アニメーションではなく、３ＤＣＧというわけでもない──Ｌｉｖｅ２Ｄというサービスを使った動画だった。

　甲高い声が流れてくる。

『元気かー？　ニンゲンどもー。余よだよー♪』

　けっこうな人数の視聴者がいるようで、なかなか盛況だった。内容としては、カラオケをやったり、ゲームをやったりか。

　機嫌のいい友人の部屋に遊びに行ったような感じ。




　しばらく眺め、悠ゆう斗とはうなずいた。

「これ、Ｖチューバーってやつだよね？」

「うん♪」

　数年前からのことだが、動画配信サイトで動画を流している人たちが、ユーチューバーと呼ばれだした。

　今では芸能人のように有名な者もいる。

　そのなかで、キャラクターの姿を取って配信をやっている者たちがおり、彼らはバーチャル・ユーチューバー──Ｖチューバーと称されていた。

「流は行やってるみたいだね」

「一時期ほどじゃないけど、今も勢いは止まってない感じですかねー」

　Ｖチューバーには優れたキャラクターデザインが必要だ。プロのイラストレーターが求められるのは不思議なことではなかった。

　ひと頃のイラストレーター界かい隈わいでは、ソーシャルゲーム案件が多かった。

　悠斗が知るだけでも〝ソシャゲのおかげで廃業しなくて済んだ〟という同業者は何人もいる。

　しかし、ソシャゲは苛か烈れつな競争ゆえに求められる規模と質が跳ね上がり、かつて２億円と言われた新規タイトル開発費が、今や10億円でも足りないというほど高こう騰とうしてしまった。

　たった数年間での話だ。

　新作は減り、イラストレーターへの依頼も潮が引くように激減している。

　超一流への依頼だけは、むしろ単価が増額傾向だが……

　そうした状況もあり、多くのイラストレーターにとって、戦場はＶチューバー関係へと移りつつある。自分の名前と絵を目にしてもらえる場として、重要度を増しているのだった。

　悠ゆう斗とは思い出すように言う。

「……僕も半年くらい前に依頼されて、キャラデザをしたことがあるよ。《アウロラ》ってキャラなんだけど」

「知ってるー」

　幸いにも《アウロラ》は人気が出たらしい。

　やたらテンションの高いトークと、素人離れした歌唱力が魅力で、大おお勢ぜいのファンの声が人気を押し上げた。

　それと、清せい楚そ可か憐れんという依頼だったので、そのように描いたのだが……外見とは裏腹に下ネタが多めらしく、ギャップも人気の要因らしかった。

　悠斗は何枚か追加で、イベント用イラストを依頼されたほどだ。最近は、スケジュールが満杯なので受けられないでいるが……

　水み織おりが両手を合わせる。




「一緒に、やろ？」




　雑談気分で話を聞いていた悠斗は──ぴたり、と固まった。

「……なに？」

「Ｖチューバー面おも白しろそうでしょ」

「君、たしか生なま身みで配信をやってたよね？　しかも、けっこう人気がある」

「うん！　でも、あたしの配信がワンパターンになっちゃってね。飽きられちゃう前に別のことやろうかなーってさ？　訳あって〝Ｖチューバーやろう〟と思ったの！　そんで、一緒にやってくれる人を捜さがしてたんですよー」

「いやいやいや……君なら１人でやれる」

「それじゃ、変化がないでしょ。見た目だけじゃないですか」

「大きな変化だと思うよ」

「なんか面白いことしたいよねー、って考えてるときに、注目することがあって……これだーって」

　さっきの動画を指さした。

「……普通のＶチューバーじゃないの？」

　水織が声を弾ませる。

「バ美び肉にくおじさん！」

「なに？」

　悠斗はキャラクターを二度見した。

　動画では、水鉄砲を撃ち合うゲームで失敗して、キャーキャーと悲鳴をあげている。女の子の声しかしていなかった。

　──おじさん？

「男の人がね、美少女キャラでＶチューバーやんの。ぐっと盛り上がってるみたいよ!?　音声変換って知ってます？」

「ファッ!?」

　これが男性の声!?

　音声変換は知っている。カラオケにある女声になる機能だ。おふざけで使うオモチャとしか思っていなかったのだが……

「面おも白しろいでしょー」

「この、動画にコメントしてる人たちは、わかってるんだよね!?」

「もちろん！　ちゃんと説明に書いてあるし」

　おじさんがイラストと音声変換で美少女に扮ふんして動画配信をやって、それを見たおじさんたちが盛り上がっているのか。

「なんか、ネットの深しん淵えんを覗のぞいてしまった気がする」

「深淵もまたユウトせんせーを見てますよ」

「君が見せたんだよなぁ」

　肩をすくめた。

　水み織おりが本気で悔しそうに言う。

「残念ながら、あたしにはできないんですよね……バ美び肉にく……」

　彼女みたいな容姿や声がないから、イラストや音声変換を駆使してキャラクターに扮するのだと思うが。

「でも、僕には無理じゃないかな……」

「できるよ！　いろいろ準備が必要なんだけど、めっちゃめちゃ詳しい人にバッチリ教えてもらったから大丈夫♪　ぜーんぶあたしが用意するから──っていうか、もうほとんど揃そろえてきてるから！」

「ええっ!?」

「ユウトせんせーに時間は取らせないつもり。あ、配信のときも絵を描きながらでいいよ？　むしろそれ面白いかも！」

「変な方向に、ヤル気がありすぎる！」

「あはは、よく言われるー。〝どうして、そんなことに本気になってるの？〟ってねー」

「あ……」

　どう逃げるか──ばかり考えていた悠ゆう斗とだったが、思わず水織を見つめた。

　今でこそ、悠斗はイラストレーターとして周りに認められ、絵を描くことを誰にも反対されず、揶や揄ゆもされない。

　しかし、思い返せば、昔は違っていた。

　両親は放任主義だったが、いい顔はしなかった。

　学校では、もっと明確に風当たりが強かった、級友たちも教師たちも。

　周りと違うことをしているだけで、誰に迷惑をかけているわけでもないのに、止やめさせようとする人がいた。

　悠ゆう斗とには、そういう人たちの目的なんてわからない。

　ただ誰かの〝やりたい〟という気持ちを否定する側にはなりたくなかった。

　手にした紙コップに視線を落とす。

「まぁ……誰にも反対されないようなことばかりやってたら、面おも白しろくないよね」

「そうなの！　試してみないと、つまんないでしょ!?」

　くわっ、と水み織おりが顔を近づけてきて、鼻先が触れそうなほどになる。悠斗は思わず背もたれを倒し、身体からだを引いた。

「わ、わかるけど」

「せんせ、あたしと一緒にＶチューバーやりましょう？　返事はＹＥＳだけ♪」

「……どうして、僕？」

「それはねー、ユウトせんせーが本気で……んー……やっぱ、ナイショ！」

「ええー？」

「ほらほら、ＹＥＳ？　ＯＫ？　それとも、Ｏｕｉウイ？」

　なぜ、フランス語。

「ちなみに断ったら？」

「脱ぐ」

「ははは……」

「そんで、泣く」

「んん？」

「部屋の前で半裸で、ガチ泣きします」

　社会的に殺す気かな？

　悠斗は小さく両手を挙げる。

　降参だ。

「よくわかった……協力するよ」

「やっっったぁぁぁ!!」

　よほど嬉うれしかったのか、水織が思いっきり両手を突き上げた。

「どこまでやれるか、わからないけど……」

「いいよー。準備とかはあたしがやるし。ユウトせんせーは友達とボイチャするノリで付き合って？」

「まぁ……それくらいなら」

　作業中にボイスチャットをするのは、日常的なことだった。

　水み織おりがウインクする。

「じゃ、よろしくね、悠ゆうコ♪」

「ゆうこ？」

「で、あたしが、エビ子」

　悠コとエビ子？

「それがキャラ名なの？　いくらなんでも……」

「めっちゃオーラあるでしょー。ユウトせんせが大変そうだから、がんばって考えたんだよ」

　──最近の若い子のやることは、よくわからないなぁ。

　そう思いつつ、否定はしなかった。水織が気に入っているなら、それでいい。

　悠ゆう斗とは言葉を呑のみこみ、中断していた作業に戻るのだった。
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　水み織おりがけっこう大きなボストンバッグを持ってきていると思ったら、ノートＰＣとヘッドホンとマイクが出てきた。

　用意がいいことに、マルチタップまで。

　そして、見たこともない機械を手に取って、数本のケーブルを繋つないでいく。

　コタツの上に、スタジオが作られた。

　水織は実に楽しそうだ。

「これがＶＴ－４っていってー。だいたいのことは、これで何とかなるみたい」

「ほうー」

「ユウトせんせ、なんか言って」

　マイクを向けられた。

　自分でも情けないと思うが、水織しか聞いていないのに、緊きん張ちようしてしまう。思わず息を呑のんだ。

「え…………………………………」

「しゃべってよぉー」

「ああ、うん、ごめん。マイクに慣れてないから……えっと……水織さんは、こんなふうに人前で話すのをいつからやってるの？」

「小５からです。はーい、こんな声になったよー」

　彼女が操作すると、ノートＰＣのスピーカーから甲高い声が流れてくる。

『エっと……水織さんハ、こんナフうに人前で話すのヲいつかラヤってるのォ？』

　女性の声というより……

　悠ゆう斗とは腕組みした。

「ＴＶで正体を隠して証言する人みたくなってない？」

「ケロっちゃったねー。もうちょい調整するから、続けてしゃべって。あ、意識して少し高めに」

「仕事しながらでいい？」

　液タブの横にマイクを置いた。

　水織がＶＴ－４の設定を調整する。

「んー？　あ、なるほど……ＰＩＴＣＨピツチとＦＯＲＭＡＮＴフオルマントを一緒に上げちゃうとケロケロになるのね。ユウトせんせは地声が高めだし、どっちもほどほどでいいか。ＢＡＬＡＮＣＥバランスはＥＦＦＥＣＴエフエクト全振りで、ＲＥＶＥＲＢリバーブは２目盛りくらい入れちゃお」

「僕の声、高いかな？」

「まぁ、イケメンボイスじゃないと思うけど……バ美び肉にくには向いてるよー？」

「……どうも」

「さっきの話なんだけど──どうして、Ｖチューバーやろうと思ったかなんだけどー」

「うん」

「あたしにも、Ｖチューバーのデザインの依頼が来たんですよねー」

「あれ？　商業仕事を受けてるんだっけ？」

「ううん。あたし、まだプロじゃないよ。顔出ししてる現役女子高生がデザインしたらウリになると思ったんじゃない？」

「そういうの、あるよね」

「だから、依頼は断って、自分でやることにしたんだー」

「あはは……」

　悠ゆう斗とは思わず笑ってしまった。

　プロなら、まず取らない行動だ。

　作業するなら依頼を受ける。作業したくないなら依頼を断る。依頼を断っておいて、自分のためだけに、無報酬で趣味として作業するなんて、アマチュアならではだった。

「あたし、今は高校生じゃないですか。実績もお金も欲しくないんですよ」

「高校生のうちから、プロとして活動してる人もいるけどね」

「誰かを否定はしませんよ？　でも、人は人、あたしはあたし！　プロには、いつでもなれるんだから、今は高校生活を楽しみたいんですよー」

「なるほど……」

「中学まで、普通じゃなかったんで」

　そういえば、彼女は小学５年生の頃から人前で話していた──と言っていた。何かしていたのだろうか？

　詮せん索さくはしないで、悠斗は別のことを訊きく。

「京きよう橋ばし彩あや華かにイラストを教えてもらっている高校生は、普通じゃないと思わない？」

「えー、普通ですよー？　ただ、本気なだけ」

「……君は変わってるね」

「よく言われます。よし、こんな感じかなー。どうですか、せんせ!?」

　またスピーカーから声が流れてくる。

　先程の会話だ。

　今度は、合成音っぽさが消えて人間らしい声になっていた。

　女性というよりは、少年のほうが近いが。

「まぁ、そんな声の女の人もいるかな？　自分の話したことが別の声になるのって、妙な感じだね」

「面おも白しろくないですか？」

「まだわからないけど……そういえば、外見はどうするの？」

　Ｖチューバーというからには、なにかしらイラストを用意する必要がある。

　しかも、動かすとなると、けっこうな手間だった。

「あたしが描いたエビ子と悠ゆうコがありますけど……これでいきますか？」

　ノートＰＣに表示された絵は──

　海老をモチーフにしたキャラクターは、なかなか可愛かわいい。はっきり言って充分にプロの仕事として通用するレベルだった。

　さすが、京きよう橋ばし彩あや華かが直じき弟で子しとして仕込んでいるだけのことはある。あるいは、この才能があるから育てているのか。

「……エビ子はすごく良いね。ただ……悠コはシンプルすぎるかな？」

　並んで立つと、アイドルとバックダンサーみたい。意図的なら、それでいいのだが。

　水み織おりが顔をしかめた。

「実は、めっちゃめちゃ悩み中なんですよー。エビ子くらい盛っていったら闇鍋になっちゃったから、スッキリさせたんですけど……うっうっ」

　アマチュアや新人は成果物にムラがある。ハッと目を惹ひくようなデザインをすることもあれば、及きゆう第だい点てんに達しないこともある。

「そういうときに、計算で修正するのは技術だからね」

「せんせーなら、どんなふうに直します？」

「キャラクターデザインは個性の出る部分だから、僕のやり方が君の参考になるとはかぎらないよ？」

「いいですよ、ユウトせんせーの外見アバターだし」

　それを考えると、気が重くなるが。

「……僕はキャラデザをするとき、ラノベは引き算で、ゲームやＶチューバーは足し算で作るのがいいと思ってるんだ」

「わぁ、意外と考えてるんですね!?」

「意外かなぁ……まぁ、ぱっと思いついたときはいいけど、そうじゃないこともあるからね」

「そうなんですよねー」

「Ｖチューバーのキャラなら、闇鍋でいいと思うんだけどな」

「んと、描き直す前のは、このへん」

　水織が前のバージョンを表示させた。ファイル名の末尾の16という数字から、苦悩が忍ばれた。

　なかなかの闇鍋っぷりだが、アッサリしすぎている最新版よりも良い。

「……悪くない。けど、アイコンが欲しいかな。顔の周りに特とく徴ちようがないとね」

「髪飾りは付けたけど？」

「大きさも形も色も普通だからね。どこかで見たことがあるようなものだと、インパクトが薄いんだよ」

「へー。あ、このノートＰＣ、絵も描けるやつだから、線を入れてみてもらえます？」

「いいよ」

　渡されて、悠ゆう斗とはさらさらと修正する。

　さすがに一瞬で思いついたデザインなので、自己評価で60点といった感じだったが。

　水み織おりが画面を睨にらむ。

「すご……」

「どうだろう？　髪飾りじゃなく、髪型に特徴を足してみたんだけど」

「ちょっと直しただけで、めっちゃ可愛かわいくて、ちゃんと印象的なキャラクターになってる……あたしなんて３日も捏こねてたのに。さすがっていうか……」

「気に入ってくれたならよかった」

「ここの睫毛まつげの修正、どういう理由で入れたんですか!?　キャラクターにアイコンを足すだけなら、必要なかったと思うんですけど」

「え……？」

　言われてみると、悠斗は無意識のうちに目元まで修正していた。髪型を変えるとき、ついでに。

　考える。

　直した理由？

「ええっと……か……可愛くなるように……こう、ピンピン、と。ふにゃっと？」

「計算が、なんでしたっけ？」

　水織の笑顔が氷点下になった。

　残念ながら、自分で思っていた以上に、悠斗は人に教えるのが下手だった。

　水織がため息をつく。

「乃のノの香かが彩あや華かさんを頼った理由は、よくわかったー」

「……すみません」

「でも、この子は可愛いです。なるべく早く……来週までには、エビ子と悠ゆうコを動かせるように仕上げてくるから」

「来週？　君も学校があるんじゃ……」

「寝なければ終わる！」

「いや……そこまで無む茶ちやしなくても。依頼を受けたわけじゃなく、遊びなんだよね？」

「そうだよー。遊びだから、真剣にやらなきゃ」

「……そういう考え方もあるか」

「中途半端にやってたら、満足感すら残らないですからねー」

　悠ゆう斗とには新鮮だった。〝遊び〟というと、一般的には、楽しめる範囲で無理をせず適当に、というイメージがある。

　水み織おりはイラストに対しても、Ｖチューバーについても全力だった。

「……たしかに……やるからには真面目にやらないと、楽しくないよね」

「そうそう」

　最初は仕方なく手伝う──という気分だった悠斗だが、キャラクターに手を入れ、全力で打ちこむ水織と話すうち、だんだんと引きこまれていく。興味が湧いてくるのだった。
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「みんなー、おひさしえびー。バーチャル世界の住人になってみましたー♪　エビ子って呼んでね」

　次の日曜日、夕方──

　海老をモチーフにしたエビ子が画面に現れる。

　今までの海え老び名な水織の配信を観みていたファンたちは、賛否両論──かと思いきや、異常なほど賞しよう讃さんのコメントばかりだった。


　　　『かわいい！　歌って』




　　『エビ子！　エビ子！』




　　　　　　『部分的に盛られている』



「はいはいはい、かわいい？　ありがとー♪　盛ってないからねー。そして、あたしの外見が変わっただけじゃないんだなー。紹介します！　悠ゆうコちゃーん」

　悠斗のアバターとなる悠コが表示された。

　ただし、仕事道具とワンセット。

　中の人──悠斗は絶賛作業中で、キャラクターもペンを握っていた。

　アニメ化の発表を控えた微妙な時期なので、イラストレーターのユウトであることは明かさない方針だ。

　第一声は、とんでもなく緊きん張ちようする。

「……ども」

「悠コちゃんは、エビ子の親友で相棒です。だよねー？」

「あ、うん……そういう設定だね」

「はーい、設定とか言わなーい」

「本当に大丈夫かな？」

　悠ゆう斗とは自分のＰＣに向かっており、今もイラスト作業中だ。

　配信関係は水み織おりが持ちこんだノートＰＣで処理している。ヘッドホンで聞いているから、音声が変換されているのは間違いないが……

　反応は？

　作業中のウィンドウを切り替え、配信の画面へ。恐る恐るコメントを見てみる。


　　　『かわいい！』




　　『誰さん!?』




　　　　『まさかの相棒』



　驚いたことに好評だった。

　エビ子が言う。

「悠ゆうコちゃんの中の人は、プロのイラストレーターでねー。今も仕事中なんで、こんな感じになってます」


　　　『プロキター！！！！』



　盛り上がるなかに、とあるコメントが流れる。


　　　『バ美び肉にくじゃね？』



　悠斗は緊きん張ちようのあまり手どころか、心臓まで止まるかと思った。

　水織が笑う。

「そだよー。配信の紹介にも書いてあるでしょー？」


　　　　『書いてあったー!?』




　　『バ美肉注意って、こういう意味かよー!?』




　　　　　　『まさかの男』



　懸け念ねんはしていた。

　水織はネット上でアイドルのような振る舞いをしている。いくら、バーチャルなアバターで登場するとはいえ、男性が近くにいるのは嫌がられるのではなかろうか？


　　　『でも　かわええな』



　──男だぞ？

　気にしないのだろうか？

「悠コちゃんの中の人は、バ美肉おじさんなんだよねー」


　　　　『カレシ？』



「ブブー。そういうんじゃないかなー。告白されたら、考えてもいいんだけどー？」

「冗談じゃない」

　思わず素で返してしまった。

「悠ゆうコちゃん、ひどーい♪　エビ子は悠コちゃんのこと好きだよ？」

「いやいや……同性の相方って設定じゃなかった？」

「だから、設定って言わなーい」

「あ、うん」

「んじゃー、モーターのコイルが温まってきたところで１曲、いってみましょうか！　エビ子と悠コのデビュー、みんなで祝ってほしいなー」

　悠コの存在など一瞬で吹き飛ぶ勢いで、コメント欄らんが沸きあがる。

　水み織おりは作業配信をしていると言っていたが、視聴者からは歌を期待しているコメントが散見された。

　演奏が始まる。

　水織が歌いだした。

　悠ゆう斗とは息を呑のむ。

　──上う手まいなんてもんじゃない!?

　歌声を聞いて鳥肌が立つなんて、初めての経験だった。

　その歌唱力がプロ並であることは、音楽について素人の悠斗にも理解できる。

　もちろん、プロの歌声はアニメやＣＤで何度も聞いていた。しかし、小さいスピーカーか安物のイヤホンでだ。

　生声というのが、ここまで強烈なものだったとは……

　アップテンポの歌が響き、悠斗は感情が高揚するのを感じた。

　香辛料の匂いが食欲を高めたり、温かい飲み物が気持ちを落ちつけたりするように──素晴らしい音楽は、人の心持ちを変える。

　わかってはいたが、その度合いがこうも強烈だとは知らなかった。

　愕がく然ぜんとしているうちに、１曲が終わっていた。

　水織がマイクに向かってではなく、悠斗のほうを見て言う。

「どうだったー？」

「…………すごかった」

「やっり！」

「あ、でも……」

「なに？　なにか不満でもー？」

「ご近所から苦情が来ないか、ちょっと心配かな」

「やばー!?」

　幸いなことに、それは杞き憂ゆうだった。

　水織とコメントに踊らされ、悠斗はいろいろ口走ってしまった気もするが、よく覚えていない。Ｖチューバーデビューは無事に幕を閉じるのだった。無事──そのはずだ。





　　　　†






　炭酸水で乾杯する。

「んぱーい!!　ふぁぁー、たーのしかったー!!」

　水み織おりが大きな声をあげた。

　悠ゆう斗とは吐と息いきをつく。

「お疲れさま」

「大丈夫でした？　最後のほう、絵を描く手が止まってましたけどー」

「さすがに、あんなにコメントが来てたら、描きながらじゃ読めないよ……まぁ、30分くらいなら息抜きだから」

　手を休めることも必要だ。腱けん鞘しよう炎えんはイラストレーターの職業病だった。

「ユウトせんせ、またやりましょうね！」

「あ、うん……まぁ、たまにね」

「今度は、一緒に歌いましょ」

「それだけは絶対に無理」

「あははは！」

　これで終わっていれば、それなりに楽しい時間で済んだのだが──

　チャイムが鳴った。

　誰か来た？　誰が？　どうしよう？　悠斗と水織が顔を見合わせているうちに、状況は進む。




　ガチャリ、とドアが開かれた。




　夕焼けに染まる真っ赤なビル群を背に、部屋に入ってくる。

　買い物袋を持った少女。

　乃のノの香かだった。

「おひさしぶりです、ユウト先せ…………」

　笑顔が凍りつく。

　空気まで凍った気がした。

　悠斗からは、乃ノ香のほうを向いた水織の後ろ頭しか見えない。その表情は窺うかがい知れなかった。
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　金の流れというのは、複雑なものだ。

　頭の良い人間が、これでもかと知恵を絞って、普通の人間では理解できないように仕組みを作ったのではないか。そんなふうに思えてくる。

　それでも、簡潔に表現するのなら。

　──会社というのは、金を借りないと回らないようになっている。

　１００万円を稼ぐには、おおむね１０００万円の元手が必要で、それで１２００万円ほど売り上げなくてはならない。

　儲もうけの半分近くは、税金で持っていかれる。

　そして、売り上げが得られるまでには、数ヵ月ほど時間がかかるのが一般的だ。

　いずれ１２００万円が入るとしても、一時的に１０００万円の出費がある。さらには、売り上げが入るよりも先に、次の１０００万円が必要になることも……

　こうして会社は融ゆう資しを受ける──借金をする。

　毎回１２００万円を稼げれば順調だ。

　しかし、世界中の全ての会社が問題なく稼げるわけもない。今、この瞬間にも、どこかで誰かが破は綻たんしているのだった。




　４月７日（土）の夜。

　ＪＲ秋あき葉は原ばら駅から、徒歩15分──

　岩いわ本もと町ちようにあるマンションの一室だった。

　ＰＣデスクが並んだオフィス……というには、少々雑然とした部屋に、錦にしきはいる。

　壁にはエロゲーの色いろ褪あせたポスターが貼られており、メタルラックにはオナホや抱き枕が飾ってあった。

　そして、エロゲーのパッケージ。

　全て、この会社の商品だった。

　その一角──

　錦よりも倍くらい体重のありそうな壮そう年ねんの男が、くたびれたソファーに腰掛け、頭を抱えていた。

　頭にバンダナを巻いており、渾あだ名なはバンダナ。

　チーフプログラマーで、錦の次に所属年数が長い同どう僚りようだった。

　疲れ切った声で言う。

「先月……《東京チェリーズ》が潰れたじゃないすか」

　エロゲー業界では有名な店シヨツプだった。

　好調な頃には、都内に複数の店舗を構えるほど盛況だったが、とうとう最後の本店が、惜しまれつつ営業を終了した。

　錦はうなずく。

「まぁ、時代だよな」

「はい……時代ですよ。アダルトコンテンツの主戦場はネットに移ってます。それなのに、社長はパッケージに拘こだわって、どんどん豪華なオマケをつけて……」

「ゲームよりオマケのほうにコストかかってたもんなぁ」

「まぁ、でも、なんとか黒字だったんですよ」

「だよな？」

　新作もエロゲー不況のなか、ぎりぎりではあるが黒字になる見込みだったはず。

　ぐっ……とバンダナが歯は噛がみした。

「社長、金を貸してたんです」

「は？」

「正確には、売り上げの支払いを待ってあげてたらしいんですよ」

「ま、待て待て……そんな余裕、ウチの会社には……」

「ありませんよ！　でも〝困ったときはお互い様〟が、あの人の口癖だったじゃないですか」

「まぁ……人情家だよな」

　仕事がなくて食えないクリエイターを優先的に使ってあげたり。

　価格競争から脱落した印刷所をいつまでも使ってあげたり。

　バンダナが頭を左右に振った。

「そんなことやってたら、ウチが潰れるって何度も言ったのに！」

「もしかして、今の話の流れからすると……その支払いを待ってやってた相手って……」

「《東京チェリーズ》ですよ！　新作のだけじゃなく、前作のぶんも！」

「マ、マジかよ……」

「会計上は売うり掛かけ金きんですけど、相手が飛んだら、回収は絶望的です。あそこは経営が危ないって、もう何年も前から言われてたのに……クソォ」

　潰れる潰れると言われながら、なかなか潰れなかった理由が、まさか自分のところの会社のおかげもあったとは。

「店員の愛あい想そがいいわけだよなぁ……」

「ウチの社長、弁護士に相談したらしいんですけど……」

「なんて？」

「倒産は確実だから、１日でも早くしたほうが、従業員の給与支払いが安くなる──って言われたそうで」

「ひぇ」

「社長、ショックで寝こんじゃったって」

「そいつは聞いた」

　錦にしきに電話してきたときは、もう担ぎ込まれた病院からだった。幸い命に別状はないらしいが。

　状況が悲ひ惨さんすぎる。

　バンダナが深いため息をついた。

「……俺は、田舎に帰るつもりっす」

「そうなのか？　プログラマーなら再就職先は、けっこうあるだろ」

「今のゲームプログラマーは３Ｄがわからないとクソザコ扱いなんすよ……ずっと吉●吉●のスクリプトばっか書いてきたから、今からユ●ティやらア●リアルやら、学ぶ気になんないっていうか……」

「そっか」

「英語、できないし」

「だよなぁ」

「スクリプターとして月12万円で使われるのは、イヤじゃないすか」

「まぁ、そんな歳としじゃねえよな。お互いに」

「オヤジが腰を悪くして、オフクロとジーチャンだけで畑やってるもんで……帰って手伝おうかなって」

「何度かもらったなぁ、リンゴ」

「また送りますよ」

「そんときは買わせてもらうわ。俺らの間くらい、貸し借りナシでやろうぜ」

「…………そっすね」

　バンダナがスマホを取り出して、時間を確認した。

　ソファーから立ちあがる。

「じゃ、行きます！　ミワコちゃん、待ってるし」

　錦にしきはタバコに伸ばしていた手を止めた。

「んん？　ミワコちゃんって……事務のミワコちゃん？　どういうこと？」

　えへへ、とバンダナが頬ほおを染める。

「田舎でリンゴ作らね？って誘ったら……来てくれるって」

「はぁぁぁ!?」

「ミワコちゃん、４畳半のアパート暮らしに嫌気が差してたみたいで。俺の実家は１００坪つぼあるよって言ったら」

「ほとんど納な屋やだろうが！」

「結婚式は９月の予定なんすよ」

「訊きいてねえよ！」

「あ、２人で作ったリンゴ、送りますね」

「てめえ、この、てめえ！」

　錦の投げつけたオナホを、バンダナがキャッチする。

　泣いているような笑顔を浮かべて、そいつはオナホを握りしめたまま、会社から出て行った。
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　錦はソファーに深く座り直す。

　改めてタバコに火をつけた。

　来月から無職か。

「……禁煙するかなぁ」

　ポケットの中でスマホが音を立てた。

　無視しようかとも思ったが、極めて微妙な時期だ。そうもいくまい。

　ため息まじりに受話する。

「はぁ」

　自分でも驚くくらい不機嫌そうな声が出た。

　相手が申し訳なさそうに言う。

『あ、二に色しき先生、お休み中でしたか……掛け直したほうが』

「おおう、ナガチーか！　悪かった。ちょっとばかりバッドニュースを聞いたところだったもんでよ」

　担当編集の永なが井い敬けい吾ごだった。

『何かありましたか？』

「あー……ちっと長くなりそうだから、また今度。来週にでも呑のみに行こうぜ」

『いいですねー、行きましょう！　実は、お願いがありまして』

「なんだ？」

『ウチのレーベル、今年は大賞が出たんです』

「そりゃ、めでたいな」

　毎年、新人賞は開催されているが、一番上である大賞は、相応ふさわしいと認められる作品がなければ《該がい当とう作品なし》となる。

『お忙しいとは思うんですが……12月刊行のスケジュールで、挿絵を引き受けていただけないかと』

「はあ？　いやいや……タチの悪い冗談はやめようぜ。大賞作品ったら、アニメ化したことがあるような人気イラストレーターをつけて絶対に売りに行く弾たまだろ？」

　大賞作品は宣伝にかける金額も大きい。

　そのレーベルが依頼できるうちで、最も有力なイラストレーターを当てるのが当然だった。

　永井が熱っぽい口調で言う。

『大賞作の先生が、二色先生のファンだそうで、是非との指名なんですよ。作品的にも、お色気要素が強くて、編集長からも〝二色先生なら間違いないのである〟と！』

「……大賞に、そんなの受賞させたのか」

『お色気だろうと一番面おも白しろい作品が大賞ですよ。気取っていられるほど景気がよくないのは確かです』

「マジなのかよ……」

『二色先生に引き受けていただけないと、私は作者さんにガッカリされて、編集長に怒られます』

「…………」

　ぽろり、とタバコの先から、まだ熱を持った灰が落ちた。

　ソファーの座面へ。

　錦にしきは慌てて叩たたいて消した。

「や、やべ！　穴が！　…………って、もう、いいんだよな」

　廃業なら、くたびれたソファーなんて処分だ。

　じっと焦げた穴を見つめた。

　錦はつぶやく。




「……死んだ気になって、もう１回だけ勝負してみるか」
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　月曜──

　佐さ伯えき愛あ澄すみは六ろつ本ぽん木ぎヒルズのカフェにいた。

　木製の机を挟んだ向かい側には、アルティメット文庫の女性編集者──雑ぞう本もと逸いつ巳みが座っている。

　トレーナー姿のせいでカフェの雰囲気から浮いているが、ベテラン編集者なのだとか。

　その隣に、女性作家の赤あか羽ばね雛ひな奈な。

　雛奈は21歳だそうで、愛澄より５歳ほど若い。フランス人形みたいなフリルいっぱいでピンク色のワンピースを着ているせいか、もっと年下に見えた。胸元に大きなリボンが結ばれている。

　髪型も特とく徴ちよう的で、アニメみたいな房の大きなツインテールだった。

　そして、甲高い声で言う。

「ナストキュウリ先生、すっごくステキです！　お洋服も、とっても似合ってて」

　今日の愛澄は、ビジネスカジュアルの紺ジャケットに、ワイドシルエットな生き成なりのデニムという格好だった。

「ありがとうございます。赤羽先生も」

「ホントですかー!?」

「ええ、とっても」

「嬉うれしいー。あ、雛奈のことは雛奈って呼んでください」

「……わかりました。雛奈先生」

「えへ、えへへ」

「私のことも、ナスでかまいませんので」

　というか、六ろつ本ぽん木ぎヒルズのカフェで〝ナストキュウリ先生〟と呼ばれるのは、かなり気まずい。

「わかりました……ナス先生」

　雛ひな奈なが照れたように頬ほおを染めた。

　雑ぞう本もとが上から下まで眺める。

「すごいよね、雛奈さん。イベントに出る声優さんかと思っちゃった。気合い入れて来たねー」

「え？　普段からこの格好なんですけど……」

「この髪、乾かすのに何時間かかるの？」

「……２時間」

　どんどん暗い表情になっていく雛奈に、愛あ澄すみのほうが焦ってしまう。

「あ、あの……私の母が言っていました──身だしなみに気を遣うのは、それだけ一緒にいる相手を思いやっている証あかし、素晴らしいことですよ、と」

「わあ、ステキなお言葉です！　メモしとこ」

　雛奈が手品のような手際でスマホを取り出し、機械みたいな速さで指を動かした。

　ハッ！と照れ笑いをこぼす。

「すみません。雛奈、メモ魔なんです」

　ああ、この方は小説家なのだな──と愛澄は思った。

　容姿は個性的だが、性格は真面目なのだろう。

　愛澄は改めて言っておく。

「私、ゲームやそのノベライズにイラストを描いた経験はあるんですが、こうしてオリジナルのライトノベルに挿絵をつけるのは初めてなんです。至らぬところもあるかと思いますが……」

　文庫本も出しているので、ラノベ挿絵の経験者だと思われがちだが、実はノベライズ用に描いたのはカバーだけ。中の絵はゲームＣＧの流用だった。

「至らぬなんて、とんでもありません！」

　雛奈が急に大声を出したので、ちょっと驚いた。

「そ、そうですか？」

「キャラクターデザイン、本当にありがとうございました！　雛奈、ものっすごく嬉うれしくって！　もう、どうしてこんなに雛奈の性癖のド真ン中に突き刺さるのかって、涙が出てきちゃうくらい感動しまして、印刷して部屋中に貼っちゃったりして、お守りにしてバッグにも入れてるんです」

「そ、それは……でも気に入ってもらえたようで、よかったです。これからカバーイラストを描くのですが」

「はい！」

　ようやく本題に移った。

　と思ったら、雑ぞう本もとが片手を挙げる。

「あ、注文いいですかー？　ワタシャ、この名前の長いお茶でー」

　ウエイトレスが来たので、愛あ澄すみもメニューに視線を落とした。

「カモミールをいただけますか？　雛ひな奈な先生は？」

「えっと、えっと……じゃあ、雛奈はマシュマロクリームココアで！」

　注文を復唱し、店員が離れた。

　話題を戻す前に、雛奈が質問してくる。

「あ、あの……ナス先生に、ずっと訊ききたかったんですけど」

「なんでしょうか？」

「ナス先生は、どこを気に入ってくださったんですか？　雛奈の小説の」

　よくよく考えてイラストを引き受けたのだが、どこから説明したものか。まず語るべきはキャラクター？　ストーリー？　文章？

　雑本が水を一気に飲み干してから。

「ナスさんは、女の先生とじゃないとやりたくないって話だったんだよねー」

「えっ!?」

　雛奈が驚いて目を丸くする。そして、複雑そうな表情をした。

　作品が気に入ったわけではなく、女性作家だから？　──そんな不安そうな顔だ。

　愛澄は首を横に振る。

「いえ！　性別だけが理由ではないですよ!?」

　なかなか困った人かも──と雑本を見た。今まで何人もと仕事をしてきたので、こういうタイプが初めてではない。

　悪意はないのだろうけれど……

　愛澄と雛奈の関係がこじれたら、困るのは雑本のはず。

　──たしかに、編集者と作家が女性であることは、ラノベの仕事を受けるうえで条件に挙げたことではあった。

　愛澄とて同じ失敗は繰り返したくない。

　男性と仕事をしたら、また面倒が起きるかもしれなかった。

　作家が、異性のイラストレーターに惚ほれてしまうのは、ときどき起きること──と聞いたこともある。

　実例も知っていた。《猫ソナ》の著者である小お倉ぐらマリィは、そのイラストレーターのユウトに、おそらく惚れている……と思われた。

　愛澄は言葉を付け加える。

「雛ひな奈な先生の作品が素晴らしいことが前提です。そうでなければ、お受けしていません」

「本当ですか？」

　正直、最初にタイトルを見たときには、依頼を断ろうかと思ったが……

　意外にも面おも白しろかったのだ。

「雛奈先生の《ブラック企業勤めのＯＬが過労死したら公こう爵しやく令れい嬢じようでしたが》は、主人公の女性が良いと思ったんです」

「リンリンが」

「困難に怯ひるむことなく、いつも前向きで、次々と解決していくのが爽快です。両親も何があっても温かく、家族愛が裏のテーマだと感じました」

「はい！　はい！　そうなんです！」

　雛奈が瞳を輝かせた。

「求婚してくる王子と吟ぎん遊ゆう詩し人じんと村人も個性的で……まさか村人が勇者だなんて」

　ナスの言葉に、うんうんと雑ぞう本もとがうなずく。

「ワタシャ、ラノベはわからないから、ネットのランキング上位に声をかけただけなんだけどね」

　困った人だった。

　雛奈が微妙そうな表情を浮かべる。

「ん……でも、雑本さん、１巻が出る前なのにコミカライズまで決めてくれましたから」

　愛あ澄すみは転がった話題に乗った。

「もうマンガ家さんは決まったんですか？」

「コミックの編集さんから、もう候補はいただきました。どなたにするか、ナス先生にも相談しようと思ってて」

　あー、と雑本が額をペチンと叩たたいた。

「候補の人らの絵を印刷してくるの忘れてたー」

「え……」

「スマホでいい？　メール、見れるから」

「ううぅー」

　雛奈が涙ぐむ。

　愛澄は少し考えて。

「あの、そのメールを私に転送していただけますか？　こちらのタブレットＰＣで見られますので」

「あそお？　んじゃあ、はい……今、送ってますー」

　愛澄は４月に再就職したので、もうユウトの部屋を使わせてもらってはいない。

　しかし、仕事道具一式を持ち歩くのが癖になっていた。大型モバイルバッテリーもジムのダンベルよりは軽い。

　カフェのWi-Fiに接続して、メールを受信する。

　ウエイトレスが運んできたカモミールティーのカップを片手に、タブレットＰＣで開いた画像へ視線を落とした。

「ん…………」

　どの候補者も、愛あ澄すみの基準からすると画力的に物足りない。

　しかし、マンガ家に必要なのはマンガ力だ──と言っていたのは、神かみ絵えだったか。二に色しきからの受け売りらしいが。

　サンプルのネームを見つめる。

　難しい。

　愛澄はマンガを描いたことがないので、判断がつかなかった。同人でマンガを描いている神絵たちなら的確な意見が言えるかもしれないが。

「……どうでしょうか？　雛ひな奈な先生は、このなかだと、どなたがいいと思われますか？」

　反応がなかった。

　おや？と愛澄は顔をあげる。

　雛奈が瞳を潤うるませ、頬ほおを染めて、こちらを見つめていた。

「……す・て・き」
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「あ、あの？」

「ハッ！　あ、えっと……どうでしょうか、お姉様……じゃなかった、ナス先生？」

　お姉様？

「えっと……３番か４番の方がよろしいかと思うのですが」

「はい、雛ひな奈なもそう思います」

　雑ぞう本もとの意見も聞いておこうか──と視線を向けると。

　スマホを叩たたいていた。

「ん？　ああ、ごめちごめち。別件のメールが来ててさー。ちゃんと聞いてるから、進めててー」

「は、はい」

　スマホを横持ちで、メール？

　雛奈は変わらず、心ここにあらずな顔で、うっとりと見つめてきている。

　愛あ澄すみはタブレットＰＣを操作し、用意してきたカバーイラストの候補ラフを表示した。

　そっとため息をつく。




　──思ってたより、大変ですね、ラノベの挿絵って。
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　日曜の夕方──

　悠ゆう斗との部屋の玄関で、乃のノの香かが立ち尽くす。

「どうして……？」

　明らかに動揺している様子だった。

　本来、ここにいるはずのない少女──海え老び名な水み織おりに驚いたのだろう。

　悠斗の心情的に、バ美び肉にくのことは伏せておきたいが、それは無理そうだ。せめて、自分の性癖ではない、と言っておきたいが……

　強制されたわけではない。

　全てを水織に押しつけるなんて、卑ひ怯きようではないか。そんな無様な真ま似ねはしたくなかった。悠斗は意を決して口を開く。

「えっと……先週の日曜の話なんだけど」

　説明しようとしたら、水織が割りこんできた。

「あれれ？　乃ノ香こそ、どうしてユウトせんせーの家に来たのかしらー？」

「うっ」

「ふふ……家事をやってるんだって？」

「あ……」

「お付き合い、してるの？」

「し、してませんので!?」

「あはは！　本当にそうなんだー。カノジョでもないのに家事をやるなんて、乃ノ香っておもしろーい」

　さすがに、黙ってはいられなかった。

「乃ノ香ちゃんは、生活能力のない僕を心配して、親切で手伝ってくれてるんだよ。笑われるなら僕のほうだ」

　たたた！とベッドの下から飛び出してきたのは──

　猫のワコムだった。

　ふにゃぁぁぁぁぁぁん！

「あ！　ワコムちゃん！」

　甲高い鳴き声をあげつつ、乃ノ香の胸へと飛びこむ。動物映画のラストシーンのような感動的な光景だった。

　猫に愛あい想そを尽かされるのは仕方ない。最近、悠ゆう斗とは生活が不規則になり、自分のも猫のも食事を忘れがちになっていた。

　水み織おりは初日から警戒され、隠れていないワコムを見るのは初めてだ。憮ぶ然ぜんとして言う。

「なんかー、すっごい負けた気分なんですけどー？」

「……今日は、ちゃんとゴハンをあげたんだけどなぁ」

　水も替えたし、トイレも掃除した。

　乃のノの香かが猫を撫なでる。

「あの……ちょっと痩やせちゃってるみたいなんですけど……」

「えっ、ワコムが!?」

「ユウト先生が、です」

　痩せたという自覚はなかった。少しズボンが緩ゆるくなったとは思ったが。

　乃ノ香が部屋を見渡す。仕事机の周りに転がっているコンビニ袋と栄養ドリンクの空あき瓶びんに表情を曇らせた。

　そして、機材が並ぶコタツに目を留める。真顔になった。

「……水織さん？　ユウト先生の部屋で、何をしていたんですか？　わたし……先生はとても忙しい時期だって言ったと思うんですけど」

「え？　ああ、そうねー……でも迷惑はかけてないわよ？　でしょ!?」

「うーん……」

　悠斗は腕組みして、首をかしげる。

　水織が珍しく狼狽うろたえた。

「ちょっとー!?　乃ノ香が見たこともないくらい恐こわい顔してるから、そういう冗談はやめてくれるー!?」

　冗談ではないと思う。

「ま、まぁ、息抜きの範はん疇ちゆうかな」

「何をしていたんですか？」

　改めて質問してきた。

　水織が答える。

「ユウトせんせーといっしょに、Ｖチューバーをやってみたかったのよね」

「どうして、ユウト先生と……？」

　その質問に、別の声が重なる。乃ノ香の背後から。




「……私も聞きたいわね？　どうして悠ゆうちゃんに手を出したのかしら」




　まさか、と全員が目を丸くする。

　現れたのは、なんと悠ゆう斗との姉──京きよう橋ばし彩あや華かだった。

　とても忙しい超一流のイラストレーターなので、理由もなく訪ねてくるはずがない。

「お姉ちゃん!?　なんで……」

　彼女がスマホを出す。

　その画面には、先程の水み織おりの配信が映っていた。エビ子と悠ゆうコが。

　観みていたなんて！

　彩華は仮面のような無表情を貫いているが、その瞳からは殺気すら感じられた。

「最近、ぜんぜん連絡してこない弟子が、配信で変なことを始めたと思ったら……」

「……それを見て、わざわざ？　でも、どうして僕の部屋だって？」

「悠ゆうちゃんが仕事中のキャラだったから」

「なるほど」

　イラストレーターの仕事道具は簡単に外へと持ち出せない。高級なタブレットＰＣなどが必要で、悠斗は持っていなかった。

　彩華が改めて問う。

「水織、答えなさい──どういうことなのかしら？　ここから先は、言葉を選んだほうが身の為よ」

　そういえば、悠斗も何度か尋ねたが……

　その度に、はぐらかされていた。

　なぜ水織はＶチューバーの相方として悠斗を誘ったのか？　脅したり、押しかけたり、１人だけで準備したりして。

「考えてみると……妙な話なんだよ。僕は水織さんと知り合ったばっかりだ。こだわる理由なんてないはずなのに」

「あるよ」

「もしかして、僕が覚えていないだけで、前にも会ってるかい？」

「あらら？　あたしって、会ったことを忘れちゃうような印象の薄い子ですかー？」

「……ありえない」

「うふふ……でしょー」

　乃のノの香かがスマホを取りだして、動画サイトを開いた。

「これ、です？」

　先程の配信を再生する。

　緊きん張ちよう感の漂ただよう部屋に、キンキンと響き渡る、悠コのバ美び肉にく声。

　──やめて！

　妹のように思っている少女と、実の姉のいるところで、延々と再生される女性化した自分の声だ。

　悠ゆう斗とは内心で悲鳴をあげる。羞しゆう恥ち心しんでさらに体重が減ってしまいそうだった。

　彩あや華かが咳せき払ばらいする。

「コホン……まぁ、これはこれで可愛かわいいと思うのだけれど」

「でしょー!?」

　我が意を得たり！と水み織おりが手を叩たたいた。

　しかし、彩華は容赦しない。

「それはそれ！　これはこれ！　いったい、どうして悠ゆうちゃんだったの!?」

　吼ほえた。

　くわわっ、と水織に詰め寄る。

「貴女あなたのことだから、どうせ深い考えもなしに思いつきで面おも白しろそうだからやったんでしょ!?」

「ちが……」

「ちょっと顔がいいからって、何でも許されると思ったら、大間違いよ！」

「理由なら、ちゃんとありますよ！」

　水織が、彩華に負けないくらい大声で言い返した。

　互いに引かない。

「なら、言ってみなさい！」

　噛かみつくような距離で、水織が声を震わせる。




「あたし、京きよう橋ばし彩華に憧れてるんです！　尊敬してます！　愛してると言ってもいい！」




　おおう──と悠斗は驚いたが、人が人に憧れるというのは、そういうものか。

　彩華が腕組みして応じた。

「な、なんの関係があるのよ……？」

　水織が続ける。

「その彩華さんが、ことあるごとに言うんですよ──悠ちゃんと会えた、悠ちゃんとゴハン食べた、悠ちゃんが笑ってくれた、悠ちゃんがメールくれた、悠ちゃんが、悠ちゃんが、悠ちゃんが、悠ちゃん、悠ちゃん、悠ちゃん、悠ちゃん、悠ちゃん悠ちゃん悠ちゃん悠ちゃん悠ちゃん悠悠悠悠ッ！」

　ちょっと恐こわい。

　彩華が肩をすくめた。

「普通でしょ」

　絶対に普通ではないと思う。

　水織が手を払った。

「憧れの女ひ性とが！　毎日のように褒めちぎる男ヤツのことを！　気にならないわけ、ないじゃないですか!?」

「……ッ!?」

　まったく想像していなかったらしく、彩あや華かが雷に打たれたようにビクッと震えた。

　水み織おりが頬ほおを染める。

「くっ……言わないつもりだったのに……」

「それで、僕を選んだのかい？」

　悠ゆう斗との問いに、彼女は小さくうなずいた。

「Ｖチューバーをやると決めたとき、一番わくわくできるのは──気になってる男の人のバ美び肉にくキャラを相方にすることだなーって思って。なにそれオモシロ、ってね」

「……そうか」

　水織の真意が推測できなかったのは、当然だ。

　本心を打ち明けられてすら、まるで理解ができなかった。

　──でも、こういう人、この業界には多いんだよなぁ。

　イラストレーターだけでなく作家や編集者にも、損得ではなく〝面おも白しろそう〟という動機で行動する人がけっこういる。

　ふと悠斗は乃のノの香かを見る。

「ああー……」

「？」

　ずっと黙って話を聞いていた乃ノ香が、小さく首を傾けた。

　そういう意味では──

　ファンというだけで足あし繁しげく悠斗の部屋に来て、お世話をしてくれている彼女は、常識外にアクティブな子だ。

「……実は、けっこう業界に向いてるのかも」

「ん？　ん？」

　悠斗のつぶやきに、さらに首をかしげる乃ノ香だった。

　彩華が珍しく狼ろう狽ばいしている。

「……私のせい？」

　水織が薄い色の唇に、細い指先を当てた。

「半分は、そうです。もしも、ユウトせんせーがつまんない男だったら〝なんだー、たんなる姉バカか〟って思って、何もしなかったんですけどねー」

　軽んじられるよりは褒められたほうが嬉うれしい……と断言はできない。

　悠斗は、なんとも複雑な気分だった。

　ふん、と彩華が胸を張る。

「悠ゆうちゃんが、つまらない男なわけがないでしょう。優しいし、顔もいいし、絵も上手なんだから」

「彩あや華かさん、そういうとこですよー？」

「ああー!?」

　頭を抱えていた。

　悠ゆう斗との話になると、条件反射的にやってしまうらしい。

　唐突に、水み織おりが彩華へと近づいた。身体からだが触れあうほど──しなだれかかる。耳元で、ささやいた。

「……彩華さん」

「な、なに？」

「……師匠が恋人になってくれるなら、ユウトせんせーのことは忘れますよ？」

「無理よ。私には、悠ちゃんがいるもの」

　あまりに確信めいた口調で言うものだから──乃のノの香かが不安げな顔で、こちらを見た。

　いやいやいや……と首を横に振る。

「僕とお姉ちゃんは、断じてそういう関係じゃないからね？　誰を選ぼうとも意志を尊重するよ──たとえ女性同士だろうとも僕は差別しない」

　むしろ、素晴らしいと思う。
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　はっきりと愛情を言葉にできる彼女のことが、実は少し羨ましく、尊敬の念すら感じる悠ゆう斗とだった。

　水み織おりが笑みを浮かべる。

「弟さんの許可がもらえたということで……いいです、よね？」

　唇を近づける。

　その口元を、べちり、と彩あや華かが手で塞ふさいだ。

「やめなさい」

「……んれろん」

「ひゃっ!?」

　彩華が悲鳴をあげるところなど、初めて見たかもしれない。

　どうやら、口元を塞ごうとした手の指を──水織が舐なめたらしかった。

　指をぬぐって、たじろぐ。

「な、なにするのよ!?」

「愛情表現？」

「……貴女あなたのは、たんなる発情よ！」

「同じじゃないですか」

「ハッ！　お子様ねえ。愛とは、もっと重くて深くて煌きらめいて、罪深いものなのよ」

「罪深いのは、師匠の場合だけじゃないですかねー？」

「うるさいわね」

　はぁー、と水織が吐と息いきをついた。

　両手を広げる。

「振られちゃった！　まぁ、いっかー。あたしはイラストレーターとしての京きよう橋ばし彩華に憧れてて、認められたくて、いつか超えたいっていう想おもいのほうが大きいし」

　彩華のことは好き。

　イラストレーターとしての憧れは別。

　自分の心のまま振る舞っている彼女は、まるで空を飛ぶ鳥のようだった。





　　　　†






　彩華が苛いら立だたしげに床を指差す。

「水織……それと、乃のノの香かも、ここに座りなさい」

「はーい♪」

「はい」

　言われたとおりに、まず乃ノ香が正座した。

　水み織おりのほうは足を横に伸ばして座る。なかなかの態度だったが、細かいことは咎とがめずに彩あや華かが言う。

「最近、イラストに集中できないようね？　飽きたのなら、無理に教えたりはしないのだけれど」

「飽きてません！」

　乃のノの香かが即答した。

　水織がうなずく。

「うん、やる気いっぱいですよ。あ、エビ子と悠ゆうコは見てくれたんですよね。可愛かわいく描けてました？」

「そうね……でも、悠コは悠ゆうちゃんのキャラじゃないかしら？」

「うわっ!?　わかるもんですねー」

　少し直しただけなのに、悠ゆう斗とが関わったことに気付くとは。やはり、京きよう橋ばし彩華は流石さすがだった。

　その彼女に悠斗は睨にらまれる。

「悠ちゃん、忙しいんじゃなかったのかしら？」

「……僕だって息抜きくらいはするよ」

　少なくとも、脅されたから協力したわけではない。

　他人に理解されないことに全力を尽くそうという水織に──少しだけ共感したからだった。

　彩華が、乃ノ香のほうへ目を向ける。

「先日のイベントは、得るものがあったでしょう？」

「はい！」

「やっぱり、お客さんに絵を見せるのが、成長の近道ね」

「とても緊きん張ちようしたけど、買ってもらえたときには、すごく嬉うれしかったので……」

「また参加するといいわ」

「え？」

「強制はしないけれど……これが、私の指導よ」

　乃ノ香が背筋を伸ばす。

「わかりました！」

「今からだと、ＧＷのイベントがいいかしら」

　悠斗は思案する。

　あと３週間くらいか。コピー誌かオンデマンド印刷なら、ギリギリで間に合うとは思うが。

「……でも、もうイベントの申し込みは締め切られてるんじゃないかな？」

「どうせ、水み織おりがスペースを取ってるでしょ」

「またですかー？」

　水織が顔をしかめた。

　乃のノの香かが申し訳なさそうに頭を下げる。

「す、すみません。よろしくお願いします」

「師匠～、贔ひい屓きじゃないですか？　乃ノ香は気合が入るかもしれないけど、あたしは？　あたしのほうが姉弟子ですよ。先住猫ほど大切にすべきじゃなかったんですか？」

　彩あや華かが表情を変えぬままに言う。

「今回は合同誌になさいな」

「はぁぁぁ!?」

「ええっ!?」

　水織だけでなく、乃ノ香までが腰を浮かせた。

　そんな反応は予想の内だったのか、どこか楽しげな口調で続ける。

「２人とも表紙を描いてきなさい。出来のいいほうのイラストを表紙にします。これで、気合は入ったかしら？」

　あはは……と水織が笑う。

「まっさか！　あたしが負けることなんてありえないんですけどー」

「判定は、次の金曜にするわ。あと５日間よ……何枚も描き直してる時間はないわ。実力が発はつ揮きできるといいわね、水織？」

「うっ!?」

　彼女は天才だが、まだまだ経験不足だ。常に一定水準を超えるような安定感に欠けている。

　乃ノ香は勝負に尻込みするかと思いきや、意外と落ちついていた。

「勝てるなんて思っていませんけれど、描いてみます」

　彩華が睨にらむ。

「ダメよ」

「そうだよ！　やるからには、勝つ気でやらないと！　人生は常に真剣勝負でしょ」

　競争相手の水織にまで言われて、乃ノ香がたじろいだ。

「は、はい、がんばります！」

　そういうことで話がまとまってくれれば、悠ゆう斗とは平穏だったのだが……

　最後に彩華が言う。

「それじゃあ、判定は任せるわね、悠ゆうちゃん」

「……は？」

「息抜きくらいはするのでしょう？　しばらく、私は抜けられない仕事が入ってるから」

「いやいや……２人の先生役は、お姉ちゃんじゃ……!?」

「…………」

　怒りの雰囲気だけが伝わってくる。

　言われなくてもわかる。

　水み織おりと配信をやったことを実はものすごく怒っているのだ。彩あや華かと一緒に配信をやったこともないのに、と。悠ゆう斗とが他の者を優先したように感じると、彼女は不機嫌になるのだった。

　仕方がない。

「……わかったよ」

　抜けられない仕事があるというのなら、協力しよう。

　週明けまで時間を取ると、水織が緊きん張ちよう感を持つ理由がなくなってしまうし。

　彩華がうなずいた。

「頼むわね」

　そういえば、と悠斗は尋ねる。

「乃のノの香かちゃん、彩さい色しよくの道具はある？　お古の液タブでよければ、持っていくかい？」

「えっと……この５日間で使いこなすのは無理だと思うので、今回は色鉛筆にします。それなら慣れてますので」

　乃ノ香は自作派のコスプレイヤーだ。

　布を買ったり切ったりする前に、スケッチを描いて完成イメージを固める。色鉛筆での彩色なら手慣れているらしかった。

　水織が肩をすくめる。

「今どき、同人誌の表紙が色鉛筆って……」

「でも、がんばります！」

「悪いけど……手加減はしないから」

　真まっ直すぐな乃ノ香の姿勢に、なんだかんだ言っても、いい刺激を受けた様子だった。

　そうだ！　と唐突に水織が手を叩たたく。

「ユウトせんせ、もっともっと気合が入るルールを思いつきましたよー!?」

「なんだい？」

「副賞に、ユウトせんせーのキスってどう!?」

「いやいやいやいやいや……」

　わけがわからないよ。

「キスですか!?」

　乃ノ香が目を丸くした。

　どうせ姉が止めるだろう、と思ったら──

　彩あや華かが真剣な表情で液晶タブレットを革かわ鞄かばんから出して、もう作業に入ろうとする。

「その勝負、受けるわ」

　──弟のキスを目的に、弟子たちの勝負に乱入しないでほしい。

　悠ゆう斗とは呆あきれて言う。

「ダメに決まってるでしょ」

「ちぇー」

　水み織おりが唇を尖とがらせた。

　小さな舌打ちをしつつ彩華がタブレットＰＣを片付ける。

　乃のノの香かが安あん堵どの吐と息いきをついた。

「びっくりしましたぁ」

　その頬ほおが、赤く染まって見えるのは──

　窓の外からの西日のせいだろうか？　などと思ってしまう悠斗だった。
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　イラストレーターの白しろ砂すなは、短大に通っている。

　今日の授業は終わり。

　教壇に置かれた箱へ記名した出席票を提出し、講堂を出る。

　この春に短大２年生になったが、授業内容に目立った変化はなかった。

　今の自分はプロのイラストレーターとしての成功を目標としている。果たして、授業を受ける意味があるのかどうか……

　しかし、両親から〝始めたからには全うしなさい〟と教えられているため、しっかり卒業するつもりだった。せっかく１浪してまで都内の学校に進学したのだし。

　スマホを確認し、白砂はうめく。

「うっ……まだ来てない」

　横から、親友──ＰＮペンネームルオンノタルが手元を覗のぞきこんできた。

「なにかあったんですか？」

「原稿が来るはずだったんだけどねー。来てないんだよねー。ヤババってカンジ？」

「小お倉ぐらまりぃ先生、本当にやる気あるんですか？」

「ある……と思いたいけど……なに考えてんのか、マジわかんないんだよね、あの人……そこらの小学生と区別つかないっていうか」

　容姿は金髪幼女でお伽とぎ噺ばなしに出てきそうだが、言動までお伽噺の登場人物のようだった。

　ルオンが肩をすくめる。

「はぁ～、そんな人でもラノベって書けちゃうんですね。あ、私も書いてみようかなー」

「いいじゃん☆　自分で書いて、イラストも自分で描いて、チョーイケてんよ♪」

「イケてますかね!?」

「うんうん！　頭おかしくなるくらい考えたキャラデザが没にされるとか、カラーイラストを下書きまで描いたのにシーンごとなくなるとか、小説が来なくてイラストが描けないとかなくて、イケてる♡」

「し、白砂さん、目が死んでますよ!?」

　いろいろ溜たまっていた情念が、うっかり漏れてしまった。

　ネット中心に活動していた頃に比べると、明らかにストレスが溜まっているのを感じるのだった。

　気を取り直して、白砂はスマホを叩たたく。

「ちょっと、編集さんに確認してみる」

「何をですか？」

「原稿が完成してるのに、送り忘れてる可能性があるから、あの編集」

「え？　やばくないですか、その人」

　あはは……と白しろ砂すなは乾いた笑いをこぼす。

「めちゃヤバ」

　たとえ小お倉ぐらまりぃの原稿があがっていないとしても、約束した時刻を過ぎて連絡すらないのは、社会人としてどうかと思うのだった。

　白砂たちは、短大の校舎を出る。

　駅へと向かいつつ──

　電話を掛ける。

　すぐに繋つながった。場違いなほど明るい声がスピーカーから流れてくる。

『はいはーい！』

「お世話になっております、雑ぞう本もとさん。白砂です」

『……あっ……うんうん！　今ね、電話するところだったんだ！』

　絶対に嘘うそでしょ。

「小倉先生の原稿は、いかがでしょうか？」

『来ないねー。本当に来ないねー。いつものことだけど……あ、でも今回は、連絡もつかないんだよねー』

「電話は？」

『小倉、家に電話を引いてないんだ。携帯も持ってない。メールを送ったんだけどねえ』

「ええっ!?」

　八はち丈じよう島じまを旅行したとき、マリィは当然のようにスマホを使っていた。

『とんでもないよねー』

「あ、そ、そうですね……」

　もしかして、担当編集者には電話を持っていないことにしているのか？

　白砂はＬＩＮＥの交換までしている。

　雑本が言う。

『そういや、白砂さん、小倉と仲良くしてるんでしょ？』

「あ……はい」

『ちょっと様子を見てきてくれない？　時間ない？』

「いえ、今日は学校が終わったら、帰って作業するつもりだったので、空けてあります」

　完成原稿が来ないせいで、その作業ができないわけだが……

『じゃあ、見てきてよ。ワタシャ、会議があってさ』

「えっと……でも、私……小お倉ぐら先生の住所までは知らないっていうか」

『あ、そうなんだ？』

「すみませんが」

『じゃあ、メールで送っておくねー。よろしゅー』

「ええっ!?」

　通話は切れてしまった。

　ほどなく、本当に住所が送られてくる。

　──個人情報ー!?

　しかし、考えてみると、〆切という約束を破ったのはマリィのほうだ。しかも連絡が取れない。

　どっちもどっちか。

　白しろ砂すなはスマホを睨にらみつけた。

「むー」

　隣でルオンが心配そうな顔をする。

「……大丈夫ですか、白砂さん？」

「なんか、マリィ先生と連絡がつかないらしくて……様子を見てきてくれないか、って」

「ええーっ!?　イラストレーターって、そんなこともするんですか!?」

「しないと思う」

　それどころか、一度も担当編集や作家と会わないイラストレーターもいるという話も聞いた。

　白砂はマリィにＬＩＮＥを送ってみた。

　既読つかず。

　電話してみる。

『おかけになった電話番号は電波が届かない所にあるか、電源が入っていないため……』

　──まさか、着信拒否じゃないよね？

　白砂はため息をついた。

「しゃーない！　マリィ先生のこと、心配だしね」

「行くんですか？」

「うん。ぜんぜん連絡つかないってのは、ちょっとヤバイカンジするじゃん？」

「……〆切が近くなると、白砂さんも、そうなりますけど」

「あれは、ルオンを着ちやつ拒きよしてるだけ☆」

「ひどーい!?」

「遊びの誘いをかけてくるのが悪いんだよー。んじゃ、ちょっと行ってくるじぇ」

　んもう、とルオンが頬ほおを膨らませた。

「約束、覚えてます？」

「もちろん！　今回の原稿が終わったら、ランドでしょ」

「楽しみにしてるんですよ」

「私もだよ。シナモン、好きだし」
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　電車を乗り継いで、白しろ砂すなは代だい官かん山やま駅に着いた。

　初めて降りたが、意外と普通というか……

　もっと煌きらびやかなのかと思っていたが、落ちついた住宅街という感じだった。

　少し迷いつつ、スマホの地図アプリを頼りにマンションに辿たどり着く。

「うっ……マジでここに住んでんの？」

　駅からすぐのビルで、エントランスはバスケができそうなほど広かった。都心のど真ん中で、あまりにも贅ぜい沢たくな。

　何度も確認して、インターホンを鳴らした。

　緊きん張ちようする。

　──留守？

　マリィは独り暮らしだという話だ。急病や怪け我がで部屋で倒れていたりは？　考え出すと悪い想像はどこまでも広がる。

　不安が最高潮に達したときに、コール音が止まった。

　通話中になる。

「あ、あの！　急に来ちゃってすみません、白砂です！」

『…………』

　スピーカーからは誰かの息遣いだけが感じられた。

　唐突に、エントランスの自動ドアが開く。部屋からの操作で開かれたのだろう。

　入れ──ということか。

　声が聞こえなかったことをいぶかしがりつつも、白砂はエントランスからエレベーターホールへと進んだ。

　６機もエレベーターがあり、待つことなく乗ることができた。

　部屋を訪ねる。

　たまに都内の高層マンションを見て〝最上階には、どんな人間が住んでるんだろ？〟なんて思うことがあったが……

　まさか、自分の知り合いが、その１人だったとは。

　玄関扉が開けられた。

「白しろ砂すなちゃん？」

　きょとん、とした顔をしている、マリィ。

　──無事だったぁ！

　悪い想像が払われて、白砂は深く深くため息をついた。

「よかったー」

「遊びにきたの？」

　まるで留守番しているだけの小学生みたいな顔の彼女に、カチンとくる。

　くわっ、と詰め寄った。

「そんなわけないっての！　マリィ先生、原稿はどうなってるんですか!?　今日の昼には届くって聞いてたんですけど!?　せめて連絡くらいはくださいよ！」

　彼女が驚いたように目を丸くする。

「……もう、そんな日？」

「４月16日の月曜なんだけど!?」

「おー」

　ああ、もう！と白砂は頭を抱えた。

「ってか、なんでスマホの電源を切っちゃうんですか？　マジ心配したんですけどー」

　マリィが思案顔になってから。

「……そういえば、ちょっと前から見てないかも」

「せめて１日に１回は見て」

「きっと足が生えるの。逃げ出すのよ、アレ」

「キモ!?」

　話の途中だというのに、マリィが部屋の奥へと戻っていく。

　慌てて白砂は後を追いかける。

「ちょ……マリィ先生!?」

　時計ウサギを追うアリスの気分だった。

　広い廊下に、ごちゃごちゃと物が積まれている。本だの、服だの、ビニール袋だの。

　──ああ、ちょっと乃のノの香かの気持ちがわかるかも。

　片付けてあげたい衝動に駆られる。白砂は両親から厳しく躾しつけられているため、雑然とした部屋を見ると整せい理り整せい頓とんしたくなるのだった。

　廊下の奥の部屋で、ごそごそとマリィが何かやっている。

　本の山と格闘していた。

「最後に見たのは……このへん……きっと、このへんに……いるはずよ」

「スマホに足は生えないし、勝手に逃げたりもしませんよ」

「本当？　ときどき記憶にない場所にいない？」

「やめて」

　白しろ砂すなは部屋を眺める。

　奥にベッドがあるから、ここは寝室なのだろう。

　書庫かと思うくらい本で埋まっている。壁一面に本棚があるが、そこから溢あふれている本のほうが多かった。

「……これ、ぜんぶ、読んだんですか？」

「ちょっとだけね」

「あ、そうですよねー」

「ほとんどは見ただけね。読むほど熱中できる本は多くないから」

「ん？〝見る〟と〝読む〟って違います？」

「言葉が違うのだから違うわ、白砂ちゃん。見るのも眺めるのも読むのも浸ひたるのも辿たどるのも拝おがむのも」

「は、はぁ……」

　白砂には、ちょっと何を言っているのか理解できなかった。

　マリィが床を目指して本をどけて積み上げる。その本の塔が、四よつん這ばいになっている彼女に倒れこむ。

　どさどさ、と音をたてて下敷きになった。

「うにゃー!?」

「あああ……手伝いますよ!?　本に触ったらダメとか言いませんよね!?」

　掘り出してやったら──

　えへへ、とマリィが笑う。

「あったー」

　その手にスマホを持っていた。

　ほっ、と安あん堵どする。

「充電しましょ、マリィ先生」

「うん」

　ふと白砂は眉をひそめた。

　彼女を助け出すときに、むわっと獣けもののニオイがしたからだ。

　まさか本当にスマホに足が……そんなわけがなかった。

「マリィ先生、つかぬことをお訊ききするんですが」

「なんでも訊いて。でも小説がいつ完成するかは、完成してみないとわからないのよ？」

　それじゃ困るんですよ！と思いつつも、白砂は先に気になったことを訊く。

「お風呂、入ってます……よね？」

「……お風呂？」

「ちょっ……最後に入ったの、いつ!?」

　あはは、とマリィが笑う。

「私、ベッドで寝る前は、お風呂に入るようにしてるわ」

「そうなんですか？　そうですよね、女の子なんだし……じゃあ、これは何のニオイだろう？　犬とか飼ってます？」

「ただ、もう10日くらいベッドで寝てないのだけれど」

「マリィ先生ぇぇぇー!?　お風呂に入りましょう、今すぐに！」

「えええ……」

　嫌そうな顔をした彼女の手を掴つかみ、白しろ砂すなは風呂場へと連れて行った。
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「マジで、ぶっちゃけ、ありえない！」

　白砂の借りているアパートの部屋よりも広い風呂場だ。

　蛇口を回したら、シャワーからボボボッと音がしたあと、やっと水が出てきた。ホース内が乾燥していたせいだ。何日、使っていなかったのか!?

　マリィが珍しく真剣な顔で言う。

「お風呂に入らなくても、人間は死なないのよ？」

「女の子としては死ぬから！」

「おー」

　言いながら、白砂はマリィの服を脱がせる。もう小説家だとか年上だとか、全てがどうでもよくなっていた。

　このまま放って帰ったら、きっとシャワーすら浴びないだろう。

　部屋の整せい理り整せい頓とんは個人の自由だ。スマホの電池切れも許そう。でも、お風呂に入っていないのはダメだ。

「ガチで！　私にとっては、部屋で倒れていたのと同じくらい放っておけないヤバたんだよ!?」

「むー……書き終わるまで入りたくないのに」

「どうして？　お湯に浸つかるのは、気持ちいいでしょー」

「身に纏まとった執念サイコが流れ落ちるの」

「異能力者ですか」

　最近、ライトノベル愛読者となっている白砂だった。

　マリィが、ぼりぼりと頭を掻かく。

「めんどい」

「湯船に沈めるよ？」

「ひ……」

「んもう！　スケジュールの遅れは私がなんとかするから、今はお風呂に入ってください。じゃなきゃ、今すぐ完成原稿をください」

「白しろ砂すなちゃん、強くなったね」

「おかげさまで」

　異臭のする衣服を脱がせると、手入れしていないのが信じられないほど艶つややかな白肌の裸体が現れる。髪もベタベタしているくせに金を溶かした糸のようだった。

　──エルフか、この人？

　マリィが袖をつまんできた。

「白砂ちゃんも入るなら、入る」

「はいはい」

　旅行で一緒に温泉に浸つかった仲だ。拒否はしない。

　初めて来た人様の家で裸になるなんて……と羞しゆう恥ち心しんを感じつつも、白砂は衣服を脱ぐ。

　２人とも全裸で、浴室へ。

　先ほど給湯スイッチを入れたばかりなので、浴槽の湯は半分といったところだった。

　いきなり入ろうとするマリィを引き留める。

「洗ってから！」

「はーい」

　観念したのか、素直なものだった。

　座らせて、頭にシャンプーをかけて、わしゃわしゃと泡を立てる。

　マリィのほうが年上のはずだが、そうは見えない。どこからどこをどう見ても、まるで小学生だった。

「……妹ができたみたい」

「白砂ちゃんが、お姉ちゃん？　楽しそ」

「つらたん」

「ボディソープは、これよ」

「え？　身体からだまで私が洗っちゃうヤツ……？」

　作家の先生と、こんな仲になるなんて、仕事を引き受けたときには考えてもみなかったなぁ──と思いつつ、白砂はタオルにボディソープを出す。

　華きや奢しやな背中に当てた。

「ハゥン♡」

「ちょっ……変な声を出さないで!?」

「白砂ちゃん、上手よ、上手よ」

「……中学の頃は、お婆ばあちゃんをお風呂に入れてたからかなー？」

「そ。優しいのね」

「珍しくはないでしょ。はい、目を閉じててー」

「んむー」

　頭からシャワーをかけて、泡を落とした。

　マリィが立ち上がる。

「じゃあ、次は私が洗ってあげるわね」

「マジで!?　それ要らなくない!?」

「うふふ……任せて」

　後ろに回った彼女が、手を伸ばしてきた。

　白しろ砂すなはビクッと身体からだを丸める。

「ひゃんっ!?　ちょっ……ま、前は自分で洗うって……やばいやばいやばい……あっ」

「やわらかーい」

「お腹なかをなでながら、その言葉を言ったら、戦争だよリアルで!?」

「あはは！」
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　しばらくは、同人誌に専念するだろう──と思っていたら、なんと４日後の木曜に、また水み織おりがやってきた。

「ユウトせんせ、ちわー」

　高校の制服のままで、今日は髪が黒色になっている。

　時刻は午後５時を過ぎたあたり。

「おや？　もしかして、もう表紙ができた……とか？」

「もち」

「判定は金曜だよ」

「わかってる、絵を見せたりしませんよ。反応を見て直すのはズルだし。ユウトせんせーは、どお？　進んでます？」

　ぽりぽり、と悠ゆう斗とは頭を掻かく。

　あれこれ引っかき回されて、すっかりペースを乱されて大変……と言ってもよかったが、正直に答える。

「自分でも驚くほど快調だよ」

　もしかしたら、息抜きが効いたのかも。

　少し大きな声を出したのが、よかったのだろうか。

　あるいは、初々しい乃のノの香かや水織のひたむきに努力しようとする姿に、自分も当てられたのか。

　水織が照れたように頬ほおに手をやった。

「あらー、やっぱり？」

「君のおかげかもしれないね」

「あたしが美人なせい？　困るー」

「……顔は関係ないかな」

「配信やりましょ！　もう予告しておいたし、６時からでいいよねー」

「他にやることないのかい？」

「師匠は仕事に熱中してるみたいで連絡しても返事がないし、このタイミングで乃ノ香を呼び出せないし」

「他に友達はいないの？」

　あはは……と水織が乾いた笑い声をこぼす。

「クラスメイト？　なに話せって？」

「そりゃ、えっと…………僕は友達が少なかったから、よくわからないけど」

「あたしだって、わからないですよ。恋愛相談されてめんどくせーって適当に答えてたら、〝貴女あなたには恋愛の悩みなんてないんでしょうけど〟なんて言われて……あやうく殺人犯になるとこだったよね。あたしが暗殺拳の使い手でなくて感謝してほしいですよ」

　水み織おりが笑いながら、よくわからない構えを取った。

　悠ゆう斗とは肩をすくめる。

「君がニュースサイトで話題にならないよう、配信くらいは付き合うよ」

「せんせー、大好きー♪」

「じゃあ、６時からということで」

　悠斗は作業に戻る。

　ぷう、と水織が頬ほおを膨らませた。
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「じゃあねー、今日はありがとー♪　またねー。みんな、風か邪ぜひかないようにねー」

　水織がボタンをクリックする。

　配信終了。

　もう午後７時を過ぎていた。

「ぷはー、おつかれれれー」

　水織がつっぷす。

　悠斗はヘッドセットを外した。

「お疲れ様」

「ユウトせんせ、よくなってたよー!?」

「……２回目だし、少しくらいは慣れるよ」

　しかし、配信に来ている客の目当ては、間違いなく水織だった。しかも、歌を期待しているのだろう。

　悠斗も楽しみになりつつあった。

「君、本当に歌が上う手まいね。子供の頃から習ってたとか？」

「そんなとこです。あたしは天才だからねー」

「あ……そういえば、ちょっと気になったんだけど……女の人の名前かな？　よく覚えてないんだけど、唐突にコメントしてきた人がいたよね？」

　悠斗の疑問に──ああ、と水織が呆あきれたような顔をした。

「もう終わった話なのにねー」

「どういうこと？」

　くすくす……と彼女が苦笑する。

「ユウトせんせー、本気であたしに興味ないんですねー……ネットで調べたりしてないでしょ」

「あー……そういえば、知り合った人のことをネットで調べるって、やったことないな」

　忙しくて。

　というのは、言い訳だろう。

　どれほど時間があったとしても、悠ゆう斗とは調べない。

「まぁ……ネットに書いてあることって、半分くらい嘘うそだから。変な先入観を持ちたくないよね」

「あはは……わかるー。じゃあ、本当に知らなかったんですね」

「なにを？」

　水み織おりが髪をかきあげた。

　片目を閉じる。

　その仕草が、様になりすぎていて──素人とは思えなかった。

「あたし、ジュニアアイドルやってたんです」

　悠斗は身を乗り出す。

「なに、それ？」

　ガクッと水織がのけぞった。

　それから、くわっと歯を見せる。

「知っててよ！　かっこつけて言ったのが、バカみたいじゃん!?」

「ご、ごめん……言葉から、アイドルの一種なんだろうってのは、わかるんだけど」

「中学生以下でアイドル活動やってる子を──そう呼ぶの。ジュニアーとかね」

「へえー」

　悠斗の知らない世界だった。

　もちろん、芸能活動をしている子供がいることは承知しているが……呼び方までは。

「14歳で辞めたけど」

「どうして辞めたんだい？」

　水織はルックスも歌唱力も素晴らしい。さぞ人気があっただろうに。

　彼女が苦笑する。

「公演中に……グループメンバーの１人に後ろから押されて、ステージから落ちて、膝を壊しちゃったんですよ……」

「ええっ!?」

「ぷっ……信じすぎ！」

　お腹なかを抱えて、水み織おりがころりと転がる。

　笑っていた。

「まさか、からかったのかい？」

「あはは！　ユウトせんせーはネット見ないほうがいいですねー。騙だまされやすいもん。ジュニアーを辞めたのは、イラストのほうが面おも白しろそうってなったからですよ」

「でも、配信で歌とか……」

「カラオケくらい誰でもやるでしょ。まぁ、褒められて悪い気はしないけどー。今の目標は彩あや華かさんですから！」

「……そうか」

「んもぅ、ユウトせんせーが変なこと言いだすから、お寿す司しが食べたくなっちゃったー」

　たしかに夕飯時か。

　悪くないチョイスだった。

「……でも、水織さん、ご両親は？」

「ちゃんと連絡してますよー。今日は師匠と一緒──って言ってあるの。あたしの両親は完璧に信用してるからね──彩華さんの外そと面づらモードって女優ばりの名演だから。とんでもなく真面目な人だと思われてんですよ」

　ちゃんと水織の両親に挨拶してあるらしい。

　彩華が姉バカを発はつ揮きしている姿を見たら、そんな信用は吹き飛びそうだが……

　悠ゆう斗とは顔をしかめる。

「なんにしても、ご両親に嘘うそをつくのはよくないなぁ」

「えー？　23歳独り暮らしの男の部屋へ遊びに行ってましたぁ☆　って言えるわけないでしょ。あたしのパパ、空手三段で現役ですよ？」

「ファ!?」

「パパが新聞に載らないよう、あたしは悪い子になります」

「はぁ……出前でいいかな？」

　外食だと、１時間くらい使ってしまう。部屋にいれば、話しながらでも作業が進められるのだ。

「ウニ入れてね、ウニ」

「エビじゃないのかい？」

「共食いになっちゃうでしょー」

　妙なこだわりを見せる、海え老び名な水織だった。

　悠斗がネットで注文している間に、ぽちぽちと水織はＰＣを叩たたく。先程の配信へのコメント返し。

　それと──

　彼女が目つきを鋭くする。

「……」

　悠ゆう斗とは寿す司しを注文した。

「40分くらいで届くらしいよ……うん？　どうかしたのかい？」

　水み織おりが、眼力だけでノートＰＣを壊せそうな目つきで、画面を睨にらみつけていた。

「べつに」

「……べつにって顔じゃないよ」

　音がしそうなほど、ぱきっと表情がいつもの笑顔に戻った。

「あははー。ちょっと変なメッセージが来てましたー」

「どんなのが？」

　悠斗は席を立ち、コタツのところへ行く。

　水織が画面をこちらへ向けてくれた。
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「笑っちゃいますよねー」

「…………これ、スカウトってやつかい？」

「遊びだから面おも白しろいんですよ。こんなものに関わったら、仕事になっちゃうじゃないですか」

　──そういう考え方もあるか。

　一般的には、嬉うれしい話なのではなかろうか？　活動が評価されたということだ。

　悠ゆう斗とは懐かしくなる。

「昔、同人誌を描いてたら、編集の永なが井いさんが声をかけてくれて、プロのイラストレーターになったんだよなぁ」

「大手出版社ならいいですけどー。信用できますか、株式会社ローシュタインプロ？」

「たしかに、聞いたことも……」

　言いかけて、有名な会社ではないが、覚えがある──と悠斗は気付いた。

　記憶を漁あさってみる。

「あっ、ここから依頼されたことがあるよ」

「へー？」

「Ｖチューバーの《アウロラ》！」

　水み織おりがカチカチとマウスを鳴らし、キーを叩たたいた。

　ほどなく、それらしい情報の書かれたサイトが開かれる。

「……ふーん……騙かたりじゃなければ、本当にアウロラが所属してる会社みたいですねー」

　悠斗は仕事机に戻り、過去のメールを探す。

「あった。そのメールアドレスは本物っていうか……アウロラの担当者だよ。騙りじゃあない」

「どうします？　プロになっちゃいますか、悠ゆうコちゃん？」

「はは……それ、君に来たやつでしょ」

「つまり、悠コのほうには来てないんですよね？」

「そりゃあ……僕は素す性じようを明かしていないし、悠コ専用の連絡先なんて用意してないからね」

　正体がユウトだと知っていたら、むしろ相手は〝配信する時間があるなら、アウロラのイベント用イラストを！〟と頼んできたと思う。

　先日、その担当者──ローシュタインプロの沼ぬま掘ほりからの依頼を断ったばかりだった。

　にっこり、と水織が微笑ほほえむ。

「コンビでやってんのに、メールに相方の名前がないとか、ありえないですよねー。っていうか文章が変だし、コピペ丸出し！　こんな舐なめたメールでホイホイ返事するほど安いと思われたなんて、ムカつく」

「まあまあ……怒らないで」

「怒りますよー。あたし的には、配信の半分は悠ゆうコちゃんですよ!?」

　──お客さん的には、そうではないだろうけれど。

「僕は楽しんでる。あとは君が楽しんでるなら、それで充分だ。観みた人から尊敬されようとは思わないよ」

「ユウトせんせ……大丈夫ですよ、人気は出てきてる！　自信を持とう？　今日だって、〝悠コ好き〟とか〝舐なめたい〟とか〝養いたい〟とか言われてましたから」

　──素直に喜べばいいのだろうか？

「いや、でも……」

「モテまくりじゃん！」

「お客さんも、おじさんだよね？」





　　　　†






　金曜日──

　学校が終わったあと、乃のノの香かと水み織おりが部屋に来た。

　相変わらず、乃ノ香を見た途端に、ワコムがベッドの下から出てくる。

　にゃあにゃあ！

「はい、こんにちは、ワコムちゃん……すみませんが、遊ぶのは後でお願いしますね」

　ふっ……と水織が余裕の笑みを浮かべた。

「貴女あなたの優位も、今日までよ」

　悪役みたいなセリフを言い放った。

「なんですか？」

「猫なんて、しょせんは獣けもの！　これがあれば、あたしにメロメロで乃ノ香のことなんて忘れるんだから」

　彼女が革かわ鞄かばんから取りだしたのは、細長い包みだった。

　乃ノ香が目を見開く。

「そ、それは、ＣＩＡ●ちゅ～る!?　卑ひ怯きようですよ、水織さん！」

「あーはっはっはっ！　しかも、鉄板のまぐろ味よ！　さあ、あたしに平ひれ伏ふしなさいよ、猫ちゃん」

　ビッと封を切り、水織が包みをワコムの鼻先へと突き出した。

　水織に対し、警戒心は満々だ。

　しかし、匂いに屈した。

　ワコムが包みの先を舐める。

　水み織おりが高笑いし、乃のノの香かが心配そうに見つめていた。

　唐突に、ワコムが──

　ガッ！と水織の手を引ひっ掻かいた。

「痛ー!?」

　彼女が床に落としたＣＩＡ●ちゅ～るをワコムが咥くわえて、ものすごい勢いでベッドの下へと逃げていく。

　乃ノ香が慌てて。

「わわっ!?　大丈夫ですか、水織さん!?」

「ぜ、ぜ、ぜんぜん痛くないし！」

「血が出てますよー!?」

「うぇー」

　涙目だった。

　悠ゆう斗とは塗り薬を用意してやるのだった。

　──懐いていない動物に、迂う闊かつに手を出してはいけない。




　水織が落ちつくのを待って、仕切り直した。

「ううぅ……」

「じゃあ、イラストを出して」

　悠斗の声に、２人がうなずく。

　先に乃ノ香から。

「どうぞ」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、マンガ用原稿用紙を差し出した。

　最近、誰もがデジタル作画なので、これを見るのは久々だ。

　ぱっと目に飛びこんでくる配色の素晴らしさ。今回もカニバスターの二次創作なのでキャラクターの色は決まっているのだが、ピンクの衣装なのに紫や黄など様々な色が使われている。

　素人がやったら普通は破は綻たんするだろうに、センスがあるとしか言いようがなかった。

　色鉛筆なので緻ち密みつ感には乏とぼしいが、布や飾りの素材まで伝えよう、という気合が感じられる。俯ふ瞰かんの構図にもかかわらず、ぎりぎりで崩れていない。要所が白はく銀ぎん比ひで描かれているのは、意識してのことだろうか？

　悠斗は真剣に見つめた。

「いい……と思う」

「本当ですか!?」

「僕は、絵についてはお世せ辞じを言わない……言えないから」

「はい」

　乃のノの香かがうなずく。

　彼女のイラストには、計算だけではないセンスの良さ、品の良さが感じられた。

〝こういうのがウケるんだろ？〟という安易さがない。

　丁寧に、自分の好きなもの、良いと思うもの、作品への愛着が、織りこまれていた。

　水み織おりも見つめる。

「まぁ…………前よりは、見れるものになったんじゃない？」

「じゃあ、次は君のを」

「うん」

　さすがの水織も、緊きん張ちようを隠せない様子だった。

　ＰＣで作画したイラストを印刷したものだ。プリンターによるドットが──悠ゆう斗とには気になる。

　機材の問題なので、それは考慮する必要があった。オンデマンド印刷でも家庭用のプリンターよりは高精度だろう。

　肝心のイラストの出来だが……

　アマチュアの作品にもかかわらず〝これぞプロのイラスト〟と評したくなるような安定感があった。

　すでに〝海え老び名な水織のイラスト〟としての特とく徴ちようを固めつつある。

　今のイラストレーターは早そう熟じゆくだというが、そのお手本のよう。流行と正解を黄おう金ごん比ひで描いて額に入れたような絵だった。

　悠斗は驚く。

「……ちゃんと考えて描くようになってる」

「当然ですよー」

「前は、思いつくままに描いてて、細かいところで印象が散漫になってたけど」

「うっ……ま、まぁ、そんなこともあったかもですけど」

「よくなってる」

「でしょ!?」

　少女たちの成長速度に、悠斗は身震いした。

　この２人が特別なのか？　それとも、若いイラストレーターというのは、これくらい伸びるものか？

「僕が思っていたより……いや、ほんの半月前のイラストよりも、どちらも確実に上う手まくなってる」

「ありがとうございます」

「当然よね！　って言いたいところだけど……ユウトせんせーに絵を褒められるのは初めてだから、ちょっと嬉うれしいかも」

　悠ゆう斗とは唸うなった。

「……君たちにとって、今は大切な時期だと思う……そんなときに、僕なんかが勝敗を決めていいのかどうか」

　思っていた以上の重圧に、息が詰まる。

　姉の彩あや華かが、ことあるごとに２人に教えるのを嫌がる理由が、わかった気がした。

　放っておけば大樹に育つであろう若木に、あえて手を入れるような感覚だ。

　２人を見つめる。




「今回の合同誌の表紙は……水み織おりさんのイラストだ」




　乃のノの香かが、ゆっくりと頭を下げた。

「……ありがとう、ございました」

　かすかに声が震えていた。

　意外にも、喜んではしゃぐかと思いきや、水織は黙りこんでいる。自分のイラストを見つめ、考えこんでいる様子だった。

　しばらくして問うてくる。

「せんせ、理由は？」

「……積み重ねた基礎技術の差」

　乃ノ香がうつむき、水織は微動だにしなかった。

　悠斗は続ける。

「……どれほど真剣に乃ノ香ちゃんが取り組んだか、どれほどセンスに溢あふれ、どれほど元作品を愛しているか、よくわかる……でも、それらを表現するのは技術だ。線の一本一本の質が、イラストの印象を左右する」

「はい」

　乃ノ香がうなずいた。

　近道はない。

　どれほど道具が進化しようと、ひたすら描くことでしか手に入らないものが、確実に存在する。

「……僕は、普通の人より少しだけ多く描いてるから、普通の人より少しだけ基礎技術がある。だから、プロとしてやっていけてる──と思ってる。乃ノ香ちゃんと水織さんにもその大切さを知ってほしい。だから、今回は水織さんの勝ちにするよ」

「いっぱい描きます」

　もう一度──

　乃のノの香かが頭を下げた。

　水み織おりが吐と息いきをつく。

「ふぅ……」

「お疲れ様。そういうわけで……勝負は終わりなんだけど、水織さん──本当にこのイラストでいいのかい、表紙は？」

「はい？」

「僕には、どうしても……このイラストが、今の水織さんに描ける一番いい絵だとは思えなくて」

「どういう意味!?」

　水織だけでなく、乃ノ香までギョッとした顔をしていた。

「言葉どおりの意味だよ？」

　まったく悪びれない悠ゆう斗とに、彼女たちが表情を引きつらせた。

「ユ、ユウトせんせー、厳しすぎィー」

「そうかな」

「んもう！　描き直しますよー。そこまで言われたら、描き直すしかないでしょー!?」

　勝った水織が涙ぐんで、負けた乃ノ香が励はげます。

「が、がんばってください」

　よくわからない状況になってしまった。

　思ったことを言っただけなのだが……

　人に教えるって難しいな──と痛感するユウトだった。
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　窓から、真っ赤に染まったビルを眺める。

　水織が革かわ鞄かばんを持って立ち上がった。

「ちぇー……勝ったけどボツだなんて、予想もしてなかったー。帰る」

「そうですか？　お夕飯だけでも……」

　乃ノ香の言葉に、水織が首を横に振る。

「今日は無理。彩あや華かさん、個展の準備してて、夜に告知の配信をやるでしょ。あたしの親は観みないと思うけど、万が一ってこともあるから──〝師匠と一緒だった〟とか言えないもん」

「あ、お家うちの事情でしたか」

　悠斗は首をかしげる。

「個展やるの？」

「今夜の配信で発表らしいですよ。知らなかったのー？」

「うん……姉さんは、一緒にいるとき、あまり仕事の話をしたがらないからね」

「銀ぎん座ざのデパートだって。すごいですよねー」

「……抜けられない仕事って、それか」

　たしかに、有名ブランドが軒のきを連ねる場所で、個展を開くというのは、すごいことだと思う。

　水み織おりが玄関へと向かう。

「彩あや華かさんの配信を見ながら、描き直そうっと！　それじゃーねー」

「ああ、おつかれさま」

「またです」

　挨拶を交わして、彼女は帰っていった。

　いつ以来だろうか、乃のノの香かと２人きりになる。

「あの、よかったら……今日くらいは、お夕飯を作ろうと思うんですが」

「乃ノ香ちゃんのご両親は大丈夫なの？」

　水織は〝彩華さんと一緒〟と言いながら、悠ゆう斗との部屋に来ているらしいが……

「ウチは放任主義なので」

「何も言わない？」

「そうですね……というか、この時間に帰っても、今日は家に誰もいませんし」

　前に同じような会話をしたな、と悠斗は思い出した。

　家庭のことは詮せん索さくしないでおく。

　乃ノ香が立ち上がり、まずは湯を沸かす。

「お茶、いれますね」

「ありがとう」

　沸騰を待つ間に、棚から大きめのゴミ袋を取り出した。手早く足元に転がるペットボトルや瓶びんやコンビニ袋やあれやこれやを集めていく。

　黙々と働く姿を見て、申し訳なくなる。

「ご、ごめん」

「いえいえ……お忙しい時期ですし」

「２人が来る前に、片付けたつもりだったんだけど」

「これで!?　あ、いえ……なんだか、とても久しぶりな気がします。１ヵ月くらい前は、よく来てたのに」

「たしかに」

「わたしが家事をやってて、ユウト先生がお仕事をやってて……うふふ」

「やっぱり……申し訳ないね」

「ぜんぜんなのですー」

「乃のノの香かちゃんにとって大切な時期なのに……」

「あ……がんばってはいますから」

　悠ゆう斗とは改めて言葉にする。

「イラスト、とても良かったよ。あんな判定をした僕が言うのかって気もするけど──嘘うそじゃない。次の作品も見せてほしいと本心から思ってる。楽しみにしてるよ」

「ッ……ありがとうございます」

　乃ノ香が涙ぐむ。

　悠斗はうろたえた。

「ど、どうしたの……？」

「あは……がんばって描いてよかった……って思って。ユウト先生に、褒めてもらえたから」

「そうか」

「次の絵も、一生懸命に描きます」

「……表紙は決まったけど、合同誌の中身はこれからだ。集中して、がんばってほしい」

　乃ノ香が唇を噛かむ。

　じっと足元を見つめてから、小さくうなずいた。

「はい」

　今後も、しばらくは悠斗の部屋に来ないほうがいいだろう。少なくともＧＷのイベントまでは。

　乃ノ香のためを考えれば当然だ。

　──いよいよ、ゴミ屋敷に逆戻りかぁ。ワコムの世話だけでもしないとな。

　いろいろと覚悟をする悠斗だった。

　まずは目の前のイラストを仕上げなくては……




　仕事机に戻った悠斗は、乃ノ香がうつむいていることに、気付けないでいた。
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　ぱんぱんに膨らんだゴミ袋を４つも持って、乃ノ香が部屋を出る。

　悠斗は椅子から腰を浮かせた。

「僕も行くよ？」

「大丈夫ですので、ユウト先生はお仕事をがんばってください！」

「……はい」

　それは、もちろんなのだが。

「買い出し、してきますね」

「よろしくお願いします」

　ひさしぶりに、まともなゴハンが食べられそうだ。

　撫なでてもらって遊んでもらって寝床を綺き麗れいにしてもらった猫のワコムが、ふにゃあ！　と機嫌よさそうな鳴き声をあげた。

　廊下に出たところで、乃のノの香かが声をあげる。

「ナス先生!?」

「乃ノ香ちゃん!?」

　悠ゆう斗とは目を丸くする。

「えっ!?」

　フォーマルなジャケット姿のナスが、部屋の前に来ていた。

「あ……あの、すみません。会社帰りに、ちょっと寄ってみたのですが……」

「そうですか」

「乃ノ香ちゃん、また通うようになったんですか？」

　いえいえ──と彼女が首を横に振る。

「今日は特別なのです。ナス先生はよく来られるんですか？」

「会社に入ってからは初めてです。ユウトさんには、いろいろご心配をおかけしたのに、ちゃんとしたお礼もできておらず」

　ナスが手にした紙袋をちょっとだけ持ち上げた。

　ＢＥＲＮＡＣＨＯＮベルナシオンと書かれている。

「僕は何も……」

「よかったら、お茶ちや請うけにしていただければ、と思いまして」

「……じゃあ、ありがたくいただきます。ああ、よかったら、あがってください」

　乃ノ香が尋ねる。

「ナス先生、お夕飯は済んでますか？　簡単なものになりますけど、今から用意しますので」

「いいんですか？」

　もちろん歓迎だった。

　乃ノ香が買い出しに行って──

　今度は、ナスと２人きりになる。

　コタツの上に、湯飲みが２つ。

「すみません、ユウトさん……お忙しいときに」

「最近は調子がいいから、大丈夫ですよ。僕のほうこそ、転職祝いの集まりに顔も出せなくて」

「〆切と重なってしまったのだから、仕方ありませんよ」

「そう言ってもらえると……ナスさんの新しい会社はどうですか？」

　にっこり、と笑みを浮かべる。

「とても素敵です。今までに比べると、会社の規模としては小さいんですが、活気があるといいますか、全員がモチベーションに満ちていて」

「なるほど」

「業績も、どんどん伸びているそうです」

「人気のタイトルが？」

「いくつか──」

　ナスが入った会社の名前も、そこの作品名も──悠ゆう斗とはあまり聞いたことがなかったので意外だった。

「そんなに売れてたのか……」

「海外向けの配信が好調だそうで」

「ああー……」

　業界の主戦場は、国境を越えつつあった。

　日本のマーケットは独特だ。世界的には大人気でも、日本ではマイナー作品であることも少なくない。

「規制が国ごとに違うのと頻ひん繁ぱんに変わるので、合わせるのが大変ではありますが」

　そう言ってナスが苦笑した。

「海外かー」

「新しいことを求められるので、まだまだ上う手まくなれる、と思えて……今は毎日が楽しいです」

「そいつはよかった。あ、そういえば……アルティメット文庫からの依頼、受けたって聞いたんですけど」

「はい。私も、ユウトさんのようにライトノベルの挿絵を描いてみようと思って」

「……どうです？」

「今までと、作品の見方が変わりました。自分ならどんなイラストをつけるか、と考えるようになって」

「うん」

「あとは、会社を通さずに出版社の編集さんとやり取りをするのが初めてなので、それも新鮮ですね」

「……僕は、むしろ会社を通してやるってのが経験ないんだけど、どう違うんです？」

「会社を通す場合は、編集さんからのメールは上司が受け取りまして、私のスケジュールに出版社の仕事を積むような感じで」

「マネージャーみたいだね」

「ふふ……そう呼ぶ会社もあるみたいですね」

「アルティメット文庫の担当って、誰になったんです？」

「雑ぞう本もとさんです」

　悠ゆう斗とはお茶に口をつけた。

「……けっこう難なんな人って噂うわさを……マリィや白しろ砂すなさんから」

「癖の強い人ではありますね。でも、それより……」

　ナスが言い淀よどむ。

「それより？」

　悠斗は続きをうながした。

　彼女が少し沈黙して、唇を開く。

「……女性の小説家なら、大丈夫だと思ったんですが」

「んん？」

「著者の雛ひな奈な先生から──こんなのが送られてきて」

　困惑した様子で、ナスがスマホを取りだした。

　画面にはメールの文面が。

〝先日のお打ち合わせ、ありがとうございました〟から始まるのは、まったく問題ないとしても……

　だんだんとポエムになっていく。単語を拾い読みすると──

〝運命の出で逢あい〟

〝魂が惹ひかれ合う〟

〝逢えない刻ときは血を流すかのように切なく、世界が色を失って……〟

　云うん々ぬん。

　悠斗は首をかしげた。

「……なんですか、これ？」

　ナスにも理解できない様子だ。

「なんでしょうか？」

「新手のビジネスマナーかもしれない」

「違いますよね」

「……その赤あか羽ばね雛奈って作家は、間違いなく女性なんですか？」

「はい、間違いなく」

「中学２年生？」

「21歳の会社員ですね。瑞みず々みずしい文章を書かれる作家さんだとは思いましたが」

　どうやら、スキルを暴発させてしまったようだ。

「まぁ、険けん悪あくになるよりは……たぶん、先方が好意的なほうがマシのような気がするはず、かな？」

「不仲よりはいいと思うんですが……〝また逢あいたい〟と書かれておりまして」

「あ、本当だ」

「社しや交こう辞じ令れいではないようで、昨日も〝いつなら逢えますか〟と質問が……」

「本気みたいですね」

　ナスがうつむく。

「わ、私……女性の編集者と作家さんなら、こういうトラブルは起きないと思っていたんですが……甘かったです」

「ナスさんは間違ってないよ、普通は起きない。少なくとも、僕は聞いたことがなかったし」

　言ってから、フォローになってないな、と思った。

　ううぅ……と彼女が瞳を潤うるませる。

「どうしたら……？」

　ぽりぽり、と悠ゆう斗とは頭を掻かいた。

　ふと彼女の左手の薬指に目を留める。

「あれ？　ソレを見ても、そんなメールを？」

「あ……実は、あの日は女性だけの打ち合わせでしたし、初対面の先生に嘘うそをつくのは、ちょっと……と思って」

「たしかに」

「ごめんなさい、ユウトさん……外してしまっていて……私……」

「いやいや、謝るようなことじゃないですよ!?」

　むしろ、指輪を贈ったときは、てっきり即売会イベント以外では嵌はめないものと思っていた。

「見せてみたら、どうですか？」

　ナスが表情に影を落とす。

「今度こそ、上う手まくいくでしょうか……？」

　この指輪を着けるキッカケになった一件というのは──影かげ鯱しやちというストーカーに狙われたときだった。

　彼女は必死に〝左手薬指の指輪〟をアピールしたが、自分語りに夢中になった男には、まったく気付いてもらえなかった。

　結局、悠斗が現れて恋人の振りをして、ようやく解決できたのだった。

　助けてあげたい──とは思う。

　相手が女性なら、暴ぼう力りよく沙ざ汰たにもならないだろう。自分でも役に立てるだろう……

　イラストの〆切は近いものの。

　──寝なければ間に合う。

「ナスさん、僕と一緒にでかけますか？」

「えっ!?　でも、すごく忙しい時期じゃ……」

「そうだけど、いくらなんでもアニメが終わるまで１日も外に出ないわけじゃありませんよ」

「もちろんですが……」

「実は、京きよう橋ばし彩あや華かの個展が、銀ぎん座ざのデパートであるらしくて」

「お姉さんの」

「……いや、家族のっていうんじゃなく、目標としてるイラストレーターの個展を見てみたいって思ってるんだけど」

「そう、でしたね」

「……どうでしょう、一緒に行きませんか？　その赤あか羽ばね雛ひな奈な先生も呼んで」

　ナスが不安げな顔をした。

「落ちつかないんじゃありませんか？」

「うーん……むしろ、僕の場合は展示を見るのに熱中しすぎて、ナスさんに呆あきれられちゃうかも」

　くすり、と彼女が笑みをこぼす。

「お邪魔じゃなければ、嬉うれしいです。一緒にお出かけするところを見せれば、きっと雛奈先生もわかってくれるかと」

　よろしくお願いします──とナスが頭を下げた。

　足音がして、ほどなくドアが開けられる。

「ただいまですー」

　乃のノの香かが買い物袋を提げ、帰ってきた。





　　　　†






　深夜──

「わぁぁぁぁ、彩華さんから電話くれるなんて何年ぶりっ!?」

　水み織おりはベッドに寝転ぶ。

　サメのぬいぐるみを抱き寄せた。

　スマホから呆れたような彩華の声が流れてくる。

『貴女あなたと知り合って、１年も経たってないわ。──悠ゆうちゃんから報告があったから、どんな様子かと思って』

「やさしー」

　彼女が吐と息いきをつく。

『落ちこんでたりはしないようね』

「勝ったんだから、当然じゃないですか」

　メールで送ったから、両方のイラストを彩あや華かは見ているはずだ。

　彼女の判定も聞いてみたい。

『悠ゆうちゃんの言うとおり、今の貴女あなたたちだと基礎技術の差が大きいわね……でも半年後はわからない』

　彩華も、水み織おりの勝利を認めていることに安あん堵どする。

　同時に不安も感じた。

「……なんなの、あの子？」

　乃のノの香かの成長は、気味が悪いほどの速さだ。

『中学まではアニメもマンガも興味なかったって言ってたけど……他の、よっぽどの何かを見て育ってるわね。まるで忘れていたことを思い出すかのよう』

「まぁ、でも、あたしが勝ったし！」

　才能があろうと。

　成長が早かろうと。
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　勝ちは勝ち！

『そのあと、悠ゆうちゃんにボツにされたらしいわね？』

「あはは……やばいよね。彩あや華かさん、中学生の頃からユウトせんせーに絵を見せてたんでしょ？」

『そうよ』

「よく逃げませんでしたねー。尊敬の気持ちが強くなりました」

『……やっぱり……任せたのは失敗だったわね。悠ちゃんの容赦のなさを甘く見てたわ。勝ち負けの判定だけなら、大丈夫かと』

　水み織おりは笑う。

「まぁ、びっくりしたし、ちょっと泣けたけど……せんせーの言うとおり。あたしにしてはヌルかったと思う」

『貴女あなたにしては無難だったかしら』

「やっぱり？」

『……でもね、水織……ああいう絵が描けるようになったことも、貴女の成長よ』

「ッ」

　急に鼻の奥が、ツンとなる。

　目頭が熱くなった。

『…………水織？』

「んもぅ、なんなんですか……？　１日で弟と姉の両方に泣かされるとか！　わけわかんない姉弟きようだいなんだから」

『あ……』

　彩華が困っている様子が、なんとなく伝わってきた。

　水織はティッシュで鼻をぬぐう。

「やだなー。すぐ泣く子供って思われたくない」

『そうね……貴女は、憎たらしいほうが似合ってるわね』

　目元をこすった。

　声を張る。




「イラスト１枚ボツにされたくらいで、彩華さんに心配されて、優しい言葉をかけられたのが──死ぬほど悔しいです」




『そっちなの!?　まぁ、水織らしいと言えば、らしいわね……』

　呆あきれたような声が返ってきた。

　水織は口元をゆるめる。

「師匠のほうこそ、個展の準備は終わりました？　夕方の配信は見たんですけど、スペースを映してくれないんだもん」

『まだ見せられるような状態ではないわ。そもそも、個展なんて立派なものじゃなく、通路みたいなところに何枚か飾ってあるだけよ』

「それでも、チョーすごいと思う」

『……今日は寝なさい。疲れているときに無理をしても上う手まくならないわ。それじゃ』

「おやすみなさい、彩あや華かさん」

　通話が切れた。

　ふぅ……と水み織おりはスマホを見つめたまま、ため息をつく。

　やがて、机のほうへ。

　ＰＣの電源が入っている。書き直しのイラストの構想を練っているところだった。

　絶対に寝られない気分だったから、徹夜するつもりで濃いめのコーヒーを用意したところだったのだが……

　水織はＰＣを終了させる。

　ぐぐっ、と伸びをした。

「はぁ、寝よ」

　ベッドに入り、サメのぬいぐるみを抱きしめるのだった。

[image: ]





[image: ]




　翌、土曜──

　悠ゆう斗とはライオン像の前にいた。

　時刻は11時30分。

　少し早く着きすぎたか。

　場所が場所だけに、それなりの服を着てきたが……

　よく考えると、前にナスと六ろつ本ぽん木ぎへ行ったときと同じ格好だ。５０００円のジャケットにＧパン。

　これしか持っていないと思われそうだが、事実なので仕方がなかった。

「むしろ、ここで買うべきか？」

　電話が鳴る。

　ナスかと思って反射的に受けたが、登録していない電話番号だった。

「……はい」

『大変お世話になっております、わたくしローシュタインプロの沼ぬま掘ほりと申します！』

　爽やかな感じの男性の声だった。

「…………あ、ああ！　はい」

『先日は、お忙しいところ、メールにて失礼いたしました』

「いえ……こちらこそ」

『実はですね！　ユウト先生がお忙しいのは、重々に承知しておりますが……アウロラの件で』

「え、ああ、そっちですよね！」

　一瞬、水み織おりのエビ子のことを思い出してしまった。

　それとは別に──

　沼掘からは、Ｖチューバーアウロラのイベント用イラストを依頼されたが、スケジュールを理由に断ったのだった。

『飲料メーカーとのタイアップは、どうしてもやりたいと考えていた悲願の企画でして、会社の不沈に関わる重要度の高いものなんです。もちろん、アウロラにとっても大きなチャンスだと思います！』

「あ……ええ……まぁ、そういう事情は……」

　事情があるのは、わかっている。

　悠ゆう斗ととしても自分が手がけたキャラクターなのだから、応援したいとは思う。

　しかし、引き受けたら命にかかわる。

　イベント用のイラストとなれば、相そう応おうのクオリティが必要だ。ラノベのカバー並の作業負担だった。

　この過密スケジュールに、３日相当分の仕事を増やすなんて。

　──しんじゃう。

「申し訳ないとは思うんですが……」

『ああ、もちろん！　即答じゃなくていいんで、どうぞ検討していただければと。また連絡しますので、よろしくお願いいたします』

「はぁ……」

　メールで断ったら電話が来た。

　電話で断ったら、次は家に来るんじゃなかろうな、と不安になる悠斗だった。

　そのとき、人混みのなかに、見知った顔を見つける。

　ナスだった。

「お待たせいたしました、ユウトさん」

「い、いやぁ……僕が早く着きすぎたんで」

　両方とも早めに来たため、約束より20分も前に合流してしまった。

　やや曇り空の４月ということもあって、今日のナスはベージュのジャケットを羽は織おっている。薄手の白ニットセーターに、くるぶし丈のアコーディオンプリーツスカートを合わせていた。

　ふわふわひらひらしている。

　いつにも増して綺き麗れいな彼女に、悠斗はそわそわした気分になってしまった。

「えっと……ナスさん、ちょっと早いですけど、ランチにしましょうか？」

「はい、そうしましょう、ユウトさん」

　昼食がてら、個展を見て、買い出しも済ませる。

　さらに恋人の振りもしなければ。

　──あ、忘れてた。

「ナス先生！」

　周りの目を惹ひく、白とピンクのフリルいっぱいの洋服を着た少女が、声をかけてきた。

　丁寧にナスが頭を下げる。

「雛ひな奈な先生、こんにちは」

「は、はい！　あの、本日はお誘いいただき、ありがとうございます」

「いえ……ちょうど出掛ける用事がありましたので、ご一緒にと思いまして」

　恋人の振りをするから見に来るように──などとは当然ながら言っていなかった。

　さり気なくナスが左手を持ち上げる。

　雛ひな奈なの視線が、薬指の指輪へ。

　さすが女性は目め敏ざとい。

　それから、彼女の視線は悠ゆう斗とに向いた。

「え？　誰ですか？」

　今、気付いた!?

　まったく視界に入っていなかったのか。直前まで、悠斗はナスと話していたのに……。雛奈には、どんな世界が見えているのだろう？

　薄ら寒い気持ちになった。

「えっと……イラストレーターのユウトです、初めまして」

「ああ、ご同業の方でしたか」

「そうですね。ナスさんには、お世話になってて」

「お世話になっているのは、私のほうです」

　ナスが微笑ほほえんだ。

　雛奈が値踏みするような視線を向けてくる。

「むー……」

　行きましょう──と悠斗は率先して歩きだした。デパートの入口で話しこんでいても仕方がない。

　エレベーターに乗ったところで、ナスが紹介しようとする。

「ユウトさんは……」

　雛奈が、取り出していたスマホを仕し舞まった。

「今、調べました。実績のあるイラストレーターですね。名前を覚えていなかったのが、お恥ずかしいです──小お倉ぐらまりぃの《猫ソナ》や、火ひ屋や大だい字じの《レレガ》の挿絵を」

「すごいですよね」

「お２人は、長いんですか？」

　雛奈の質問に、悠斗は指折り数える。

「えっと……去年の９月に知り合ったから、まだ半年ちょいかな？」

「そう、ですね」

　ナスがうなずいた。

　雛奈が目を細くする。

「知り合ってから？　そう……普通は〝付き合ってからの期間〟を答えるものだと思うんですが」

「うっ!?」

「あ…………」

　残念ながら、悠ゆう斗ともナスも恋愛経験がない。

　言われてみれば、そういうものかもしれなかった。

「ユウト先生は面おも白しろい方ですね」

　にこり、と雛ひな奈なが微笑ほほえんだ。





　　　　†






　悠斗たちは３人でランチを済ませ、次は個展へ向かおうかというとき──

「あれっ!?　ユウトせんせー!?」

　声をかけられ、悠斗は振り向く。

　たたた、と駆けてくるのは、水み織おりだった。

　追いかける乃のノの香かの姿も。

「あ、あの……こんにちはです！」

「ぐうぜーん！」

　水織はまだ肌寒い時期だというのに、オフショルダーのワンピースを着ていた。鮮やかな青色が人目を惹ひく。

　乃ノ香はクリーム色のサマーニットを着ていた。下はデニムスカート。そして、何も着けていない脚の肌色が眩まぶしかった。

　こんなところでバッタリ会うとは。

「やあ……どうしたんだい、２人とも……？」

　水織が片目を閉じる。

「そりゃ、師匠の個展は見とかないとねー」

「行ってきました」

　乃ノ香が笑みを浮かべた。

　考えてみれば、今日は公開初日だ。知り合いが来ていても不思議はない。

　なるほど──とつぶやいて悠斗は頭を掻かく。

　少々考えが足りなかったか。

　水織がナスを見て、ジト目を向けてくる。

「ユウトせんせーってば、あたしというものがありながらー。誰なんですか、この美人は？」

「こちら、イラストレーターのナストキュウリ先生だよ」

「はじめまして」

　ナスが頭を下げる。

　水織の顔から、にやけた笑みが消えた。

「えっ、ナスキュウ先生!?　うわぁ、あたし海え老び名な水み織おりっていいます」

「ああ……彩あや華かさんが教えてる？」

「はい」

　続いて、乃のノの香かが丁寧な挨拶をする。

「こんにちは。ナス先生も、いらっしゃったんですね」

「乃ノ香ちゃん、こんにちは。ええ、急に思い立って──ユウトさんに無理を言って、連れてきてもらってしまって」

「そうでしたか……あの、あちらの方は……？」

　悠ゆう斗とたちの背後へと視線を送った。

「小説家の赤あか羽ばね雛ひな奈な先生ですよ」

「あ、小説家の」

　ぺこり、とお辞じ儀ぎする。

　雛奈が小さく会釈を返した。

　にやにやと笑みを浮かべ、水織が挑発的な口調で尋ねてくる。

「せんせー、デートなんですかー？」

「あ、いや……」

　いつもなら、普通に否定するところなのだが。

　すぐ真後ろに、雛奈の目があった。彼女がつぶやく。

「……デートなんです……よね？」

　得体の知れない迫力があった。

　擬音を付けるとすれば──ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ、という感じ。

　悠斗は空から唾つばを呑のみこむ。

「はは……そうだよ」

「ッ!?」

　からかっていた水織だけでなく、それまでにこやかに話していた乃ノ香まで固まる。

　ナスが複雑そうな顔をした。

「ごめんなさいね……あのときと同じなの」

「あ……」

　彼女の言葉に、乃ノ香がハッする。影かげ鯱しやちの一件を思い出したのだった。

　真剣な顔でうなずき、水織の手を引く。

「行こ、邪魔しちゃ悪いです」

「そうねー、面おも白しろいものも見れたし♪」

　２人を見送って、悠斗は密ひそかにため息をついた。後日、からかわれそうだ。
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　個展は、通路の一角で催されていた。

　たしかに、そう大きなスペースではないが、ガラスの仕切りに名前が彫られている。

　──京きよう橋ばし彩あや華か展／Kyobashi Ayaka exhibition.

　入口にフラワースタンドが６個もあり、大手出版社や大手ゲーム会社の名前が書かれていた。

　１週間だけの期間限定とは思えない立派な内装なのは、場所柄ゆえか。矜きよう恃じが感じられた。

　微細な彫刻の入った白壁に、額がく装そうされたイラストが展示されている。

　代表作の絵ではあるが、広告やパッケージに使われて大おお勢ぜいが何度も目にしたことのありそうなイラストではなく、あえて作中のものが選ばれていた。

　選んだのは彩華自身だろうか。

　スペースの奥に、背広姿の男たち４人に挟まれ、黒と紫色のドレスを着た女性が佇たたずんでいた。

　ほっそりした美人が、愁うれいを帯びた表情で立っている姿は、まるで展示物の一つであるかのように超然とした雰囲気を漂ただよわせていた。

　実は準備で疲れ果てて、半ば意識がないような状態なのだが……

　そんな彩華が、悠ゆう斗とを見た瞬間──ぱちっと目を見開く。

「悠ゆうちゃん!?」

「やあ、おつかれさま」

「来てくれたの!?　どお、おかしくない!?　どう思う!?」

　急に饒じよう舌ぜつになったものだから、周りの人たちが驚いていた。

　悠斗は改めて展示を見回して言う。

「素敵だね。僕もいつかやってみたいと思ったよ」

「…………成功……この個展は大成功よ。やってよかったわ」

「は、はは……」

　悠斗の感想だけで決められても。

「もう終わってもいい」

「初日だよね？」

　隣で、ナスが頭を下げた。

「は、はじめまして……佐さ伯えき愛あ澄すみと申します。ナストキュウリというＰＮペンネームでイラストレーターをしています」

　実は前夜に何度も練習した挨拶だった。〝ユウト先生のご家族に会う〟ということで。

　しかも、相手は業界で知らぬ者なしというほどの大物だ。

　年齢は同じくらいだが、京きよう橋ばし彩あや華かは高校生の頃からプロとして活動しており、業界的には大先輩である。

　緊きん張ちようしまくりだった。

　彩華が落ちついた声で訊たずねてくる。

「……悠ゆうちゃん、こちらは？」

　今、本人から自己紹介があったところだった。

　つまり、それ以外のことを尋ねているということか。

「えっと……前に、ちょっと話したことがあると思うんだけど、ナスさんだよ」

　ふと、彩華がナスの左手に目を留めた。

　凍いてついた視線が、やわらぐ。

「あら……ご結婚なさっているのかしら？　ごめんなさいね、私ったら勘違いを……」

「あ、これはユウトさんから」

「はっ!?」

「え？」

　そういえば、もう半年以上も前のことなのに、彩華に話したことはなかった。ナスは伝わっているものと思っていたのかもしれない。

　悠ゆう斗とは冷や汗をたらす。

「まあまあ……そのとおりなんだけど……ここで話すようなことじゃないし」

「……悠ちゃんが……指輪を……指……」

　ぐらり、と身体からだが傾いた。

　そして「リングッ!!」と叫びながら、彩華が倒れこんだ。

「姉さーん!?」

　個展の準備で疲労が溜たまっていたところに、精神的なショックが重なったせいか……

　しばらく休きゆう憩けいする、とのことで。

　彩華をスタッフの者たちがバックヤードに連れて行った。

　──あとで説明するのが大変そうだ。




　その様子を、ちょっと離れたところから、雛ひな奈なが黙って見つめていた。




　個展を後にする。

　予定外のこともあったが、展示そのものはお世せ辞じではなく素晴らしいものだった。

　ＪＲ有ゆう楽らく町ちよう駅まで移動したところで──

　擦れ違った相手が、ふと声をあげる。

「あれ、先パイ？」

「え？」

　振り返ると、なんと白しろ砂すながいた。相変わらず、銀ぎん座ざというよりは渋しぶ谷やか原はら宿じゆくみたいな格好で。

　一緒にマリィも。こちらは、まだ肌寒い季節なのに、ゆるめのワンピースだけだった。

「ユウトくん……私に会いにきたの？」

「どうして、そう思ったの」

　白砂が頬ほおを染める。

「わぁー、マジびっくり☆　ユウト先パイとの運命、感じちゃうかも!?」

「は、はは……どうかな」

「って、ナス先生も一緒なの!?」

「こんにちは、白砂さん。マリィ先生とは八はち丈じよう島じま以来ですね」

「おー」

　マリィが手を挙げた。

「お買い物ですか？」

「違うのよ……白砂ちゃんに洗ってもらったから、お礼にランチをご馳ち走そうしたとこ」

「……洗って？」

　ナスが首をかしげる。相変わらず、マリィの言動は謎に満ちていた。

　白砂が声をひそめて尋ねてくる。

「先パイ……も、もしかして、ナス先生とデートだったり!?」

「違……あ、いや……そんな感じかな」

「えー、ズルくない!?　今度は私ともデートしてくださいよ♪　暖かくなってきたから、野外フェス行きません!?」

「は、はは…………野外ふぇす？」

　少しだけ立ち話しして、２人と別れた。

　彼女たちは地下鉄の銀座駅へと向かうらしい。




　改札前で、赤あか羽ばね雛ひな奈なが立ち止まる。

「……それでは、雛奈もここで」

「あ、そうなんだ？」

「今日は、お疲れ様でした」

　ナスがお辞じ儀ぎした。

　その手を、雛奈が握りしめる。

「──ナス先生、はっきり言って、女ったらしの男なんて世界の敵だと思います。ワールドエネミーです」

　酷ひどい言われようだ。

　悠ゆう斗とは訂正を試みる。

「あの……ちょっと誤解があると思うんだけど……」

「雛ひな奈なが、真実の愛に目覚めさせてみせます！」

　ぱっ、と身を翻ひるがえすと──

　彼女は人混みのなかへ走っていってしまった。

　うーん、と悠斗は唸うなる。

「すみません、ナスさん……失敗しました」

「……いえ……こちらこそ、妙なことに巻きこんでしまって」

　悠斗とナスは、それほど離れていないマンションに住んでいるので、電車は同じだ。

　改札を通ってから、また話す。

「ちょっと予定通りにいかなかったけど……僕は来てよかったです。個展を見て、イラストへの新しいモチベーションが得られたし。ナスさんは、どうでしたか？」

　彼女が微笑ほほえむ。

「もちろん、私はユウトさんとお出かけできて、嬉うれしかったです。彩あや華か先生にもご挨拶ができましたし」

「指輪の件は、後で説明しておきます」

「……いつか……誤解じゃなくなったらいいのですけれど」

「ん？」

「ふふ……お仕事、がんばってください、ユウトさん」

「そうですね。今は、それが最優先です」
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　ユウトにマンションの前まで送ってもらい、愛あ澄すみは上機嫌でエレベーターに乗る。

　理由があったとはいえ……

　彼が〝デートしている〟と言ってくれたことが、嬉しくないと言えば嘘うそだった。

　本当は理由なしでも言ってもらいたいけれど。

　ただ、今は大切な時期だ。

　ユウトの仕事の邪魔になるようなことはしたくなかった。

　考え事をしながら、マンションのドアを開ける。

　自分の問題は自分で解決しないと……

　ナスは覚悟を決める。

　──次に赤あか羽ばね雛ひな奈な先生に会ったときは、はっきりお断りする。自分の意思を伝える。

　ぐっ、と手を握りしめた。

「ナス先生！」

「ひぇっ!?」

　マンションのドアを開けたところで、非常階段のほうから誰かが駆け寄ってくる。

　赤羽雛奈だった。

　テレポート!?

　そんなわけがなかった。

　考えてみれば、彼女には住所を書いた名刺を渡している。

　そして、有ゆう楽らく町ちようから池いけ袋ぶくろまでは、ＪＲ山やまの手て線より、地下鉄有楽町線のほうが早いのだった。

　駅からマンションまでの距離もある。別ルートで走れば、先に着くことは可能か。

　──ミステリーの犯人みたい！

　雛奈が迫る。

「やっぱり！　どうしても！　わかってほしくって！」

「あ、あの……落ちついてください」

「あんな男は、ナス先生に相応ふさわしくないって思うんです！」

　開いたドアから、ぬっと別の女性が顔を出す。




「ナスさん、お帰りー」




　神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えだ。悠ゆう斗とたちにはハラミと渾あだ名なされているが、愛あ澄すみは名前で呼んでいる。

　なぜか全裸だった。

　下着すら纏まとっておらず、タオルで身体からだを隠すこともしていない。

「ナスさん、カゴに入れといた着替え、知らない？」

「…………今朝、洗濯して外に干しましたが」

「ありゃー……それがあると思って、着てるもの洗濯機で回しちゃってさ。外に干されてるかなって思ったけど、この格好でベランダに出るのは、さすがにね？」

「やめてくださいね」

「サービスしすぎだよねー。って、誰ちゃん!?」

　今さら気付いたのか──

　神絵が目を丸くした。

　それでも身体を隠さないところが、彼女らしいというか男らしいというか……女性なのに。

　雛ひな奈なが顔を真っ赤にしている。

　同性とはいえ、いきなり全裸で現れたら、驚いて当然か。

　ナスまで赤面する。

「あの……こちら、私が挿絵を描くことになったライトノベルの作者で、赤あか羽ばね雛奈先生です。そして、こちらは──」

「神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えよ。ナスさんとは一緒に暮らしてるの。それにしても──あたしも、いろいろやらかしてきたけど、全裸で自己紹介したのは初めてだわ」

　本当に、どうしてこんなことに……

「そういうときは、私の服を着ていいですから」

「いやぁ……お客さんが来るって知ってたら、そうしたんだけどさ？　んもぅ、連れてくるなら、そう言ってよー。あたしだって少しは恥ずかしいんだからね……」

「私も驚いてて」

　女性のストーカーに強きよう襲しゆうされたところだ──とは言いにくかった。

　雛奈が震える。

「こ、この女か性たが、本当のお相手だったのですね、お姉様!?」

「え？」

「あの男はカモフラージュ……そうでしたか……すみません。雛奈ってば、なにも理解できていなくって。ナス先生は、もう真実の愛を見つけていたんですね！」

[image: ]

「ちょっ……」

　相変わらず人の話を最後まで聞かずに、雛ひな奈なが身を翻ひるがえした。

　非常階段へと駆け戻っていく。

　ここ12階なのに。

　神かみ絵えが首をかしげた。

「なんなんなの、あの先生？」

「はぁ…………中で話します。その前に、服を着てください」

「はーい」

　その後、雛奈からは〝応援しています〟というメッセージを最後に──

　作家とイラストレーターの正常な関係に戻ったのだった。
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　土曜の夜──

　帰宅してから、ずっと悠ゆう斗とは部屋で仕事をしていた。

　がちゃり、と玄関のドアが開く。

　誰かと思ったら、水み織おりだった。

「こばー、せんせ」

「え？　君……大丈夫なのかい？　門限が厳しいんじゃ？」

「彩あや華かさんと打ち上げした帰りでーす。１時間くらいならセーフでしょ」

「打ち上げ？」

　水織が腰に手を当て、ぐっと胸を反らす。

「個展の初日が無事に終わった打ち上げってやつ？　あと、感謝してほしいかなー、あたしと乃のノの香かに」

「なんのことだい？」

　悠斗は首をかしげた。

　感謝するような頼み事をした覚えがない。

　水織が得々と語る。

「半はん狂きよう乱らんの彩華さんに、あたしが事情を説明したんですからね。詳しいことを乃ノ香から聞いて」

「ああ！」

　だから、姉からの連絡がなかったのか。

　どう説明したものか、考えてはいたのだが……

　いつものことだが、どんな悩みがあっても、絵を描きはじめると全て頭から飛んでしまうのだった。

　悠ゆう斗とはペンを持つ手を止める。

「姉さん、納得してくれた？」

「まぁ、姉バカだけどバカじゃないですし？　せんせーたちの後ろに変な女がくっついてたのは覚えてたから」

「ああ……赤あか羽ばね雛ひな奈な先生っていう作家らしいよ。ナスさんが挿絵を描くことになったんだけど、打ち合わせで気に入られちゃったみたいで」

　水み織おりが肩をすくめた。

「あんな、堅苦しくて重そうな女の、どこがいいんですかねー」

「おいおい……」

　ビシッと水織が指さしてくる。

「ユウトせんせーこそ甘い！　ホワイトチョコレートクリームフラペチーノより甘い！　付き合ってるわけでもない女のために、あんなことして。下手したら刺されるよ!?」

「うっ!?」

「ストーカー除よけに結婚指輪を買ってあげたってのも、かなりどうかと思うけどー。本当の本当に下心はなかったわけ？　あわよくば的な」

　悠斗は頭を掻かく。

「……まぁ……下心というか」

「あったの!?」

「……ナスさんの絵が気に入ってたから、つまらないことで辞めるなんて嫌だな、と」

　彼女が苦笑した。

「ユウトせんせーらしいとは思いますけどねー」

「すみません」

「まぁ、そういう人だってことを……彩あや華かさんは理解してたから、もう大丈夫。たぶん」

「そうか、ありがとう」

　水織に深々と頭を下げ、感謝する。

　悠斗は口下手だから、自分で説明していたら血を見たかもしれない。

　パチッ、と彼女がウインクした。

「オッケーってことでー。あたしら３人にも指輪を買ってね♪」

「はっ!?」

「あたしたちって美人だから、ストーカーに狙われちゃうかもでしょ。対策、対策ぅ」

「まだ君は高校生でしょ。乃のノの香かちゃんは中学生だし」

「彩華さんは？」

「……弟にもらわず、本当の恋人を作ってほしいんだけど」

「……そうね」

　悠ゆうちゃん悠ちゃんと言っているうちに、結婚適てき齢れい期きを逸しつつある姉のことが、割と本気で心配なのだった。

　それはそうとして！　と水み織おりが話題を変える。

　スマホを出した。

「なんか、変なコメントが増えてんのよ」

「配信に？」

　この場合のコメントというのは、配信中に視聴者が書くものではなく、過去の動画への感想だ。

　大半は好意的なものだが、ごく希まれに批判的なものもある。

　それが、新しいコメントはネガティブな印象のほうが多いくらいだった。

　妙な違和感がある。

「どういうことだろうね？」

「まぁ、アンチは人気の証拠だと思ってるけど」

「たしかに、ちょっと前から再生数が急に増えてる、か」

「一部で話題になってるみたいだし、嫉しつ妬とされちゃってるかもですねー」

「嫉妬か……」

「ありえないと思います？」

　悠ゆう斗とは首を横に振った。

「……残念ながら、クリエイターの世界では、よく聞く話だね。アマチュアが目立った成果を挙げたり、プロの仲間入りをしたりすると、なぜか匿とく名めいの連中に批判されはじめる」

「あはは！　まさに、それ」

「錦にしきが……あっ、僕の友達が言ってたんだけど──人間ってのは、上の立場の誰かが優遇されていても気にしない。でも、自分と同格と思う者が優遇されると〝正義の怒り〟に燃えるらしい」

「ふーん……まぁ、理屈に興味はないですけどー」

「たしかに、そこが重要ではないか……彼の言葉が正しいとはかぎらないし」

　最近、どうしているのだろう？

　２週間前にイベントへ行ったあと〝忙しくなりそう〟というメッセージが来た。それを最後に連絡が途絶えていた。

　美び屋やがいなくなったときも、同じような流れだったことを思い出す。

　──今日あたり、メッセージを送ってみるか？

　会話が途切れたときに、水織がスマホを操作して別のサイトを表示した。ひょいっと画面を見せてくる。

「あ、そうそう……ちょっと聞きたかったんですけどー」

「なんだい？」

「せんせー、何か知ってます？」




　──アウロラが〝もう続けられない〟というメッセージを残して失しつ踪そう？




　Ｖチューバー《アウロラ》のニュースだった。

　界かい隈わいで話題になっているらしい。

「どうしたんだろう？」

「なんも事情、知らないです？」

「ぜんぜん……これ今夜のことかい？」

「そうみたいです。今くらいに配信の予定だったんだけど、Twitterに変なこと書いて配信が始まらないって」

「機材トラブルとかじゃ？」

「公式も黙ってるし、トラブルだとすれば〝人〟かもですねー」

　可能性は高そうだった。

　Ｖチューバーの外見はキャラクターだが、演じているのは人間だ。

　──精神的なトラブルが？

　昼間の電話が関係あるのだろうか。

　イベント用イラストを断られたくらいで、活動を続けられない理由にはならないと思うが。

「うーん……気になるけど、僕にできることはないね。イラストの依頼があったけど、スケジュール的に断ったばかりだし」

「そうなんだ」

「エビ子と悠ゆうコのほうだけど……合同誌のこともあるし、僕も忙しい。しばらくは活動休止でいいんじゃない？」

「わかりましたー。表紙が完成したら、その宣伝だけ、海え老び名な水み織おりでやっときますね」

「それがいいと思う」

　彼女の配信は、もともとは同人活動の宣伝が目的だ。

　妥だ当とうなところだった。

　水織がスマホで時刻を確認する。

「じゃ、帰りまーす」

「うん」

　玄関のドアを開けたところで、水み織おりが照れくさそうに言う。

「あの……正直、配信にアンチコメがついて、ちょっとムカついてたんですよね」

「仕方ないよ」

　落ちこむんじゃなく、怒るところが水織らしいが。

「でも、ユウトせんせーに話したら、怒りを向ける先が決まったっていうか……あたしがバンバン活動したら、アンチは悔しいじゃん？」

「……そうだね。君が良い絵を描いて、サークルが人気になれば、エビ子と悠ゆうコの知名度も上がるだろうし」

　宣伝用の配信なのだから、主従が逆という気もするが。

　にやり、と水織が笑みを浮かべた。

「アンチざまぁー」

「おいおい……」

「ありがと。……悠コとやってよかった、です」

　言いながら、彼女はドアを閉めた。

　商業活動と違って、ネットでの創作活動ではどうしても感想が目に入る。それはそれで大変だと思う悠ゆう斗とだった。
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　火曜──

　以前なら、乃のノの香かが来てくれる日だ。

　しかし、彼女は今はイラストに専念している。そう勧めたのは悠ゆう斗とだった。後悔はしていない。伸びているときに集中しなくて、いつ集中するのか……

　バリッと足を引っかかれた。

「痛ッ!?」

　悠斗に爪を立てたのは、猫のワコムだった。ここ数ヵ月でだいぶ育って、もう仔こ猫ねこという大きさではない。

　ウニャア！

　ゴハンの催さい促そくも力強くなった。

「……僕の足は、爪つめ研とぎじゃないぞ？」

　ぼやきつつ悠斗は椅子から立ち上がり、台所に向かう。餌袋を引っ張り出したが……

　少ない。

「あ……しまった」

　残り１食ぶんもないとは失態だ。

　買ってくるしか。

　しかし、今は出掛けたくない。

　もう少しで、今描いている絵が終わるから、テンションを落としたくなかった。

　イラストは制作者が完成と思ったときが完成という面がある。無限に手を入れることも可能だ。だから、頭の中にイメージを描き、それに実物が重なったときが、目安になる。

　そのイメージは、だんだんと変化する。

　早く完成させたい。

　しかし、あと２時間は必要だろう。

　猫が待ってくれるだろうか？

　餌袋まで出したせいで、ワコムは悠斗の周りをぐるぐる回って、ゴハンを心待ちにしていた。こんな少量で仕事机に戻ったら、どうなるか？

「……猫にまで失望されたくないなぁ」

　悠斗は頭を切り替えた。

　まず餌袋に残ったぶんを与え、ワコムの機嫌を取っておく。

　ジャンパーを羽は織おり、サイフに手を伸ばしたところで、玄関のドアが開いた。

　買い物袋を提げた乃のノの香か──ではない。

「せんせー、ちわー」

　制服姿の水み織おりだった。

「……なんだ」

「ちょっ!?　その反応は傷つくんですけどー!?」

「あ、ごめん……乃ノ香ちゃんなら、猫のゴハンを買ってきてくれると思って」

　水織が歯は噛がみする。

「そんなの、あたしだって買ってこれるし！　お金ちょうだい。どこで売ってるやつ？」

「コンビニで売ってると思う。これで……」

　５０００円札を渡す。

「ユウトせんせーの餌も必要っぽいですねー？」

「あ、そういえば……何もないや」

「適当にお弁当を買ってくるから、この子の話を聞いてあげてくれる？」

「え？」

　どうやら、ドアの向こうに、もう１人いるらしい。

　しかし、なかなか姿を見せなかった。

　水織が強い口調で言う。

「ここまで来て！　びびって帰っても、どうにもならないでしょ!?」

「……う、うん」

　力弱くつぶやいて、もう１人の少女がやっと姿を見せた。

　水織と同じくらいの歳としだろう。顔が隠れるほど前髪の長い子だった。こちらは黒色のワンピース型の制服を着ている。

　別の高校の子か。

　襟が大きくて体型が出にくい服にもかかわらず、それでもわかるくらい胸が大きかった。

　目が合うと、彼女がビクッとひるむ。

　自慢にならないが、悠ゆう斗とは細身で童顔なので、初対面の女性に怯おびえられたなんて初めてだった。

「え、えっと……君は？」

「ううぅ………………ひゃあっ!?」

　口ごもっている少女の背中、ばーんと水織が押したらしい。女の子を部屋へと放りこんだ。

「んじゃ、２匹ぶんの餌を買ってきますねー。あたしをパシリに使ったぶん、ちゃんと話を聞いてあげてよね、せんせ！」

　ドアが閉じられた。

　残されたのは、びくびくと怯おびえている女の子と、事情がわからない悠ゆう斗とだけ。あとは、猫のワコム。

　できるだけ優しく尋ねる。

「……なにか、あったのかい？」

「う」

「……そんなに話しにくいことなら、水み織おりさんから聞こうか？」

「いえ……」

「うん？」

　ぐっ、と彼女が身を固くした。

「本当に……信じても？」

「残念ながら、言葉を重ねる他には、何もなくてね……水織さんの紹介ってだけじゃ不満かな？」

「その水織ちゃんが…………ううん……わかりました。他に頼れる人なんて、いないし」

「…………」

　悠斗は言葉を待つ。

「わ……私が……」

「ん？」

「私が……アウロラです」

「……え？」

　Ｖチューバー《アウロラ》は、やたらテンションの高いトークと、素人離れした歌唱力が魅力で、大おお勢ぜいのファンを獲得している。

　目の前にいる少女は、声さえも違っているように聞こえる。

　悠斗は容姿をデザインしたが、中の人には会ったことがなかった。嘘うそだと決めつける気はないが。

「私が、アウロラなんです！」

「そ、そうだったんだ……」

　驚いた。

　彼女がうつむく。

「そうですよね……がっかりしましたよね。私、ぜんぜんアウロラのイメージから遠いから。そのせいで、キャラデザの人には会わないほうがいい──ってプロデューサーに言われちゃって」

　先に会っていたら、アウロラのキャラデザが変わった可能性は、否定できなかった。

「えっと……アウロラさん？」

「モミジでいいです……」

　本名なのか、水み織おりのような芸名なのかはわからないが、そう呼ぶことにする。

「じゃあ、モミジさん。今、アウロラには問題が起きてるみたいなんだけど、それに関わることで話があるんだよね？」





　　　　†






　ゴミ袋を足でどけて場所を作り、どうにかコタツの前に座ってもらった。

　モミジが部屋を眺める。

「あの……イラストレーターさんって、こんな感じなんですか？」

「ごめん。今は猛烈に忙しい状況が続いてて……いや、僕が面倒がってるだけかな……他の人はもっと清潔にしてるよ」

「ですよね！　あっ、ごめんなさい……ちょっと驚いちゃって」

「気にしないで」

　その後、ようやく本題に入った。

「水織ちゃんには話したんですけど、アウロラのプロデューサーが……」

「ローシュタインプロの沼ぬま掘ほりさん？」
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　名前を出したら、モミジが身を固くする。

「そ、そうです……あの人の、やり方が強引で。私、どうしても我が慢まんできなくて」

「なにをしたの？」

「お金を使って、好意的なコメントやブログを書かせたり、掲示板とかTwitterで褒めさせたり」

「なるほど、ステマか」

　ステルスマーケティング──一般の視聴者を装って好評を広めることだ。

　売り手が商品を褒めても疑われる。

　しかし、お客さんの言葉は、信用されやすい。

　ネット上の発言の多くは匿とく名めいだ。そうした宣伝が行われやすい場所だった。

　モミジが言いにくそうにしつつも、言葉を続ける。

「それだけじゃなくって……他の人を悪く言ったりも……いわゆる、アンチ活動もしてるみたいで」

「ええっ!?」

　──なんてバカなことを。

　ステマと同じで、一般人の振りをして批判すれば、お客さんの意見をいくらかは左右できる。

　水み織おりの言っていたことを思い出した。

　最近、批判的な感想が増えている、と。

　沼ぬま掘ほりのスカウトを断った時期と重なっている。

「もしかして、エビ子にも？」

「わかりません。誰に何を書かせているかまでは……でも、そういう相談を電話でしてるの聞いたし……酔ったとき、やってるって言ってて、ちょっとメールも見えましたから、間違いないです」

「酷ひどいな」

「Ｖチューバーやってたら、ネットで叩たたかれるのは、よくあることです。だから、どのコメントがそうなのかまでは……」

「雇われていようと、本物の一般人だろうと──匿名で他人を批判するのは、いいことじゃないけどね」

　モミジが深くうなずいた。

「腹立たしいです」

　落ちこむのではなく、怒る。

　水織と同じだ。そんな共通点を見つけて、友達なんだな──と悠ゆう斗とは思った。

　はぁ～、と彼女がため息をこぼす。

「でも、私……プロデューサーのことが恐こわくて」

「沼ぬま掘ほりさん？」

「っていうか、大人の男の人って……みんな、恐いです」

「そう？」

　ちらり、と彼女はこちらを見た。

「まぁ、誰でも恐いってわけじゃないですけど。あっ、先生がケンカ強そうじゃないからって話じゃないですよ？」

「う、うん」

　──そのフォローは必要だったかな？

「そんなわけで、もうそんなズルは嫌だ。辞めてやるって言ったんですけど……契約があるから、辞めるなら違約金が必要──って言われまして」

「契約？」

　モミジがスマホを見せてくる。

「これです」

　びっちりと文字が書かれ、読ませる気のなさそうなシロモノだった。

〝合意なく契約を履り行こうしない場合には、違約金が必要となる〟と明記されている。金額は、冗談みたいな数字だった。

「むちゃくちゃだ」

「でも、判子を押しちゃったんですよ」

「いやいや……君は未成年だよね？　ご両親は、なんて言ってるんだい？」

　モミジが苦い顔をする。

「私、リアルでは暗いしデブだし短足なんで……親に〝アイドルなんか絶対に無理〟って言われて、ケンカしちゃって……判子を勝手に持ち出しちゃったんです」

「うわぁ」

「バカなことしたと思ってます！」

　彼女が肩を落とす。

　たしかに、バカなことをした。未成年者のした約束なら、法的な対抗手段もあっただろうに、書類だけを見れば立派に大人同士の契約だ。

　とはいえ、子供の過あやまちを利用したなら──沼掘という男には嫌悪感を覚えた。

「どうにかできないか、と相談に？」

「はい」

「……水み織おりさんとは、ネットかなにかで友人に？」

　アウロラは有名なＶチューバーだ。水織も今はＶチューバーだし、以前は顔出しで配信をやっていた。知り合っていることに不思議はない。

　モミジが首をかしげた。

「私のこと……聞いてないんですか……？」

「申し訳ないけど、なにも」

　彼女は意外そうに目を丸くする。

　そして、昔を思い出すように語りはじめた。

「私たち……中学まで、ジュニアアイドルをやってたんです、よ」

「水み織おりさんと君が？」

「はい。一緒のグループでした。小学生のときから同じスクールでダンスも歌も習って」

「なるほど」

　幼おさな馴な染じみというか、仲間……あるいは、親友か。

　そういえば、アウロラも歌唱力を評価されていた。

「グループは人気あったんですよ？　とくに、水織ちゃんが……別格でした。上う手まいし、綺き麗れいだし、脚が長いし」

「ふむ」

「でも、14歳のとき……」

「水織さんが辞めたんだっけ？」

　グループのエースが抜けたのは、けっこう影響がありそうだと思った。

　モミジが息を呑のむ。震える声で問うてくる。

「み、水織ちゃん……本当に、そう言ってたんですか？」

「うん」

　彼女が表情を歪ゆがめる。

　女子高生が、こんな苦く悶もんに満ちた顔をするのか──と驚いた。

　モミジが首を左右に振った。

「違う。違うんです……辞めたんじゃなくて……水織ちゃんをステージから突き落としたのは、私だから」

「なっ!?」

「私のせいで、水織ちゃんは……」

「そ、それは……本当に？」

　こくり、とモミジがうなずいた。

　水織の言葉を思い出す。




〝公演中に……グループメンバーの１人に後ろから押されて、ステージから落ちて、膝を壊しちゃったんですよ〟




　──本当だったのか。

　モミジが続ける。

「そんなふうに……エースがいなくなって……公演中だったから、お客さんも見てて……雰囲気は最悪になって……グループは解散したんです」

「……そうか」

　彼女が歯を食いしばる。

「ッ……私、中学校に行かなくなって、ずっと部屋に籠こもってて……」

「うん」

「だ、だけど……ネットでＶチューバーを見て……また……あのキラキラした世界に戻りたいって、思ってしまって……それで」

「契約したのか」

　元人気ジュニアアイドルとはいえ、その活動のせいでヒキコモリになったのか。それなら、両親がＶチューバーに反対するのは理解できる。

　そして、故意だろうと事故だろうと、そんな出来事があったら、もうアイドルを続けるのは難しいだろう。

　Ｖチューバーならば素す性じようを隠して活動できる。モミジの想おもいもわかる気がした。

　彼女が瞳を潤うるませる。

「でも……がんばってるのに、また変なことになって……やっぱり、罰が当たったのかなって」

　悠ゆう斗とは思案する。

　最初は、アウロラにかかわる事情を聞き、可能ならば解決の手伝いを──と思っていた。

　けれども、もっと根は深そうだ。

　悠斗は考える。

「……関係ないことを訊きくようだけど……今回、モミジさんから、水み織おりさんを頼ったのかい？」

「まさか！　私は……恨うらまれてると思ってたから……」

「水織さんから、君に連絡が？」

　彼女がうなずいた。

「声や歌で……アウロラが私だって……ずっと前から気付いてたみたいです」

「すごいな」

　正直、これだけ話しても、悠斗には別人としか思えなかった。

「軽くボイス加工までしてるんですけど」

「……たぶん、水織さんは君のことを許してる。それは信じていいんじゃないかな？　昔のことを気に病んでるだろうけど」

　モミジがうなずいた。

「はい。そのことは、一応……ユウト先生、いい人みたいですし」

「あ、そうか……」

　水み織おりが紹介したのは、悠ゆう斗とだ。

　今回の件を解決できれば、結果論ではあるが、水織はモミジの為を思って行動したことになる。

　逆に解決できなければ、実は許しておらず、迂う遠えんな復ふく讐しゆうだったとも考えられる。

　──とんでもないものを押しつけてきたな!?

　モミジには今でも後悔の念があるだろう。

　しかし、被害者である水織が許していると思えたなら、少なからず精神的に救われるだろう。

　失敗したら？　ヒキコモリに戻ってしまうかもしれない。

　バーン、とドアが開けられる。

「たっだいまでーす!!」

　水織が帰ってきた。





　　　　†






　ワコムにゴハンをあげ、水も替えた。

　ふにゃ、ふにゃ。

　そんな猫をモミジは眺めていたが、とくに何も言わなかった。猫派ではなかったか。

　隣に水織が座った。

　わくわくした顔で尋ねてくる。

「んで？　話は聞けた？」

「そうだね……ずいぶんと責任重大なことを頼まれたもんだけど。なぜ、僕に？」

「わかりません？」

「まぁ……僕がアウロラのイラストレーターだからか」

「そ」

　たしかに、悠斗しかいないだろう──アウロラの関係者で、モミジ側に立ちそうな人物は。

「……荒事は苦手なんだけど」

　水織が身を乗り出す。

「わかってますよー。だから、いろいろ考えたの。Twitterにぶちまけてやるとか」

「ダメだよ」

「なんでですか？」

「契約書に、契約内容を公開するのも禁止──と書いてある。そりゃ、娯ご楽らく産業は風評に弱いから、告発すればローシュタインプロにはダメージがあるだろうけど……そのぶんも含めて賠ばい償しよう金きんを請求されるかもしれないよ？」

「うっ……」

「モミジさんは未成年だから、ご両親に請求が行くかもしれない」

「だ、だめです！」

　ぶんぶん、とモミジが首を左右に振った。

　子供のしたことで、親が破産したら、親子仲がどうなるか……

　それに、と悠ゆう斗とは付け足す。

「ステマの証拠は？　それがないと告発もできないよ」

　モミジが考えこむ。

「録音でもしておけばよかったでしょうか？」

「いや……音声は加工できるからね」

　警察の科学捜査なら、加工の痕こん跡せきすら見つけられるらしいが、そういう話ではないだろう。

　水み織おりが尋ねる。

「他には、何かないわけー？　アウロラって品のないトークが多いけど、そういうのを強制されてたりは？」

　だとしたら、許せるものではなかった。

　モミジが手を横に振る。

「あっ、あれは、私が勝手に」

「そうなんだー!?」

「プロデューサーは清せい楚そ可か憐れんキャラをやらせたかったみたいですけど、間が持たなくて。あるとき〝おっぱいが大きいと肩が凝るんです〟ってやってみたら、ウケがよかったものでズルズルと……お色気トークが持ちネタとして定着しちゃいました」

「バカねー」

　水織が額を手で押さえた。

　悠斗は尋ねる。

「じゃあ、他に辛つらかったことは？」

「そうですね……一番は……痩やせるように言われたのが、本当に無理でした……ヒキコモリ生活で、すっかり肉がついてたんで……」

「そ、そうか」

　モミジの頭を、水織がはたく。

「自じ堕だ落らくは女の敵だよ!?　いくらＶチューバーだからって、肉は声に出るでしょー。痩やせなさい」

「正直に答えたのにー」

「そういうんじゃなくってさー」

「とにかく、私は！　ステマなんかに頼らなくても、人気を取れるってことを証明したいんです。あと自覚はあっても、デブだのノロマだの言われるのがムカつくッ…………あ、でも、辞めるのは無理みたいで……違約金なんて……どうしたら？」

　しゅん、とモミジがうつむいた。

　水み織おりが見つめてくる。

「ってことでー、ユウトせんせ、なんとかしてもらえません？　一応、友達なんで♪」

　モミジにもそれなりに問題はある。

　しかし、困っているのは間違いない。

　放っておくのは可哀かわい想そうだ──と悠ゆう斗とは思ってしまった。

　どうしたものか？

　いつもなら、錦にしきに相談するところだが……どうやら、彼は重要な仕事に集中しているらしい。詳しくは聞いていないが、ここ数年にはなかった気迫を感じる。邪魔したくなかった。

「……ステマに暴言に、無む茶ちやな契約か……僕にできることなら、なんとかしてあげたいと思う」

「だよねー」

「ありがとうございます！」

　水織が笑みを浮かべ、モミジが深々と頭を下げた。

「……そのためには、証拠と交渉の場が必要だろうね。モミジさんの言葉を信じないわけじゃないけど、話を聞いただけでは」

「やっぱり、録音しておくべきでしたか……でも、仕事中はスマホを取り上げられてるから」

「僕のほうの準備は、どれだけ急いでも金曜になる。それまでに、なにか証拠を……」

　ばっ、と水織が立ち上がった。

「いいわ！　あたしに考えがある、任せて！」
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　作戦決行──

　金曜の放課後だった。

　水み織おりは西にし新しん宿じゆくを訪れる。

　ローシュタインプロの事務所があるのは、雑ざつ居きよビルの４階らしい。

　駅のトイレで制服から私服に着替え、髪の色も戻した。とある女子高生ではなく、海え老び名な水織でもなく……

　今日は、Ｖチューバーのエビ子だった。

「さて……行きましょっかー？」

　つぶやきに言葉を返す者はいない。

　単身だった。

　来らい訪ほうを告げると、受付け嬢じよう──というか、おそらく事務職の女性だろう。案内されて、水織は会議室に通された。

　部屋は広くないが、楕だ円えん形けいのオシャレなテーブルに、うねるようなデザインの椅子が６脚ほど。

　壁に隙すき間まなく重ねるようにアイドルやＶチューバーのポスターが貼ってあり、本棚には関連するらしい雑誌やムックが並べてあった。

　自分も、このキラキラした人たちの１人に……

　この部屋を訪れた子たちは、そんなふうに考えるのかもしれない。

　水み織おりは子供の頃のことを思い出した。

　──自分も、かつてはこの中に。

　ノックの音がして、記憶の底から引き戻される。

「はい」

「失礼いたします！」

　予想外にさわやかな声と共に入ってきたのは、芸能人みたいなイケメンだった。細くて背が高い。七三分けで細ほそ縁ぶちの眼鏡めがねと仕立てのいいスーツから、真面目そうな印象を受ける。

　水織は椅子から立って、お辞じ儀ぎした。

「はじめまして」

「ええ、はじめまして、ローシュタインプロの沼ぬま掘ほりです！　よく来てくれましたね。エビ子さんと呼びますか？　それとも……」

「エビ子でいいですよー」

「わかりました！　エビ子さん、まずはお掛けください」

　お茶が出てくるまでは、今日は少し暑いですよね？　ここまでは電車ですよね？　駅から少し遠いですよね？　といった他た愛あいもない会話をした。

　沼掘が申し訳なさそうに言う。

「ああ、すみません……会社の規則だもので、会議室ではスマホの電源を切っておいてもらっていいでしょうか？」

「わかりましたー」

　水織は革かわ鞄かばんからスマホを取り出すと、電源を切ってテーブルの上に置いた。

　それから、ローシュタインプロの説明をされる。

　元々はイベント運営をしている会社だったが、昨今の流行に乗る形でアイドル事務所も始めたらしい。

　強みは、新人アイドルだと活動機会が限られるが、本業がイベント運営の会社なので、そうした場を作りやすいところ。納得できる話ではあった。

　沼掘が確認するように問うてくる。

「ですが、今はネットの時代ですよね？」

「そう思います」

「私たちはＶチューバーに力を入れていきたいんですよ。まだ大手が独占しているジャンルではないので、伸びしろがあると思いませんか？」

「そうですね」

「ただ、ネットだけでは頭打ちというか、偶発的なバズりに期待するしかない。リアルのイベントも併用したら、しないよりは人目に触れる機会が増えると思いますよね？」

「はい」

「エビ子さんには人を惹ひきつける魅力があります。もっと日本中に。海外へもアピールしていく価値がある。私たちには、そのノウハウがあります。協力できたら素晴らしいじゃありませんか？」

「なるほどー」

　おかしなことは言っていなかった。

　沼ぬま掘ほりの口調が変わる。秘密の話を打ち明けるように、小声に。

「……実は、会社としては、他に数名の候補者が挙がっていたんです。でも、私はエビ子さんに一番可能性を感じまして」

「あはは……どうもー」

「今回は、上司に魅力を説明して、お声掛けするのを最初にさせてもらったんです。契約できる枠は決まっていますからね」

「わー、うれしいですー」

　大おお勢ぜいのなかから最初に声をかけたと言われたら、悪い気はしないか。

　誰にでも言っているのかもしれないが……

　沼掘の口調が事務的なものへ戻る。

「ひとつのパターンとして、エビ子さんが弊へい社しやの契約社員になって、普段はイベント運営のスタッフをしつつ、アイドル──失礼──Ｖチューバーとしても活動してもらう、というケースもあるんですが」

「え……」

「エビ子さんは高校生だと聞いているので、それは無理ですよね？　社員は寮りよう住まいになるし、地方イベントだと泊まりになるし」

「無理です！」

「わかっていますとも。ですから、今回はスタッフとかそういうのは一切なし！　今までどおり学生生活を送りつつ、Ｖチューバーとしての活動に専念していただければ大丈夫です。私が保証します」

「そのほうがいいですねー」

　水み織おりは安あん堵どしたように吐と息いきをついた。

　沼掘が紙を取り出す。

　小さい文字が、びっちり書いてあった。

「契約書です。説明しますから、読みながら聞いてください。要するに、弊へい社しやローシュタインプロがエビ子さんの活動をバックアップし、各種イベントへの参加をセッティングしていきますよ──ということです」

「おおー」

「ぜひ、私に活動のバックアップをさせてください。世の中に、エビ子さんの魅力を広めたいんです。大おお勢ぜいが憧れるような有名人になりたくありませんか？」

　水み織おりはうなずく。

「…………なりたいです」

　にこっ、と沼ぬま掘ほりが笑みを浮かべた。

「よかった！　エビ子さん、身分証は持ってきていますか？」

「はい」

　胸ポケットから生徒手帳を引き抜いて、渡す。

「ありがとうございます。あとは電話でも言ったと思うんですけど……今日、印いん鑑かんは？」

「これでいいですか？」

　革かわ鞄かばんから黒いプラスチックケースを出した。彼が手を伸ばしてくる。

「失礼しても？」

「はい」

　沼掘がケースを開け、プラスチック製の印鑑を確かめた。

　水織は不安げに尋ねる。

「……それ、お母さんのを黙って持ってきちゃったんですけど」

「ああ、そういう子、けっこういますよ」

「よくあることなんですか？」

「ときどきは。この印鑑で問題ございません。それでは、こちらの契約書に住所と名前を書いて、捺なつ印いんしてください」

「保護者の欄らんがあるんですけど？」

「エビ子さんは未成年ですからね。お母さんの名前を書いてもらえれば大丈夫です」

「わかりました」




　──大丈夫なわけないでしょ。
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　悠ゆう斗とは西にし新しん宿じゆくのカフェショップで、コピー用紙にボールペンを走らせていた。

　構図を考えるだけなら、高級なタブレットＰＣまでは必要ない。

　２杯目のコーヒーを飲み干した。

「……」

「せんせ、たっだいまー」

　向かい側の席に、銀色の髪の少女が腰を下ろす。

「おつかれさま。どうだった？」

「今日、けっこう暑いのに、暖房が効き過ぎで、汗かいちゃいましたー」

　水み織おりがスカートの端をつまんで、ぱたぱたと揺らした。タイツをはいていない肌色の太ももだけでなく、その奥まで見えそうになる。

　悠ゆう斗とは視線を逸そらした。

　平日で、昼休みとティータイムの境の時間なので、客は少ない。それでも、誰が見ているかわからないものだ。ヒヤヒヤする。

「……気温の話じゃなくてだね」

「あー、うん。めっちゃ黒だったー。聞きます？」

　水織が白いワイヤレスイヤホンを片方だけ差し出してきた。

　悠斗は受け取り、耳に付ける。

　もう一方を彼女自身が使い、端から見れば仲良く音楽を聴いているように見えるかもしれない。

　流れてきたのは、褒められたものではない勧誘のやり取りだった。

「……僕も、詳しくはないんだけどね」

「うん」

「これは、酷ひどくないかい？」

「笑っちゃいますよねー」

「まぁ……本当に詳しくないから、よくわからないんだけど」

　悠斗はぽりぽりと頭を掻かいた。

　違和感はあるが、説明ができない。

　水織が手にしたアイスコーヒーに口をつけ、喉を潤うるおした。

「最初に他た愛あいもない話で、あたしに〝そうですねー〟しか言わせないのは、そういうセールストークよねー。定番のナンパテクでもあるらしいですよー」

「ナン……!?　そうなんだ」

「例えば──天気いいね？　今日はお休み？　今３時だよね？　お茶しない？　うなずいてると、つい誘い文句にも〝はい〟って言っちゃうじゃないですか？」

「……なるほど」

「ＹＥＳを積み重ねると警戒心は薄れますよねー？」

「そうかも」

「せんせーも、あたしに使ってみましょ？」

「いや」

「そこはＹＥＳでしょー」

「……君が僕にテクニックを使って、どうするんだい」

　えへへ、と水み織おりは笑いつつ──

　話題を戻す。

「他にも候補者がいるって話も、セールストークの基本で〝飛びつかないと損〟って気にさせるやつよねー」

「数量限定とかタイムセールと同じだね」

「そうそう……あとは先に悪い条件を言っといて、それはナシで、こっちで契約しましょうっていう」

「ああ、契約社員になってどうこうって話か。例えるなら、本当は１０００円の商品なのに〝２０００円の半額でお値打ち〟なんて売りこむみたいな」

　ときどき見かけるが──あまりにアンフェアな交渉ではなかろうか？

　水織が苦笑する。

「んもぅ！　あの沼ぬま掘ほりといかうおじさん、コテコテのセールストーク連発すぎて、笑いを堪こらえるのが大変だったんだからねー。女子高生を相手に本気出しすぎでしょ」

「……それが何度かは上う手まくいったから、繰り返してるんだろうね」

　悠ゆう斗とはため息をついた。

　彼女は冷淡だ。

「あんなのに引っかかるほうが、バカじゃん？　って気もするけど……飢えてると餌以外が見えなくなっちゃうんですかねー」

「そうかもしれない。〝大おお勢ぜいが憧れるような有名人になりたくありませんか？〟と聞かれたら、ちょっとくらい怪しいと思っていても……信じたくなるのかも」

　自分の夢が叶かなう。

　そんな提案が嘘うそだとは考えたくない。

　欲に目が眩くらむ。

　水織が鼻で笑った。

「それこそバカでしょ？　実力もないのに、他人の力で名前だけ売ってもらっても、大勢の前で恥をさらすだけじゃん」

「うん……」

　もちろん、実力があるのに、見てもらう機会が得られずに埋もれている人もいるだろう。大勢に見てもらうことで身につく実力もある。

「……でも、最後のはダメだと思う」

「ああ、印いん鑑かんの話ですか」

「沼ぬま掘ほりさんが知らなかったのならともかく、保護者の同意なく持ってきたと聞いて、そのうえで押させるなんて……あれは許せるもんじゃない」

「ですねー」

「……責任ある大人の振る舞いじゃないよ」

　水み織おりが口元に手をやった。

「わー、女子中学生に家事をさせてるせんせーから〝責任ある大人の振る舞い〟なんて言葉が出るなんて!?」

「ちょっ……!?」

　あはは、と彼女が笑った。

「乃のノの香かが好きでやってることだからいいんですけどねー」

「……そりゃ、無理強いはしてないよ」

「惚ほれさせるのも罪かもだけど」

「絵を好きと言ってくれ、応援してくれて、本当にありがたいと思ってる」

　水織が呆あきれたような顔をし、ストローを咥くわえる。ズズズズ───と音を立てた。

「…………まぁ、大人の責任を取るようなことはしてないんでしょ？」

「んん？　なんのこと？」

「童貞」

「と、突然、なに!?」

　悠ゆう斗との問いには答えず──タァーン、と水織が空になったカップをテーブルに置いた。

　透明な雫しずくが飛ぶ。

「そんで!?　沼掘が黒って証拠が欲しかったんですよね、せんせ。ちゃんと押さえたよ、次はどうします？　警察に行く？」

　悠斗は半信半疑だった。モミジの言葉を信じないわけではないが、一方の意見だけを鵜う呑のみにするのは危険だ。

　だから、調べる必要があると思った。

　下調べは水織に任せたが、ここからは自分の番だ。

　悠斗は席を立つ。

「……警察だとか法律だとか、できれば頼りたくないんだよ。相手は企業だから、裁判なんてことになったら、モミジさんの負担が大きい。両親との関係も心配だ。なにより、勝てるとはかぎらない」

「ときどき、変な裁判のニュースありますもんねー」

　自分たちが信じる正義が、法廷でも正義とは限らなかった。ときとして、驚くほど理不尽に感じられる結果が出ることもある。

「だから、まずは話してみるよ」

「よし、行こ行こ！」

「先方がどんな反応をするかわからないから、君は待ってたほうが……」

「あはは！　こんな面おも白しろいこと、外で待ってるなんてイヤ」

　──面白いか？

　悠ゆう斗とは気が重いのだが。

　ふと気付いた。

「あっ、そういえば、さっきの会話からすると……水み織おりさん、契約書に書いちゃったんだよね？　どうして、そんな無む茶ちやを……」

　水織が革かわ鞄かばんから生徒手帳と印いん鑑かんを取り出した。

　カフェショップのゴミ箱へ放りこむ。

「なんのことー？　学生証ならともかく、２００円で買える生徒手帳と、１００均の印鑑の名前なんて、信じたらダメですよねー♪」

　──偽名を使ったのか!?

　悠斗は安あん堵どと唖あ然ぜんが半々といったところで、乾いた笑いをこぼした。

　スマホを確認する。

　待ち合わせの相手が到着したようだった。
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　再び、ローシュタインプロの事務所──

　もう陽ひが西に沈みつつある。

　会議室には、背広姿の男性が何人もいた。

　一番奥の年配の男性が、にこやかな笑みを浮かべて、挨拶を述べる。

「ようこそ、ユウト先生！」

　表向きは歓迎しているような態度だ。それなのに、この場には緊きん張ちよう感が満ちている。さすがの水織でも怯ひるむくらい異様な雰囲気だった。

　しかし、意外なことに──

　ユウトは堂々としたものだ。少なくとも水織からは、そう見えた。

「……すみません、社長。お忙しいところ、急に時間を作っていただいて」

「とんでもない！　アウロラについて話があると、ユウト先生から言われたとなれば、最優先ですよ」

　元々は同行しない予定だったので、水織は詳しく聞いていなかったが──

　ユウトが〝話してみる〟と言った相手は、どうやら、ローシュタインプロの社長のようだった。

　いくら小さな会社とはいえ、いきなり代表者に直じか談だん判ぱんできるとは……

　それだけ、ユウトが重要視されているということか。

　他にも偉い立場らしき男たちが、社長の右と左に３人ずつ座っている。

　そのうちの１人は、ちょっと前に水み織おりが会った男だった。

　沼ぬま掘ほりだ。

　こちらを見て、彼がギョッとした顔をする。

　腰を浮かしかけたが、社長が話している最中とあって、結局は何も言わなかった。

　ユウトがバッグから紙を出す。

「先日、沼掘さんから依頼された件なんですが……こんな感じで描いてみたんですよ」

「ええっ!?」

　忙しいからと一度は断った仕事だったので、社長たちが驚くのも無理はない。

　末席の男性がユウトから紙を受け取り、テーブルをぐるりと回って、社長の手元へ届けた。

　それを周りの男性たちが覗のぞきこむ。

　アウロラがペットボトルを手にして、うっとりした笑みを浮かべている。それだけの絵ではあるのだが──目が惹ひきつけられた。

　社長が笑みをこぼす。

「おお、いいじゃないですか！」

　そして、周りの男性たちに意見を求める。

「なあ!?　メーカーから言われたの、こんな感じだったよな？　どうだ？」

「素晴らしいと思います」

　部下たちを代表するように１人が断言して、他の者もうなずいた。

　──素晴らしくて当然でしょ、と水織は思う。

　彼らの反応は物足りないくらいだ。

　日頃からアニメやゲームに触れている者だったら、そのクオリティが別格であることは絶対にわかる。

　以前のユウトは、上う手まいイラストレーターだった。

　少し前に、すごいイラストレーターになったと思う。

　今は、訳がわからないほど良い。

　プロ並と評される水織にすら、良い理由が説明できないほどだった。レベルが違いすぎる。基礎技術の差なのか、知識の差なのか、他の何かか……

　ユウトが描いているところを横で見ていたから、少なくとも道具に差はないと知っている。彼が使っているのは１つ旧ふるい型の液タブだった。

　そのうえ、彼は構図決めから３日もかからず背景まで完成させている。クオリティを考えると気味が悪いほどの速さだった。

　過密スケジュールをこじ開けて睡眠時間を削って描いたせいで、ユウトの眼の下には濃い隈くまができてしまっているが。

　沼ぬま掘ほりが満面の笑みを浮かべた。

「ありがとうございます、ユウト先生！　イラストのおデータは、メールで頂ちよう戴だいできますでしょうか？」

「もちろんです。ただ、その前に１つ確認したいことが……」

「はい、どのようなことでしょうか？」

　ユウトが社長へと視線を移す。

「……全てにおいて清く正しくとは言いませんが、女の子を泣かすようなことがあれば、放っておけないと思っています」

「それは、いけませんな」

「ローシュタインプロさんの契約の仕方に、問題があるのではないか──と聞きまして」

　社長が顔をしかめた。

「どこからですか？」

「……」

「いや、失礼。どんな問題でしょうか？」

「本人が、自分で言いたいそうなので、聞いていただけますか？」

　彼らが顔を見合わせる。

　誰だ？　本人？　そんな怪け訝げんそうな表情だった。

　ユウトは会議室のドアを引く。




　廊下で待っていたのは、学生服姿の少女──モミジだった。




「し、失礼します！」

　緊きん張ちようしまくっている。

　ただでさえ、顔かお馴な染じみではない人が大おお勢ぜいいると不安になるものだ。そのうえ、モミジは年上の男性が苦手らしい。

　彼女を見知っている社長たちが、意外そうな顔をした。

「君は、アウロラの……どういうことかね？」

　しっかり説明できるのか、心配だったが──モミジは水み織おりやユウトにしたのと同じことを語りはじめた。

「わ……わ……私の契約についてなんですけども……」

　たどたどしい口調ではあったが、どうにか全てを話し終える。

　ユウトは後を引き取った。

「契約を解除するために、多額の違約金があるというのは、活動のバックアップとは言えないんじゃないですか？」

　社長がますます顔をしかめる。唇が横に広がって、ちょっとカエルみたいだな──と水み織おりは思った。

「違約金ですか……たしかに、解除について条件をつけているのは確かです。しかし、我が社としては、タレントに大金を投じて名前を売っているわけです。有名になったから、もう不要──とやられたら倒産してしまいます」

「だとしても、やりたくない活動を強制するっていうのは、どうなのかと」

「タレントは表現者ですから、苦しいときもある。先生も経験がおありでしょう？　そんなときに精神的に支えるのも私たちの役目なんです」

「いや、しかし……」

　ユウトは交渉事が得意ではなかった。それどころか、フリーランスとしては交渉下手なほうに数えられるだろう。押しが弱い性格なうえ、今まで画力のおかげで営業の必要がなかったからだ。

　水織は黙って控えていたが、さすがに任せておけなくなった。

　割り込む。

「そんなことより！　保護者の同意を得ずに未成年者と契約するのは、どうかと思いますけどー？」

　社長が首をかしげた。

「……君は？」

「ユウト先生のかわいい相方でーす♡」

　えっ!?という顔を、当のユウトがしたけれども、気にしない。

　水織はスマホを取り出した。

「これ、聞いてもらいましょっか」

　再生すると、先程の──沼ぬま掘ほりがエビ子に契約させる会話が流れだす。

　沼掘が目を見開いた。

「……ッ!?」

　仕掛けは、少し考えればわかることだ。

　水織は交渉のとき、電源を切って見せたスマホとは別に、録音用のスマホを持っていたのだった。




〝保護者の欄らんがあるんですけど？〟

〝エビ子さんは未成年ですからね。お母さんの名前を書いてもらえれば大丈夫です〟




　水み織おりは肩をすくめた。

「どう考えても、大丈夫じゃないでしょー」

　社長だけでなく、他の者たちも視線を転じる。その先は、会話の声の主だった。

　沼ぬま掘ほりは黙りこんでいる。

「…………」

　役目は済んだ、ということで水織は後ろに戻った。

　社長が険けわしい表情で睨にらむ。

「これは……このような行為が事実であるなら、大変に問題ですな。契約の白紙撤回もあり得ます」

　水織は内心で喝かつ采さいをあげる。張り詰めていた緊きん張ちようが緩ゆるんだ。

　ほうっ、とユウトが吐と息いきをついた。

「……モミジさんが話したように、ステマやアンチ活動をしてるというのも、賛同しかねます。一方だけの話を聞いて判断するのはよくないと思ったんですが、こうして録音もあるわけで」

　沼掘が口を開く。

「全く知らないです」

「えっ!?」

「ユウト先生、今どき音声での証拠なんて、どうとでも作れるじゃありませんか？　会話を切ったり繋つなげたりして」

「……そりゃ……そういうことができるとは思いますけど」

「今の会話は間違いなく私の声だと思います。しかしですよ、そんな違法な交渉をしたことはございません」

　思わず、水織は激発しかける。

「ふざっけ──ッ！」

　ユウトが片手を眼前に出してきて、制された。

「録音は作り物だと？」

「身に覚えがないので、そうとしか……今の音声が本物なら、契約書の控えがあるはずですよね？」

　水織は革かわ鞄かばんに手を突っこむ。

「それならー」

「まさかとは思いますが、偽名での署名なんか入っていませんよね？　そんな人物の出した証拠が信用できるわけがない！」

「うっ……」

　水み織おりが仕掛けた側だと知って、契約書に偽名を書いたことまで悟り、逆手に取ってくるなんて。

「ご存ぞん知じだとは思いますが──契約書に偽名を書くのは、私文書偽造罪にあたる立派な詐さ欺ぎ行為です。そんなことをしているはずがありませんよね？」

　沼ぬま掘ほりが人の善さそうな笑みを浮かべた。

　水織だけでなく、ユウトもモミジも何も言えない。

　彼が言葉を続ける。

「アウロラ役に不満があることは、理解しました。どうやら、話し合いが不十分だったようです。しかし、人気は上がってきているし、大きなタイアップ企画も動いています。望んでいたとおりじゃありませんか？」

「…………でも」

「でも？」

「私は、自分の実力で……」

「自分の実力だけで有名になりたい、と──それが本心なら、最初から契約していませんよね？　無名のうちだけ頼って、有名になったから抜けたがっている、と思われても仕方ないのでは……いや、すみません。貴女あなたがそんなことを考える方ではない、と私は信じていますが！」

「うくっ……で、でも……」

「他に何か？」

　モミジが顔を真っ赤にして言う。

「……プロデューサー、私のおっぱいさわったし」

　初耳だった。

　恥ずかしくて、水織にも話していなかったのか？　あるいは……

　沼掘が肩をすくめる。

「やめませんか、そういう根も葉もない話をするのは──子供っぽいですよ。私はプロですから、命懸けでバックアップしているタレントにセクハラなんて……死んでもやりませんよ」

　証拠はない──という自信があるのだろう。

　そんなものがあれば、あれこれ遠回りせずに、最初に突きつければ済むのだから。

　むしろ、モミジの言葉の真偽は？

　今になって急に言いだしたことなので、水織でさえ信じがたい。苦し紛れの嘘うその可能性がある。

　ユウトがため息をついた。

「なるほど……沼ぬま掘ほりさんのおっしゃるとおり、証拠はないみたいですね」

「わかっていただけましたか、先生」

　沼掘が目を細めた。

　水み織おりは悔しくて拳を握りしめる。

　モミジがうつむいて泣きそうな顔をしていた。

　ユウトが頭をぽりぽりと掻かく。




「ただ、僕は裁判官でも警察官でもなくイラストレーターなので、気乗りしない仕事は、やっぱり、お断りさせてもらいます」




「はあっ!?　な、なにを言ってるんですか、ユウト先生!?」

　沼掘が声をうわずらせた。

　社長たちがうめく。

「む……」

「ユウト先生、もうイラストは完成しているんですよね？　お忙しいなか無理して描いてくださったんじゃありませんか。それは、どうする気なんですか!?　アウロラの絵なんだからウチ以外に使い道なんてあるはず……」

「まぁ、消しますよ」

「そんなことができるんですか!?」

「簡単ですよ？　Deleteキーを押すだけです」

「そういう意味じゃなく！」

「……水織さんやモミジさんが言うことが本当なのか？　沼掘さんに非はないのか？　残念ながら判断がつきません。そんなスッキリしないままイラストが使われるなんて、気持ち悪いじゃないですか」

「いや……」

「僕は絵を描くことで、関わる人たちに笑顔になってもらいたいんですよ。この絵の陰で誰かが泣くなら、この世から消しちゃったほうがいいです」

　少なくとも、モミジが泣き顔になっているのは間違いなかった。

　水織も目頭が熱くなる。

　思わず、口元を両手で押さえた。

　ユウトが立ち上がり、水織とモミジに会議室から出るよう、うながす。

　帰ろうとする自分たちを──

　社長が呼び止めた。

「待ってもらえませんか、ユウト先生。たしかに、おっしゃるとおり、これはスッキリしない」

「……ですよね？」

「私にも、どちらの言葉が真実なのか断言できないが……ひとつ確かなのは、アウロラは上う手まくプロデュースできていない、ということです」

「みたいですね」

　沼ぬま掘ほりが顔色を変えた。

「社長、私に落ち度があると!?」

「いいや……悪いのは、私だな。Ｖチューバーやらはよく知らないから、と若い君に任せきりにして、本当に申し訳なかった」

「そんな！」

「プロデューサーとタレントが、言った言わないの水掛け論をしちまうようじゃ、理由はどうあれ問題だろうな」

「しかし……私は数字を出してるんですよ!?　アウロラをここまで有名にしたのは、私です。私の成果です」

「ああ、だからな。他の子の面倒も見てやれ」

「社長ォ!?　私は会社に貢献したじゃありませんか！　先月だって一番利益を出して！」

「……利益か……稼げば、何をやってもいいってことじゃねえんだ、沼ぬまァ。お前の電話とパソコン、調べさせてもらうぞ？」

「えっ!?　それは……私を信用していないんですか？」

「信用したいから調べるんだ──おい」

　社長が周りにいた男性たちに目配せをした。

　心得たもので、彼らは沼掘を取り囲むと、引きずるようにして会議室から連れ出す。

「沼掘君、スマホを見せてくれるかい？　あと、ＰＣのパスワードをだね」

「ま、待ってくださいよ……私は売り上げ社内一なんですよ？　なら、私のやり方が一番正解ってことじゃないですか!?　話を聞いてくださいよ！」

「もちろん、聞かせてもらうとも。調べたあとで」

　ドアが閉じられた。

　喧けん噪そうが遠ざかる。

　静かになった。

　社長が、モミジに問いかける。

「そんなわけで……どうだろうか？　他のプロデューサーと組んで、もう一度アウロラをやってみては」

「他の……」

「それでダメなら、辞めてもかまわない」

「本当ですか!?」

　しっかりと、社長がうなずきを返した。

　そして、ユウトに尋ねる。

「新しい者を、ここへ呼んでかまいませんかな？　今後は、そいつにユウト先生のことも担当してもらいます」

「……モミジさんがいいなら。僕としても、徹夜で描いたイラストを消さずに済むほうが嬉うれしいです」

　水み織おりは今度こそ安あん堵どの吐と息いきをついた。

　モミジがこちらを見る。

　涙が頬ほおを伝った。

「ありがと……ありがとう！　水織ちゃん」

「ん。お礼なら、ユウトせんせーに言いなよ。あと……がんばりなさいよねー」





　　　　†






　事務所の玄関を出ると、もう陽ひが沈んでいた。

　モミジが新しいプロデューサーと打ち合わせのため、近所の喫茶店へ向かう。

　ぶんぶん、と元気よく手を振っていた。

「本当の本当に、ありがとうございましたー!!」

　あんな明るい表情は、再会してから初めて見る。心からの笑顔だった。

　水織は自然と口元が緩ゆるむ。

　銀色の髪をかきあげた。

「ふふ……ユウトせんせーってば、意外と度胸あるじゃないですか」

「はぁぁぁぁ～」

　魂が抜けるような息を吐き、ユウトが壁にもたれて、ずるずるとしゃがみこむ。

　水織は思わず後ずさった。

「ど、どうしたんです!?」

「……つかれた」

　彼が両手を持ち上げる。

　汗でぐっしょり濡ぬれていた。かすかに震えている。

　声まで震わせて。

「は、はは……度胸なんて、ぜんぜんないよ。ずっと震えてた。逃げ出したくて仕方なかったよ」

「ウソでしょ？」

「……大人の男の人って、恐こわいよね」

「あんな強気に交渉してたのに」

「……だって、僕が弱気になったら、君たちを助けられないじゃないか」

　水み織おりはまじまじと彼を見つめた。

「無理してたんだ？」

「まぁ……腰が抜けて立てないくらいにね……がっかりさせたかな」

　ユウトが手の汗をシャツでぬぐった。

　水織は、その手を引ったくるように握りしめる。

「ホントだよ、がっかりですよ、ユウトせんせー!!　ほら、立って！　駅まで歩く！」

　手を引っぱって立たせると──彼は産まれたばかりの子鹿のように、足元がおぼつかなかった。

「あわわ……タクシーを使おう」

　水織は笑いながら、ユウトの腕を抱えこむようにする。

「だーめ♡」

「ちょっ……水織さん、倒れる、倒れる」

「あたしが支えてあげるから、ちゃんと歩いてください？　こんなの、握手会どころじゃないサービスですよー？」

「要らないから」

「ひどーい!?」





　　　　†






　後日──

「本当にありがとうございました！　ユウト先生のおかげです！」

　モミジが深々と頭を下げる。

　月曜の夕方だった。

　悠ゆう斗とはペンを握ったまま、結果を尋ねる。

「結局、どうなったんだい？」

「私は改めてローシュタインプロと契約を結び直しました。今度のは、ちゃんと３ヵ月前に言えば解約できる決まりです」

「細かい条件も読んだ？」

「ばっちりです！」

　モミジは元気を取り戻し、声も弾んでいる。

　隣には、水み織おりがいた。学校帰りなので、制服姿で黒髪だ。

「もう、妙な男に引っかからないようにねー？」

「ううぅ……変な言い方をしないでよ、水織ちゃん」

「新しいプロデューサー、どんな人ー？」

　一応、事務所で紹介はされたが、じっくり話したわけではない。その為人ひととなりは、悠ゆう斗とも気になるところだった。

　モミジが相そう好ごうを崩す。

「イケメンで優しくって、なんと東大卒なんだって！　あ……ちゃんとマジメそうな人だよ？　ステマなんてしないって約束してくれたし。あと、ステーキおごってくれた」

「は、はは……」

　水織が呆あきれたような乾いた笑いをこぼした。

　微妙に不安だが……本人がしっかり考えていれば、大丈夫だろう。

　モミジが言う。

「あ、沼ぬま掘ほりさんは、プロデューサーじゃなくなったみたい」

「へー？」

「スマホやＰＣを調べてみたら、いろいろ見つかったみたいで。他のＶチューバーの子ともいろいろあったんだって」

「外されたわけね。それでもクビにならないんだねー」

「なんでだろうね？」

　２人が、教師に答えを求める生徒のような顔をして、こちらを見た。

　悠斗は作業する手を止めないまま。

「……会社に入ったことない僕に、わかるわけないんだよなぁ」

「あー」

「ですよね」

　ぱっ、とモミジが話を切り替えた。

「そうそう！　水織ちゃん、アウロラとコラボやりませんか？」

　Ｖチューバーは誰かと一緒に配信をやることが多い。友達との雑談のノリが、ウケるのだとか。

　水織がうなずいた。

「みんなやってるもんねー。いいんじゃない？　交互に青汁を飲んだりするんでしょ？」

「やらない。それは、やらない」

「あはは……」

「オーケーなら、後でちゃんとした申し込みを送らせてもらうね」

「ん。無報酬ならいいよー。あたし、Ｖチューバーを仕事にする気はないから」

「わかった、そう言っとくー」

　悠ゆう斗とは内心で安あん堵どの吐と息いきをつく。

　エビ子は事務所に所属してはいないけれど、一緒に配信をするなら、アウロラのほうが釣り合いが取れると思う。

　──僕は、悠ゆうコを卒業できそうだな。

　お役御免だ。

　大変だったけれど、楽しかった思い出もある。

　わずかに口元がほころんだ。

　水み織おりが首をかしげた。

「せんせー、なんか自分は関係ないって顔してますけどー？　エビ子が出るなら、悠コも出るんですよー？」

「は？」

「相棒なんだから、当然でしょ」

　うんうん、とモミジまでうなずく。

「私、悠コちゃんと話すのも楽しみです」

「……いやいや……待って。アウロラの配信だよね？」

「うん」「はい」

　悠斗は口元を引きつらせた。

「いつも、ものすごい視聴者数になってるよね？　そんなとこで、僕は女の子に扮ふんして、自分のデザインしたキャラクターと話すの？　おかしな人すぎない？」

「うわぁ、倒とう錯さく的てきー♪」

「斬ざん新しんです、ユウト先生！」

　絶対にお断りだった。

　モミジがスマホを確認し、慌てて立ち上がる。

「あ、そろそろ行かないと……夕方に、ボイトレ入ってるんです」

「へー、がんばってるじゃん」

「もちろん！」

　彼女はもう一度しっかりとお礼を言ってから、悠斗の部屋を出て行った。

　また２人きりになる。





　　　　†






　水織がコタツでくつろぎながら、作業している悠斗を眺めていた。

「……」

「…………」

「………………」

　イラストを描きながら、悠ゆう斗とは尋ねる。

「……水み織おりさん、同人誌の原稿はいいのかい？　そんなに時間は残ってないと思うけど」

「睡眠時間を削りつつー」

「身体からだを壊すよ？」

「せんせーは寝てるんですか？」

「まぁ……ときどき」

　説教できる立場ではないな、と悠斗は諦めた。

　話題を変える。

「……ひとつ、訊ききたいことがあってね」

「ショーツの色ですか？　黒ですよ」

「訊いてないんだよなぁ……まぁ、言いにくいことならいいんだけど……14歳の頃の、君とモミジさんの事故のこと」

「うん？」

「……本当に、事故だったんだろうか？」

「故意だったかも？」

「断言する根拠はないんだ。でも、モミジさん、今回の件では被害者なんだけど、根っからの善人とは思えないというか……」

　あはは、と水織が笑った。

「そーですね。そもそも、あたしをケガさせたことで落ちこんで学校に行かなくなったはずなのに、ネットでＶチューバー見てるとか」

「……」

「親に反対されたからって、勝手に印いん鑑かんを持ち出しちゃうとか」

「良い子ではないね」

「ステマの話にしたって、けっこう前に知ったはずなのに、契約を解除したいって言いだしたのは、最近？」

「たぶん」

「ふふふ……飲料メーカーとのタイアップ企画が決まってからですか？　沼ぬま掘ほりって人の言ってたこと、意外と的まと外はずれじゃないですよねー」




〝自分の実力だけで有名になりたい、と──それが本心なら、最初から契約していませんよね？　無名のうちだけ頼って、有名になったから抜けたがっている、と思われても仕方ないのでは〟




　モミジは無む辜この犠牲者とは言いい難がたかった。

　水み織おりが尋ねてくる。

「それ、最初に会ったときから、気付いてたんじゃありません？」

「引っかかりはあったよ」

「じゃあ、どうして助けたんですか？」

　困っている人がいたら、手助けしたいと思うから。

　とはいえ、べつに悠ゆう斗とは慈じ善ぜん家かではない。

　むしろ、身勝手な人間だと自己評価していた。絵を描くのが好きだから、それだけをして生きていたい。

　そんな悠斗がモミジを助けた理由は？

「……水織さんが、なんとかしてもらえないかと言ったから……かな」

　彼女が腰を浮かせる。

「えっ、えっ、なになに？　もしかして、ラヴ!?　本気で!?　いつの間にそんなに好感度が上がっちゃったんですか、困るー」

「……君には、乃のノの香かちゃんがお世話になってるから」

「アッハイ」

　瞳をキラキラさせていたのに、途端に無表情へと変わった。

「むしろ、僕のほうこそ教えて欲しい──なぜ水織さんは、モミジさんを助けたいと思ったんだい？」

　当のモミジさん自身も、恨うらまれていると思っていたくらいなのに。

　水織が人差し指で唇に触れる。

「んふふ……あたしのこと、実は良い子だと思っちゃったりしませんか？」

「善意とは思えない」

「微妙に失礼じゃない……？　まぁ、違うんですけどね……あたし、モミジのことを面おも白しろいと思ってるんですよー」

「面白い？」

　にっこり、と水織が笑みを浮かべた。




「自分が目立ちたいって欲で、親友を突き落とせる子なんて、そうそういないですよ？」




　悠斗の手が止まる。

　思わず、水織のことをまじまじと見つめた。

「……まぁ……いないだろうね」

「あたしは、常に本気でありたいって思ってるんです。だけど、モチベーションって石の上に咲いた花みたいに、すぐ枯れそうになるんですよ」

「うん」

「だから、あたしは──衝動に満ちてる人が好きで、欲求のままに動ける人に憧れるんだと思います」

「そう、なのか」

　言われてみると、悠ゆう斗との姉──京きよう橋ばし彩あや華かも欲に素直だ。

　あまり認めたくはないが……

　本人の言によれば、弟愛だけで超一流のイラストレーターに登り詰めてしまった。それだけが動機ではないと思いたいが。

「……水み織おりさんは、姉さんの絵じゃなく、内面に憧れてるのかい？」

「あややー……難しい質問しますね？　そうかもですけど、言葉で〝やる気ある〟なんて言われても信じられませんよ。本物の熱意は行動に出るものでしょー？」

「たしかに」

「だから、彩華さんの実力って、素晴らしい内面の証明ですよね」

「……欲に満ちた？」

「うん♪」

「そう…………」

　水織が今までになくやわらかな表情をした。

「ああ……やっぱり、そうなんですね」

「え、なにが？」

　にへ、と彼女が笑う。

「ユウトせんせーは理わ解かってくれるんですね。他の人に話すと、おかしい、って言われちゃうんですよ」

「いや……どうかな？」

「あたし、おかしいですか？」

　おかしいとは思っている。

　ただ、途方もなく意欲に満ちた人への憧れを、否定はしない。




「……僕も、おかしい側かもしれないね」




　悠斗は作業へと戻る。浮かんだイメージを形にするため、ペンを絵に下ろした。

　水織が傍かたわらに立ち、描画を眺める。

　しばらくは、液タブ上をペン先が走る音と、キーを叩たたく音と、空調の音だけがしていた。

　不意に水み織おりの吐と息いきを感じる。

「せんせ……」

「ん？」

「本気になってもいい？」

「何に？」

　画面を見つめながらの悠ゆう斗との問いかけに、彼女の返事はない。

　無言のまま──




　頬ほおに、水織の唇が触れてきた。





　　　　†






　窓の外が白み、夜明けを告げる。

　乃のノの香かは無表情のまま、視線を向けた。

「足りない……」

　時間も、実力も。

　机の上にある、描き終わったばかりのイラストへと目を戻した。

[image: ]

「なに、これ」

　一瞬前までイメージどおりに描けたと思っていた絵が、修正不可能な駄作であると気付いてしまう。

　乃のノの香かは原稿用紙に爪を立てた。

　ざらつく音をたて、引ひっ掻かく。

「……こんなんじゃ……見せられません」

　じわっ、と涙で視界が滲にじむ。

　自分自身を叱しつ咤たした。

　──泣いてる時間なんて、ない！

　乃ノ香は再び真っ白な原稿用紙を置いて、削った鉛筆を握りしめるのだった。

[image: ]
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　昨年の夏に『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』のアニメが放映されまして（こちらも書いています。ぜんぜん作風が違うせいか、いまだに驚かれることがあるんですが……）制作時から熱意を感じる現場で、アニメの出来も素晴らしく、自分もできるかぎりのことはやり、全てが終わって一息ついたところで……気付いたら２ヵ月くらい経たっていました。スケジュールが大変なことに！

　４月刊の予定が５月となったわけですが、平成のはずが令和になって元号を跨またいでの刊行というと、すごい遅らせた気になりますな。お待たせしてしまって申し訳ありません！




　さて今巻ですが、イラストレーターを語るなら今はＶチューバーを外せない、ということで……寄り道の感もありますが、むしろこれが当シリーズの本道かなと思っています。

　しかも、バ美び肉にくですよ！　バーチャル美少女セルフ受肉おじさんです。

　この話のために『魔王マグロナちゃん』先生にお話を伺い、しっかり取材させていただきました。本当にありがとうございました！




　物語としては、水み織おりに振り回される展開が中心でしたね。誤解されやすいところも水織らしさかな、と思っております。あと、錦にしきの会社の話や、白しろ砂すなとマリィの交流や、ナスさんの騒動など……楽しんでいただけたなら幸いです。

　そして、乃のノの香かちゃんがちょっと病みつつありますが……

　次巻は年内に出せるよう、がんばります。




『14歳とイラストレーター』のKamelieカメーリエ先生によるコミカライズが、サイコミにて連載中です。ラノベ版とは一味違うサービス満点のコミック版を、ぜひお楽しみください！




　企画・イラストレーターの溝みぞ口ぐちケージ先生、今回も楽しかったです。感謝です！

　デザイナーの木き緒おなち様、今回も素敵なデザインをありがとうございます。『ボクたちのリメイク』も楽しみにしております。

　担当編集の神かみ長なが様、今回はとくに大変なご迷惑をおかけいたしました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様と関係者の方々、支えてくれている家族と友人たち。

　猫ちゃんのことをご教授くださったペットハウス・ボブテイルシュウの高たか山やま様。

　そして、ここまで読んでくださった読者様に一番の感謝を！

　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　
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　こんにち令れい和わ！　いやーこの挨拶をするために発売延期した甲斐がありましたね！（前向き発言）

　溝みぞ口ぐちケージです。石を投げるのはおやめください。




　ということで水み織おりちゃん編でした。

　Vtuberネタを取り入れるとか流行に乗ってるだけかよ！　みたいに思われる方もいらっしゃるかもしれませんが、つまりイラストレーター業界では現在、流行と言えるほどメジャーな仕事になっているのです。

　お仕事モノを名乗る以上、逆にこのタイミングで取り上げない方が不自然なわけですね。




　ちなみに僕はファンタジーやＳＦ系のキャラデザが苦手でして、Vtuberのお仕事も全てお断りしてきたのですが、なぜ今回２キャラもキャラデザする羽目になったのでしょうか。自分で発案しておいて意味がわかりません。誰か教えてください。




　そして今回、深くＶの話を書くためにあのマグロナ様ことukyo_rstうきようあーるえすていさんに取材させていただきました。素人質問だらけですみません、ご協力本当にありがとうございました！




　また、今回もむらさきさん、担当の神かみ長ながさん、デザインの木き緒おさん、その他大勢の皆様にお世話になりました。

　特にコミカライズのKamelieカメーリエ先生、隔週本当に癒やされています……！　サイコミさんで皆もチェックだ！




　ということで、今回もお読みいただきありがとうございました！　また次巻お会いしましょう。








溝口ケージ　　　







電子書籍特典　書き下ろし短編

『お花見編・マリィの場合』





　枯れ木だと思っていたマンション向かいの桜が、今年は見事に満開だった。

　ユウトの部屋で花見しようぜ──と錦が言い、２人で一杯やるくらいかと了承したら、次の日曜に大勢が集まることに。




「あまり仕事のジャマしちゃマズイしな」

　という錦の言葉により、お花見は日没と同時に、お開きとなった。

　祭りのあとの静けさ。

　悠斗は残された料理をつまみつつ、ペンを動かした。

　疲労が溜まっているとろに、お酒を呑んで、美味しい物を食べ、けっこうしゃべってだ。日が変わる前に眠気が襲ってきた。

「うっ……やばい、一瞬、寝てた……寝落ちが一番ダメだ……」

　椅子で寝てしまうと、あまり回復しないうえ、下手をすると腰を痛める。

　もう寝よう──と悠斗は、布団へ滑りこむ。

　やわらかいものにぶつかった。

「にゃ」

　──猫？

　いや、飼い猫のワコムは、キャットタワーの上にいたはず。

　２匹目が？

　布団の中で、それを手探りで確かめる。

　さらさらの長い毛があって、明らかに悠斗よりも小さい。そして、すべすべの手触り。

　感触に記憶があった。

　悠斗は布団を剥ぎ取る。

「マリィ!?」

「ふにゃ……ユウトくん……なにするの？」

「それは僕のほうが訊きたいよ。どうして、僕のベッドで寝てるの？」

「お酒をね、呑んだでしょ」

「そういえば、けっこうなペースで呑んでたね」

「お腹がふくれたでしょ」

「……美味しい料理がいっぱい出てきたよね。ナスさんのお重に、白砂さんの初カツオに、意外にもハラミの天ぷらに、乃ノ香ちゃんの三色団子に」

　ちなみに錦が持参したのは、各種アルコール類。

　悠斗はジュースを用意しておいた。

　マリィが恨みがましい目を向けてくる。

「あとは、わかるでしょ」

「ぜんぜん」

「お酒を呑んで、お腹が膨れたら、眠くなるの。そして、目の前にベッドがあったら？」

「これは僕のベッド」

「そうね……じゃあ、そっち側は使っていいよ？　私、まだ眠いの……んにゅ」

　マリィは猫のように丸くなる。

　両膝を抱えこみ、絶対に起きないと意思表示していた。

　持ち上げて、ベッドから放り出す──ということも物理的には可能だが、マリィに風邪をひかれても困る。

　しかし、もう悠斗だって眠気が限界だった。

　コタツで寝ることも考えたが、過密スケジュールの途中で自分が風邪をひいたら、どれだけ大変な事態になるか──想像もしたくない。

「はぁ……マリィ？　僕も寝るよ？　ここで寝るからね？　一緒のベッドで寝ちゃうからね？」

「ん……ユウトくんなら、いいよ」

　妙な連想をしそうになるが、眠気が勝る。

　悠斗は引っぺがした布団を２人に掛かるよう戻し、ベッドで横になった。

「……せまい」

　いくらマリィが子供サイズでも、シングルのベッドだ。悠斗は落ちそうになる。

　そうしたら、ぐいと引っ張られた。

　なんと、彼女と密着してしまう。

「ほら、あったかい」

　マリィが悠斗の耳元でささやいた。吐息が、くすぐったい。

「ううぅ……ちょっ、マリィ……？」

「くー、すー……」

　もう寝息しか聞こえなかった。

　触れている身体に伝わってくるのは、彼女の心音と、ちょっと高めの体温と、やわらかな感触。

　いつもなら、いくら悠斗とて緊張したり、動揺したりするところだろう。

　しかし、悠斗は気絶するように寝てしまうのだった。




　ベッドから２人ぶんの寝息があがる。
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